
二の沢A遺跡

土層解説
1　黒　色

2　黒　色

3　黒　色

ローム粒子微量

ロームブロック微量

ロームブロック少量

4　黒褐色

5　黒褐色
6　黒褐色

ローム粒子微量

ロームブロック少量

ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片し夜学　弥生土器片2点が覆土中及び撹

乱土中から出土している。

所農　本跡に伴うと考えられる遺物がなら　時期や性格等は不

明である。

三十十㌧　－∴・京∵P・、、く一

位置　調査区の南端部，G射　区に位置している。

規模と形状　径事酵mのはぼ円形でタ　深さは22cmである。壁

面は緩やかに外傾して立ち上が軋　底面はほぼ平坦である。

尊堂　2層からなる。全体にロームブロックが混入し，層

の境界面の凹凸が激しいことから芦　人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　色　　しト∴∵粒子微量

2　黒褐色　　ロームブロック少量

遣物出土状況　出上していない、、，

所農　本跡に伴う遺物がなくタ　性格ゆ時期等は不明である。
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位置　　調査区の東部，F7el区に位置している。

規模と形状　長径1。68m，短径0。83mの楕円形でタ　深さ

は29cmである。壁面は外傾して立ち上がり，底面はほぼ

平坦である。長径方向は氷上＋招0－Wである。

穫羞　単一層である。全体にロームブロックが混入して

おり，人為堆積と考えられる、、

土層解説

1　黒褐色　　ロームブロック中量
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第帽図　第柑号土坑実測図
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第閥3属　第摘号士坑実測図

遺物出土状況　出土していない。、

所農　本跡に伴う遺物がなら　時期の性格等ほ不明である。

第溺増應儀つ第ユ64図）

位置　調査区の北端部，C2h6区に位置している。

規模た形状　長径1。43m　短径。蟻mの楕円形で，深さ

は37cmである。壁面は外傾して立ち上がり，底面はほぼ

平坦である。長径方向はN－160…Wである。
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第欄磯据　第36号土坑実測図
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覆土　4層からなる。全体にロームブロックが混入していることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色　　ロームブロック微量
2　黒褐色　　ロームブロック少量

遺物出土状況　出土していない。

3　黒褐色
4　黒褐色

所見　本跡に伴う遺物がなく，時期・性格等は不明である。

第48号土坑（第165図）

位置　調査区の北端部，D2h9区に位置している。

規模と形状　径1．03mの円形で，深さは16cmである。壁面は

緩やかに外傾して立ち上がり，底面はほぼ平坦である。

覆土　3層からなる。各層中に炭化粒子，焼土粒子が混入

しており，人為堆積と考えられる。

土層解説
1黒　色　炭化粒子多量，ロームブロック微量

2　黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量
3　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量

遺物出土状況　出土していない。

所見　本跡に伴う遺物がなく，時期・性格等は不明である。

ロームブロック微量

ロームブロック少量
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第165図　第48号土坑実測図

第58号土坑（第166図）

位置　調査区の中央部，E5il区に位置している。

規模と形状　長径1．3m，短径1．12の楕円形で，深さは36cmである。壁面は外傾して立ち上がり，底面はほぼ平

坦である。長径方向はN－480－Wである。

覆土　5層からなる。全体的にロームブロックが混入していることから，人為堆積と考えられる。

土層解説
1　黒　色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ロームブロック微量
3　黒褐色　ロームブロック微量

4　黒褐色　ロームブロック少量
5　黒褐色　ロームブロック微量

遺物出土状況　撹乱土中から須恵器片1点が出土している。

所見　本跡に伴う遺物がなく，時期・性格等は不明である。
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第166図　第58号土坑・出土遺物実測図
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二の沢A遺跡

第58号土坑出土遺物観察表（第166図）

番 号 種　 別 器　 種 口径 器 高 底 径 胎　　 土 色調 焼 成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土位 置 備　 考

374 須 恵器 高 台付 皿 ［14．0〕 2．2 6．3 長 石 ・石 英 灰赤 良好 口縁 部 ・体 部 横 ナ デ　 底 部 回転 へ ラ削 り調整 撹 乱土 中 40％

第闘葛應儀（第167図）

位置　調査区の西端乳　E2C9区に位置している。

規模と形状　径0。95mの円形で，深さは22cmである。壁面は

緩やかに外傾して立ち上がり，底面はほぼ平坦である。

尊皇　2層からなる。ロームブロック，炭化粒子，焼土粒

子が混入していることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒　色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量

2　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量

遣物出立状況　出土していない。

所見　本跡に伴う遺物がなく，時期・性格等は不明である。
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第閥軍閥　第67号土坑実測図

第69号豊坑（第168図）

位置　調査区の西端部，E2iO区に位置している。

重複関係　第83号土坑の北側を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸2・03m，短軸1．41mの長方形で，深さは29cmである。壁面は外

傾して立ち上がり，底面はほぼ平坦である。長軸方向はN－250－Wである。

覆丑　5層からなる。全体的にロームブロックが混入していることから，人為堆

積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量
2　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック少量，焼土粒子微量
3　黒褐色　炭化粒子多量，焼土粒子微量
4　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土ブロック微量
5　暗褐色　炭化粒子多量，ロームブロック少量
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第閥8図　第69号土坑実測図

遺物出立状況　撹乱土中から土師器棄片が9点出土している。いずれも細片で図化できない。

所見　出土遺物は遺構に伴うかどうか判断は困難である。時期・性格等は不明である。

第8瑠号蓋坑（第169図）

位置　　調査区の中央部，E4h2区に位置している。

規模と形状　長径1。58m，短径0。6mの楕円形で，深さは62cmである。壁面は緩や

かに外傾して立ち上がり，底面は皿状である。長径方向はN－580－Eである。

覆丑　8層からなる。大半の土層中にロームブロックが混入していることから，

人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　炭化粒子多量，ロームブロック少量
2　極暗褐色　炭化粒子多量，ローム粒子少量
3　黒　　色　ローム粒子微量
4　暗褐色　炭化粒子多量，ロームブロック少量
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第相国　第81号土坑実測図



5 黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック少量

6　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子中量
7　暗褐色　炭化粒子多量，ロームブロック少量
8　褐色　　ローム粒子多量，炭化粒子少量

遺物出土状況　出土していない。

所農　本跡に伴う遺物がなく，時期・性格等ほ不明である。
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二の沢Å遺跡

㌔
頼

l　　　　　　　　　　　　　　二　　　1一　　　　　　　二

餅濃完
翳／謡②葦

、、ソ　　　　　＼

－二軍　－1
2

1・＼　　ノ　　　ミーて′、

悪

　

幣

　

　

　

滅

∈
O
．
C
寸
　
－

M

　

　

　

　

　

　

　

の

．

1

1

1

1

．

1

　

一

l

SK49

A
－43．4m

磯
SK57

竺ふr

i

＼　　　　　　．′　　　さ：く／シ

A
－43．0m

篭＿♂細sK鵜

一、．、

㌍鸞緊

く　一　　一㌦！′　ノ′ノ　＿ノ　ノ・、．－　く　　′

畳聖
B

′

　

ん

へ

ヾ

一

、くら

∴l：ll

こ、J

SK71

竺『†
－42．4m

‾㌔』＿＿＿㌦♂‾

SK78

㌦　　　J SK76

隻！『
～195　－－

！
闘
感

②

守

　

　

則

．
′
1
、
日
言
、

消

　

　

　

　

　

　

㌍

－
＼
1
－
－
－
・
h
甘
ジ
y
H
U
ノ

塩
湖
皇
題
が

縮
繹
守
年

SK91

2m

』　　　＝＝ここニニ＝ここ』



第1号土坑土屑解説
1　黒褐色　ロームブロック少量
2　褐　色　ローム粒子多量
3　黒褐色　ローム粒子中量
4　暗褐色　ロームブロック少量

第3号土坑土層解説

1　黒褐色

2　黒褐色

3　褐　色

4　褐　色

5　黒褐色

6　暗褐色

7　黒褐色

ロームブロック微量

ロームブロック少量

ロームブロック微量

ロームブロック少量

ロームブロック中量

ロームブロック少量

ロームブロック中量，炭化粒子微量

第10号土坑土層解説
1　黒　色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ロームブロック少量

第11号土坑土層解説
1　黒　色　ローム粒子微量

第12号土坑土層解説

1　暗褐色　ロームブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子中量

第14号土坑土層解説
1　黒　色　ロームブロック少量

第24号土坑土層解説

1　暗褐色　ロームブロック少量，砂粒微量
2　暗褐色　ロームブロック中量，砂粒微量

第29号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子微量
3　暗褐色　ロームブロック微量

4　褐　色　ロームブロック少量
5　暗褐色　ロームブロック少量

第33号土坑土層解説
1　暗褐色　ロームブロック中量
2　暗褐色　ロームブロック多量
3　黒褐色　ロームブロック少量

第37号土坑土屑解説
1　黒　色　ロームブロック少量

第38号土坑土層解説
1　黒　色　ロームブロック少量
2　褐　色　ロームブロック多量

第40号土坑土層解説
1　黒褐色　ロームブロック少量
2　黒褐色　ロームブロック中量
3　褐　色　ロームブロック中量

第41号土坑土層解説
1　暗褐色　ロームブロック少量

第42号土坑土層解説

1　黒褐色　ロームブロック微量
2　黒褐色　ロームブロック少量

第47号土坑土層解説
1黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子少量
2　暗褐色　炭化粒子・ローム粒子中量

第49号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量
2　暗褐色　ロームブロック少量
3　褐　色　ロームブロック中量

第57号土坑土層解説
1黒　色　炭化粒子多量，ローム粒子微量
2　黒褐色　炭化粒子多量，焼土ブロック・ローム粒子微量

3　黒　色　炭化粒子多量，ロームブロック少量，焼規子微量
4　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック少量，焼土粒子微量

第60号土坑土層解説
1　黒褐色　ロームブロック中量

第61号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子中量

第72号土坑土層解説
1　暗褐色　ロームブロック中量
2　黒褐色　ロームブロック中量

第172図　第29・33号土坑出土遺物実測図

第29・33号土坑出土遺物観察表（第172図）

第74号土坑土層解説

1　黒　色　ロームブロック微量

2　黒褐色　ロームブロック微量

第76号土坑土層解説

1　黒褐色　ロームブロック少量

2　暗褐色　ロームブロック微量

第77号土坑土層解説

1黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量

2　黒　色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量

3　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック微量

4　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック・粘土粒子歓量

5　黒褐色　炭化粒子多鼠壌土ブロック・ローム粒子微量

6　暗褐色　炭化粒子中量，ロームブロック微量

7　暗褐色　炭化粒子中量，ロームブロック少量

8　黒　色　炭化粒子多量，ロームブロック微量

9　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック中量

10　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック少量

11褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量

12　暗褐色　炭化粒子多量，ロームブロック微量

13　暗褐色　炭化粒子中量，ロームブロック微量

14　暗褐色　炭化拉子中邑焼土ブロック・ロームプロ・ノク微量

15　褐　色　炭化粒子・ロームブロック少量

16　黒　色　炭化粒子多量，ロームブロック少量

17　暗褐色　炭化粒子・ロームブロック少量

18　黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子少量

19　黒褐色　炭化粒子多量，ロームブロック少鼠焼土粒子微量

第82号土坑土層解説

1　黒　色　炭化粒子多量，ロームブロック微量

2　黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子微量

3　黒　色　炭化粒子多量，ロームブロック少量

4　黒　色　炭化粒子多量，ローム粒子微量

5　黒　色　炭化粒子多量，ロームブロック中量

第87号土坑土層解説

1　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

2　赤褐色　炭化粒子・ローム粒子中量

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

l　　　　呈　　　　！

番号種　別器種口径器高底径 胎　　土 色　調焼成 手　　法　　の　　特　　徴 出土位置 備　考‘

371土師器器台［7．8］7．2 ［11．6］長石・石英 にぷい黄褐普通
器受部内外面パケ日調整　脚部外面パケ目調整，

内面へラナデ
SK－29撹乱土中45％PL28

372 土師器愛［16．2］（2．6） 石英・雲母 にぷい橙普通口績部内外面横ナデ　休部内外面パケ目調整 SK－29撹乱土中5％

373 土帥苦言発 （4．4）7．4 長石・石英・雲母にぷい橙普通
休部外面へラ削り後へラ磨き，内面へラ削り後，

パケ目調整
SK－33撹乱t中5％
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二の況Å遺跡
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土琉

番号
位宰 長径方向

開。部 ！

平面形 i

規　　 模

壁面 底面 覆土 主　 な　 出　 土　 遺　 物
重複関係

を旧→新う開口部
を長径×短径m ラ

深さ
毎扉

i E独7 N －55を　∴W 楕円形 1．19×山勘 ユ7 外傾 辛」＝ 人為 土師器片 SIlO輔本跡

3 いうbT Ⅳ…469　…E ＝車 Lll＼1．LH 49 外傾 、上川． 人為 土師器片 SI38→本跡

逢 G5i5 N 十凱3　…W 円形 0．99×0．98 22 外傾 皿状 人為 須恵器杯，土師器片 SI13－や本跡

5 G5aO ＼－トナ　ー叶 円形 0．67×0．61 16 緩斜 皿状 －

項

目

バ

F6e7 N …16の＋”」好 円形 1．03×0．97 32 外相 、上川 人為 土師器片，須恵器片

F鋸7 N 十錆e　…W 隅丸長方形 2，10×1．30 20 横斜 凹凸 人為 弥生土器片，土師器耳

G独1 N …虻デ　ー∴紺 不整楕円形 0．69×0，65 20 媛斜 皿状 人為

9 G4h 9 N …210　－W 楕円形 0，84×私69 17 緩斜 皿状 －
弥生土器片，土師器片

1日 G4 i9 N －179　…W 楕円形 1．20×1．08 14 緩斜 皿状 人為

11 E第1 N …21の　…W 長楕円形 2．25×0．62 7 緩斜 平坦 人為

12 F 6aO N …466　－W 長楕円形 2．35×1．04 17 緩斜 平坦 人為

13 F 7C5 N －150　…W 円形 0．88×0．87 34 外傾 平坦 人為 弥生土器片，土師器片

14 G 5b6 N …799　－E 隅丸長方形 1．13×0．62 13 緩斜 平坦 人為

15 G 4i8 N …∵好　 一」Ⅳ 円形 1」丁＼＝≠ 22 媛斜 平坦 人為

16 F 7fl N …158　…W 楕円形 0．69×0．54 34 外傾 平坦 人為 土師器片

17 F 7fl N …88の　…W 楕円形 0．99×0．66 42 外傾 平坦 人為

18 F7el N －13の　…W 楕円形 1．67×0．82 29 外傾 平坦 人為

19 F7el N …7 0　…W 楕円形 0．56×0．36 45 外傾 、「川 人為

20 F 6dl N －760　－E 不整楕円形 1．79×1．30 63 嬢斜 皿状 人為 土師器片

21 G 4g8 …
円形 独98］x ［0．90］ 14 緩斜 、主」＝ －

22 G 4j5 N 十頴む　…W 楕円形 ［0，92］×0．78 15 外傾 平坦 －

23 G朝4 N 十詣0　…W 楕円形 0．86×0．63 27 外傾 皿状 －

24 G4e3 N …129　…W 楕円形 1．95×1．38 12 横斜 平坦 人為

25 E6g3 N －890　…E 円形 0．89×0．80 9 外傾 平坦 人為

26 E6g2 N …650　…W 円形 1．24×1．19 34 外傾 皿状 人為

27 E4b2 N －769　…E 円形 0．60×0．56 33 外傾 平坦 －

28 E6h2 N …640　－W 楕円形 1．20×0．94 13 緩斜 平坦 －

29 E6h8 N …308　…W 楕円形 0．72×0．63 20 外傾 平坦 人為 土師器 （器台 ・台付襲…撹乱土中） SIlO→本跡

30 F6d2 N －280　…E 不定形 1．42×1．36 58 外傾 平坦 自然

31 F 6C3 N …780　…E 楕円形 2．03×1．10 45 外傾 皿状 人為

33 、 F6C3 N －850　－E 不定形 1．85×1．10 37 緩斜 凹凸－人為 土師器 （聾…撹乱土中）

34 C 3g l N …589　…W 楕円形 0．87〉く0．50 14 媛斜 辛」＝ 人為 土師器片

35 C3i4 N …17や　…W 不定形 1．13×1．02 18 緩斜 凹凸 － 土師器片

36 C 2h 6 N …160　－W 楕円形 1．44×1．18 37 外傾 平坦 人為

i

l

37 C 2h4 N …76 0　…E 楕円形 1．15×0．85 15 外傾 平坦 人為

38 F 6g3 N …88　－W 楕円形 0，98×且94 11 緩斜 平坦 人為

39 C 2j7 N …509　…E 楕円形 0．84×0．66 79 緩斜 平坦 自然

40 D 2C8 N …800　－E 円形 0．95×0，89 10 外傾 平坦 人為

41 F 5g8 N －84 0　－－E 楕円形 0．91×0．79 22 緩斜 皿状 人為

42 D 2C8 N …470　…E 円形 1，00×0．90 20 外傾 平坦 人為

43 F5cO N －618　－E 楕円形 0．81×0．62 ′　52 緩斜 皿状 人為

44 F5C9 N …660　…E 不整楕円形 1．30×1．00 25 緩斜 平川 人為

45 F5bO N 十捕る　…W 楕円形 0，85×0，75 25 緩斜 平坦 人為

46 F5bO －
円形 1．08×1．06 10 緩斜 平坦 －

47 D 2gO N －769　－E 楕円形 1．22×0．75 12 緩斜 平坦 人為
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土坑

番号
位置

長径方向 項 最遠 m 模 怒 壁面

底面　 覆土　　　　　　　 主　 な　 出　 土　 遺　 物　　　　　　　 重複関係

滴 →漸う

48 0 2h9 ＝車　　　 l．＝＼1．神　　　 川　　 接骨 平遜言「人為

49巨5掲」二王亘二道率丁㌃笹 幻惑二二二二二二二 「「
50 D 2hO N …268　－W　　 楕円形　 1．18× ［0．93〕　 16　　 外傾 平坦

51巨3盛邑聖ま巨車重二重率「議「義 幻 惑 二 二 二 二 二 二 二 ‾ 「
52 E確の N…160－E　　楕円形　　 1。26×0の87　　 14　　緩斜 皿状　Å為

53 i D3蒔」 二 二 亡 車 コ コ 養 蚕 コ コ 「 忘 平坦巨為i　　　　　　　　　 i

54 i D3bO iN一生 ま 」 竺 」 三 重 亘 コ 薫 「 義 皿状i つ　　　　　　　　　 i

55 巨3iO 転 生 竺 巨 垂 ヨ 二 重 亘 「 議 「 義 平坦巨為i　　　　　　　　　 i

56 iD4g4 N－6聖 上 聖 ⊥ 至 率 丁 ㌃ 笹 平坦i人為i　　　　　　　　　 i

57 巨5il 聖 曇 逗 聖 上 杢 車 丁 ㌃ 庫 平坦巨為i　　　　　　　　　 i

58 i E5il 聖 曇 逗 聖 上 重 亘 丁 ㌃ 笹 到 空 垣 慈 尋 垂 亘 二 二 二 「 「

59 E4b2 聖 曇 」 聖 上 杢 亭 丁 ㌃ 笹 平坦恒 i　　　　　　　　　 i

60 F5b5 N一隻 止 聖 ⊥ 至 率 丁 ㌃ 笹 平坦巨為i　　　　　　　　　 i

61 ぎ5a7 讐 空 逗 聖 上 養 蚕 丁 ㌃ 桓 勇 二 捷 亘 二 二 二 二 二 「 ∵ 「

62 E舶3 聖 曇 」 聖 ⊥ 養 蚕 T ㌃ 庫 平坦i つ　　　　　　　　　 i

63 C3i2 ＝車　　　　 0．出＼．相　　　 川　　穣対 平坦

64 C3il 」 望 」 」 養 蚕 「 議 「 義 糊 i つ　　　　　　　　　 i

65 C3g3 N…458　…W　 ［楕円形］　　 ユ．93×細。5頸　　　　　　 准尉 平坦　人為

66 D4g4 聖 曇 上 空 ⊥ 至 率 T 「 羊 つ つ　　　　　　　　　 i

67 E2C9 」 聖 二 」 車 重 三 「 ㌃ 下 司 平可 摘 i　　　　　　　　 i

68 E2fO －
円形　 巨 狛×9幻　 巨 5　 緩斜i平坦巨 為i　　　　　　　　 i

69 E2iO … ㌫ 可 尉 形 」 垂 衰 亡 「 牟 不 可 平坦巨 為邑 亘 二 二 二 二 二 二 「 ‾ 「 蒜 義

TO C3f2 N…558　…E 楕円形 」 警 吏 亡 「 牟 重 司 血状 i つ　　　　　　　　　 i

71 C3g2 N†輔の　…E 隅丸長方吏 」 空 聖 二 「 ㌃ 重 司 乎可 鳩 i　　　　　　　　 i

72 G5fユ N …400 －吐 空 聖 」 杢 杢 コ 亨 下 司 平可 摘 i　　　　　　　　　 i

73 G凝0 N －410　…W 聖 生 」 空 空 工 手 ㌃ 下 司 平坦巨 為i　　　　　　　　 i

74 G弛0 N …728　－E 隅丸竺 ⊥ 空 車 」 亨 下 司 可 音 「　　　　　　　　 i

75 G5h二3 N …660　－E 不定形　　 1溺XOe91　　 15　　緩斜 皿状　自然　弥生土器片，土師器片

76 G5h2 N淵 …W　 那 形 日 勤×・摘　 巨 2　 摸斜 i平裏車 然i　　　　　　　　 i

77 E2e2 Ⅳ…200　…E 不定彬　　　 ．H＼．市　　　 川　　 枯骨 血状　 自然　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 SK87→本跡
→SDlやSK84

78 G3C9 －
聖 ⊥ 警 吏 手 打 可 平坦i つ　　　　　　　　　 i

79 G勾0 N …ユユ0－上 空 ⊥ 杢 重 工 司 司 平可 Å可　　　　　　　　　 i

80 G3eO i 円形　 日 豪 謡 丁 ㌃ 薄 斜
皿暴言「人為

81 E4h2 聖と止空聖」養蚕王手下司墨 ヒ ≡ ≡ 三 三 ∃ 云
82 E2e9 N…13㌧可 長方生 」 垂 重 二 三 下 司

83 E2iO 上 空 」 至 重 重 工 亙 手 司 聖 庚 ⊥ 二 二 二 二 二 二 二 「 … ‾ 「 蒜 忘

可可8687可
E2可F2可F可E2可F6可
盛蛋難漣 ≒ 羊
89i
90i可
F6可
F可E可
憲巌獲鷲葦淀警手≒習

92 m e8 N－39の　…E　 隅丸方形　　　 湖×ゆ潮　　　 船　　 外傾　 平′坦　 Å為　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 S鑑巨漆脇

93 i E7C3 N 淵 …W 不整那 形 い やは×・購　 い 3　 外傾 平可 人為邑 重 重 三 三 三 二 二 二 「 ‾ 「
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二の沢A遺跡

（2）溝

今回の調査では時期不明の溝を1条確認した。以下，確認した遺構について記載する。なお，平面図は遺構

全体図に示した。

第1号溝（付図）

位置　調査区西端部，Elb4区からG3a4区に位置している。

重複関係　第59号住居跡の南西コーナーを掘り込み，第77号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　両端が調査区域外に延びているため，確認できた長さは，151．2mである。上幅0．52～0．84m，下

幅0．40～0．53m，深さ0．1～0．18mで，断面形は逆台形状である。

方向　G3a4区から北東（N－320－E）へ一直線にF3eO区まで約35m延び，そこから北西（N－610－W）に

折れ，更に一直線に116．2m延び調査区外に至っている。

覆土　3層からなる。ロームブロックが認められないことや，レンズ状堆積を呈していることから自然堆積と

考えられる。

土層解説

1黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子微量
2　黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量

3　暗褐色　炭化粒子多量，ローム粒子中量

遺物出土状況　土師器片194点，須恵器片12点，弥生土器片53点が出土しているが，その殆どがトレンチヤー

による撹乱土中からである。378の須恵器長頸瓶は，北西部の撹乱土中から出土している。

所見　両端部が調査区城外であるため全体像は不明であるが，確認範囲での規模や形状から判断し，何らかの

区画のための溝と推測される。本跡に伴うと考えられる遺物がなく時期は不明であるが，第59号住居跡を掘り

込んでいることから古墳時代前期以降と思われる。

0　　　　　　　　　　　　　1m

l　　　＿＿」　　　」

第173図　第1号溝・出土遺物実測図

第1号溝出土遣物観察表（第173図）

、一1．こ－ノ・・・・∴　－

番号 種　 別 器　 種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 （文様の特徴） 出土位置 備　 考

378 須恵器 長頸瓶 （4．4） － 長石 褐灰 普通 休部内面横ナデ　 外面自然粕付着 撹乱土中 30％

T P 27 弥生土器 壷 （1．7）
石英 ・長石・

スコリア
赤褐 普通

頚部片　 附加条二極（附加 1条）の縄文施文　 貼り癖有り
撹乱土中

T P 28 弥生土器 壷 は3） 石英 ・スコリア にぷい橙 普通 頚部片　 櫛歯状工具（3本欄歯）による山形文施文 撹乱土中 外面炭化物付着

T P31 弥生土器 壷 （3．2） －
石英 ・長石 ・

スコリア
浅黄褐 普通 胴部から頸部片　 櫛歯状工具（3 本櫛歯）による達弧文 撹乱土中 PL 29
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番号 種　 別 器　 種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 （文様の特徴） 出土位置 備　 考

T P33 弥生土器 壷 － （4．6） － 長石 ・スコリア 黄褐 普通
頚部片　 櫛歯状工具（4 本）による縦区画後，区画内充填波
状文

撹乱土中 PL 29

T P35 弥生土器 重
－
（4．7）

－
長石 ・スコリア 褐 普通 胴部片　 附加条二種（附加 1 条）の縄文施文　 羽状構成 撹乱土中

T P 36 弥生土器 壷 （4．3）
－ 長石 ・雲母 明褐 普通 胴部片　 附加条二種（附加 1 条）の縄文施文 撹乱土中 PL 29

T P 37 弥生土器 壷 （4．2） 長石 ・スコリア にぷい橙 普通 底部片　 附加粂二極（附加 1 条）の縄文施文 撹乱土中 外面炭化物付着
PL29

（3）遺構外出土遺物

表土除去作業時やトレンチヤーによる撹乱の中などから，遺構に伴わない縄文時代から中世にかけての遺物

が出土している。ここでは，これらの出土遺物のうち特徴的な物について掲載する。

二：・空手

第174図　遺構外出土遺物実測図（1）
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二の沢A遺跡
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駁，P59

第175図　遺構外出土遺物実測図（2）
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第176図　遺構外出土遺物実測図（3）
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二の沢A遺跡

二
第177国　道構外出土遺物実測図（4）

遺構外出土遺物観察表（第174～177図）

0　　　　2c巾

⊆±∃

三二三「l二

枇17嶺2。
0　　　　　　　　　　　　　10cm

l　　　；　　　！

番号種　別器　種口径器高底径 胎　　土 色　調焼成 手　法　の　特　徴（文様の特徴） 出土位置備考

191弥生土器 壷 －
（7．3）［9．8］石英・長石にぷい黄橙普通胴部外面附加条二種（附加1条）の縄文施文　羽状構成

SI－57
撹乱土中5％

274弥生土器 壷 －（5．6）
［7．3］石英・長石・パミスにぷい黄橙普通

胴部外面附加粂二種（附加1条）の縄文施文　羽状構成
底面布目痕

SI－75
撹乱土中5％

379縄文土器探鉢［22．1］（5．8）－ 石英・長石 灰黄褐普通□綾部・体部に半数竹管状の工具による横位の押し引き
SI－71
撹乱土中
5％

380縄文土器探鉢［27．5］（6．7）－石英・長石・パミスにぷい黄橙普通口綾部・体部に単節縄文RL施文　内面へラナデ
SI－67
撹乱土中
5％

381弥生土器 （4．0）［6．6］
石英・長石・
にぷい黄橙普通
胴部外面附加条一種（附加2条）の縄文施文

表佑 10％互E パミス・針状鉱物 底面布目痕

382弥生土器 重 （3．8）［12．2］
石英・長石・

スコリア
にぷい黄橙普通胴部外面附加条二種（附加1条）の縄文施文

SI－85
撹乱土中
5％

383弥生土器 壷 （4．2）［12．0］
石英・長石・

スコリア
にぷい橙普通胴部外面附加条二種（附加1条）の縄文施文

SI－81
撹乱土中5％

384弥生土器 董 （3．0）［11．20］石英・長石にぷい赤褐普通胴部下端へラナデ，一部パケ目調整　　底面木葉痕 表採 5％

385弥生土器 壷 ［12．0］（3．1） 石英・長石 にぷい橙焼成
口唇部・口綾部外面に単節縄文LR施文　口縁部下端

に欄歯状工具による弱い刺突　口緑部外面上端円形の
赤彩，下端及び内面赤彩

表採 5％

386 土師器台付襲［13．2］（2．7）－
石英・長石・

スコリア
にぷい橙普通休部外面縦位のパケE調整，内面ナデ 表採 5％

387 土師器小形斐［13．4］（6．0）－
石英・長石・

スコリア
橙 普通体部外面パケ目調整，内両へラナデ

Sト6
撹乱土中
5％

388 土師器三通小形尭－（2．5）－ 石英・雲母 にぷい橙普通口緑都・体部内外面指頭によるナデ 表探 5％

389 土師器 蓋 3．8 （3．1）－ 石英・長石 にぷい橙普通つまみ部回転へラ削り調整　天井部へラナデ 表裸 5％

390 須恵器 杯 ［14．8］4，9 ［7．8］
石英・長石・
針状鉱物
黄灰 普通
ロ緑部・体部内外面楯ナデ　底部手持ちへラ削り調整
底面へラ記号有り

表探 25％

391 須恵器高台付杯 （2．3）［8．2］
石英・長石・
灰 普通
休部内外両横ナデ　底部回転へラ削り調整　高台郎貼 SI－32

10％針状鉱物 り付け後ナデ 撹乱土中

392 須恵器高台付杯 （1．7）［9．6］石英・長石 灰 普通底部回転へラ削り調整　高台部月占り付け後梼ナデ
SI－38
撹乱土中10％

393 須悪器高台付杯 （1．7）［7．6］
石英・長石・
にぷい褐普通
底部回転へラ削り調整　高台都貼り付け後ナデ SI－12

10％
針状鉱物 底面へラ記号有り 撹乱土中

394 須恵器 襲 ［18．0］（4．2）－ 石英・長石 灰 普通口綾部内外面積ナデ
Sト43
撹乱土中
5％

395 須意器 ．．［15．4］（1．5）－ 石英・長石 灰 普通口緑部内外面横ナデ　折り返し口緑
SL77
撹乱土中
5％

399弥生土器 互E （5．2）［14カ］長石・スコリアにぷい黄橙普通
胴部附加粂縄文施文　底部中央は焼成後に穿孔

底面布目痕
表採 5％

400 須恵器円面硯［12．6］（2．0）－長石・針状鉱物 灰 普通硯部外面積ナデ　透かし窓へラ切り 表探 5％
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番号　種 別　　　　　　　 飴　 土　　　　 焼成　　　 手 法 の 特 徴戊様哺 教　　　 恒 位置巨 考

ダrP罰 縄文土器 深鉢　 斗 凍上 石英・長石e雲車 ぷい褐 普通巨縁部蠍 横位の平徹 線瀾 縄文R L施一文　　 農 や加盟ぎⅢ

TP39 線文土器 濠鉢 」 吏 吏 二 長 重 を 蒸 す 蒜 司 普通 i胴部の破片 齢 に棒状二蟻により刻み昌施文　　 虜 掌中 繊維土器

T馴 文土器 採鉢　 斗 可 つ 石英㈲ 雲母日 登　 普通 胴部の断 棚 縄文R Lを地文に沈紬 文　　　 語 中 加盟ぎⅡ

TP4函 掴 車 可 ∴極 上 巨英も一段石さ雲母　 橙　 普中 略の破片 単節縄文R Lを地文に沈線施文　　　 語 中加葱 Ⅲ

TP般 縄文土器 浣鉢　 斗 e封「 序 英蘭 や雲母巨 ぷい軒 普中 枢紛 外離艦 離敵 の鵬 線施文　　　　 雄　 鍬 器

窪震逗裏霊雷寄寓片芸芸芸＝∃義賽
TP張舷 器巨 鉢　 斗 抽 「　 鷺 協 つ　 橙　　　　　　　　　　　　 嘉 中 舶 土器

TP4 弥生土中 臆 斗 湖上　 石 譜 つ 浅黄橙 普通庸 畿歯漂欝禁 鵠 是慧充霊j芸妄舶 状撒 恒 √ 「

TP47 弥生土中 日東 斗 頭上　 石製翳 。 日量黄橙 国 語筑 豊 禁裏 による押庄 縁部下端は隆管が品 緑 化物付着

TP48 弥生土器 加東　 … （505）　 誓 譜雷の　　 橙　 普通　　　　　　　　　　　　　　　　 pL29

TP媚弥生土中 日壷日 拍湖上　 石監 守 つ にぶ増車 通路 豊 。謂デ幣 認諾 霊る霊畿畿充霊 櫛 品㌫ 巨 罰

TP車 生土器極 上 回 － ス譜 や筑 8鉱物 ぷい黄車 中 船 脚 口縁都議に縄 原による押芸′ゝ　 表採 巨 L罰

TP髭桓 器恒 壷 斗 湖上　 石監守 も 巨ぷい橙序可 誓詣歯溜 謂語体による押庄 蘭 は櫛歯状工具 表探 巨 這「

TP52 弥生土器 広口壷 … （3ぁ鋸　　 石監守 も　 にぷ欄橙普通　 潮折 口舶 に単節縄文施文　　　　　 撹＿畏 中

TP5 桓 器序鵬　 斗 湖上　 讐 譜 も　巨ぷい軒 普可 警鵠 篇漂 議最 る身み滝文 臓 腿舶　 表採

TP5車 相 中 磯 「 匝可 つ 譜 欝 ‰ 訂　 橙　 普通 語誓 端霊 端は櫛歯状工射 本欄 による波状文 遥羞

TP55 弥生土器 広口壷‖ ㈲ 日 石監禁 中 朗 色 普通 窯翠蓋惹 窯芦琵嘉芸嘉 悪霊票迄品孟孟 区宗窯潟

TP嶺弥生土器恒 斗 湖上　 石英戦　 目麦黄橙 桓中 豊 波豊 は櫛削虻具 爛 歯自こよ綻区楓 区画品 空中巨 L29

TP57恒 土中 葱 斗 路 上　 石監 守 つ 浅黄橙 普通慄恋波欝 灘 状工射 磯 部によ綻区楓 区画蓋 中慄 准

TP中 生土器極 斗 車 ス譜 を筑 物 舶 廟 豊 波票 は櫛歯状工射 棚 によ綻区画後瀾 表探 恒 三9

TP中 生土器序鵬　 斗 頭上　 石 譜 つ 浅黄橙　 普通麿 形警部は櫛鰍 蟻 拍棚 ‖ニよ駆 ‾醜 区画　 表採

TP車 生土中 U壷日 は湖上 長石露孟蒜ア車 ぷ欄 回 莞恋 波票 は櫛歯状工射 4本櫛歯‖こ竺竺 竺苧 当 離日

竺 達 聖 吏 竺 「 下 司 「 笹 ㌫ 蒜 アi 橙　 回 頚部片頚部欄歯状工射 4本櫛歯圧 より波状文を施文 巨 中

TP62　弥生土器　広口義　 一 （393）　　 長石eスコリア　　 褐　　 普通　頚部片　頚部は櫛歯状工具（5本櫛歯）により波状文を施文　　 表採
TP中 生土中 可 斗 餌 日 石譜 つ にぷい可 普通麿 機影璧譜遽鸞 条の縄文施文後瀾 状寮つ 表探 i

TP車 生土器恒 斗 可 つ　 石英載　 橙　 序可 胴部片櫛歯状工射 3棚 圧 より格聖 聖 二 つ 泰中

謳匪仁愛澤璃露霹篇顆TP67 弥生土器 広［撼 車 ） 石莞譜李も　 浅黄橙 普通 窯睾芸声警霊室蔚 盈 温 溜 鵠 漂 航 温 巨 29

讐 反 響 吏 空 士 J 亘 仁 王 霊 誘 悪 才 議 「 普通庫 胴部は附摘二種働冒ユ剣 の縄文施文　 虜 封
T強 空 空 也 聖 上 吏 尋 三 ㍍ 霊 蓬 忘 訂 義 「 普通i胴部片 附加条一種勧 2剣 の縄文施文　　 慶 ㌫ 「闇

TP7 極 小 1壷 斗 8第巨　 石 譜 0 巨繍橙 序可 讐 形豊 m′…油票遇霊篭 の縄文施文後 へラ状彗 議鐙中巨 L邦

TP中 生土器極 …極 上　 石 譜 つ にぷい黄車 道 禁 成附霊 一種胸臓剣の縄文施文　　 禄豊中i pL諮

TP72座 空 走 望 」 上 司 二 王 空 き 「 丁 義 司 普可 糊片 附加条一種働鵬 の縄文施文 羽状構成　 撹言豊中－

TP中 生土器恒 可 」 聖 上 ⊥ 空 遽 ㌢ 丁 蒜 可 普通極 附 附加条一一一一一一種胸臼2刺 の縄文施文

TP 車 生土器恒 斗 eH 日 石芸4遽 つ 褐灰　 普通慄畿 内豊 豊 状工射 棚 ‖こよるス ッ手法　 表採 i

T強 空 空 込 空 」 圭 司 ＝ E 空 譜 「 丁 議 「 普通緩霊芸昌部は附摘二種胸冒条の縄文施文　 様豊 中極 細

TP車 生土器序璃 寸 の巨　 石監 守 つ 舶 i普通憎悪代禁 附摘二穫傭鵬 の縄文施文　　 議豊中 怒 訂

TP77 弥生土器 広口壷　‾　釦）　 長石をスコリア　 灰褐　 普通　底部片 胴部は附緻 稜働㍍桑 の縄文施文　　　 遥豊爛 豊 妄り

TP翔桓 可 広日東 斗 可 つ　 石英の長石　 巨ぷ減 普通ほ霊芸冒部は附加条二種鰍 条）の縄文施文

T㌘中 響 車 強 一巨車 長石謡 義蒜ア0　 橙　 普通雁 踪面豊 は豊 認 触 発欄 文施文　　 豪採 i

TP釦恒 土器庫 斗 謝「 長石のスコア 巨ぷい褐i普通緩票芸目部は附摘二種傭侶条の縄文施文　　 表採 i

TP鋸 弥生土器 広口曇　 りぁ寮 …　 羨 すスコア　 灰褐　 普通憎悪芸冒部は附加条二種腑如 桑の縄文施‾文　　 題 中i
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二の沢A遺跡

番号 器種 長さ （径j 幅 （孔径ラ 厚 さ 重量 材　 質 特　　 徴 出土位置 備　 考

Q 50 ポイント 8．4 2．5 0．9 20．0 安山岩 薄手の縦長剥片 を素材　 背面は厚 みを減じる調整有 り 表採 P工3 0

Q 56 鉄 3．9 2．1 0．7 4．3 チャー ト 両面押庄剥離　 左右対称形　 無茎 表探 P L30

Q 57 磨製石斧 賂功 4．7 1．4 75．5 ホルンフェルス 側面は自然両　 刃部 に使用痕有 り 表採
上半部欠損

P L30

Q 60 鍬 （11．8） （10．6） 1．4 326．3 硬砂岩 先端部 に使用痕有 り 表採 上半部欠損

Q 62 敲石 8．8 6．9 4．6 453．7 砂岩 断面形は長方形　 3 両に敲 きの使用痕 1 両に窪み有 り SI－50
撹乱土中

Q 65 彫器 5．0 2．5 1．2 10．3 チャー ト 厚手の剥片 を素材 とする　 片面のみ押庄剥離 表探

M l∠妄 釘 5．2 1．1 0．7 8．7 鉄 断面は長方形　 先端部欠損 衷採

M 15 釘 5．5 0．8 0．5 4．4 鉄 断面は方形　 下半から大 きく曲折　 先端部欠損 衷採

M 17 釘 3．2 0．4 0．4 2．3 鉄 断面は方形　 上下は欠損 表採

M 20 刀子 鼠2 1．4 0．25 1．9 鉄 断面は楔形　 先端部のみで他は欠損 表探
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第相国　遺構全体図
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二の沢A遺跡

第4節　ま　　と　　め

（1）縄文時代

確認された遺構は，竪穴住居跡1軒（第3号住居跡）のみである。耕作による撹乱がひどいため，遺構の規

模や形状は柱穴の配置から推測することにした。確認した位置が，台地縁辺部で調査区域の境界付近であるこ

とから，さらに南東方向の調査区域外へ広がる可能性がある。南東側には二の沢B遺跡（古墳群）が位置して

おり，縄文時代の住居跡が，4軒確認されている。西田川付近では，炭化したトチの実が縄文土器片と伴に表

面採集されている。以上のことから，縄文時代の遺構は谷津周辺から西田川付近にかけて分布していると推測

される。

縄文土器は，撹乱のため遺構からは出土していないが，周辺の撹乱土中や確認面から少量の破片が出土して

いる。住居跡から出土している土器片は，表裏条痕文または0段多条の単節縄文が施されている。早期末葉

の時期に住居が廃絶されたと考えられる。また，混入と考えられる土器片の中に，加曽利EⅡ・Ⅲに比定され

るものがある。当遺跡では，縄文時代早期末軋　中期後半に生活の場として利用されていたと推測される。

（2）弥生時代

確認された遺構は，竪穴住居跡2軒，土坑1基である。住居跡が確認されたのは，調査区の南東端部である。

台地縁辺部のため，緩やかに傾斜する場所で，すぐ間近は河岸段丘の急斜面部となっている。その斜面部をす

ぎると二の沢B遺跡（古墳群）となり，そこでは同時期の集落跡（住居跡14軒，墓墳1期）が確認されている。

河岸段丘中位の西田川寄りが，集落の中心であったと考えられる。また，当遺跡の南側には谷津が大きく入り

込み，台地を二分割している。その谷津を越えた南側には，ニガサワ古墳群が位置している。こガサワ古墳群

でも，やはり同様に台地縁辺部に，同時期の住居跡が8軒確認されている。

遺跡から出土した弥生土器片は，住居跡2軒という数と比較して考えると，遥かに上回る数量である。これ

は，表土，トレンチヤー溝からの出土量が多いためである。耕作により，表土と地山が撹拝されたため，結果

として確認面が，地表面から約1mほど下がった位置となっている。したがって，この約1mの深さまでに弥

生時代の遺構が，遺存していた可能性が高いと推測される。他時期の住居跡の覆土中から，出土している弥生

土器片は総数731点で，その8割弱が調査1区と2区の南側部分からである。そのことから推定すると，南側

に位置する谷津頭に沿うように，住居跡が存在していた可能性が高い。

住居跡2軒からほ遺構に伴う良好な資料が出土していない。当遺跡から出土している当該期の土器片は，附

加条二種の縄文が施され，羽状構成をとるものがほとんどである。頚部片では，櫛歯状工具により縦区画され，

区画内には横走波状文が施されているものが多い。櫛歯数は，3～5本である。これらの土器片は十王台式土

器と考えられるため，後期後半の時期と判断される。底部片は，布目痕を有するものが多く，木葉痕や砂目痕

を持つものはわずかである。他にわずかであるが，附加条一種（附加二条）の縄文が施されている土器片や，

ロ緑部下端に縦長の癌が貼り付けられている土器片が出土している。それらの土器片の胎土は，明褐色で角の

とがった石英粒子が多く含有されており，原田遺跡群出土の上稲書式土器に酷似している。

（3）古墳時代

今回の調査では，古墳時代の住居跡が最も多く確認され，集落としては最盛期であったと考えられる。住居

跡の時期は，すべて古墳時代前期である。当該期の住居跡は72軒あるが，ある程度形となった土器の出土して
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いる65軒について記載することにする。時期は，4世紀の前半と後半の2期に分けられる。住居跡の規模はタ

床面積49扉以上を超大型，30㌦48㌦を大形，20～29壷を中形，20壷未満を小形とする。

第1期（4世紀前半）

第5　つ0・19・20・31・44・49・50・57・58・6∠ト68・70＼73・75・76・79＼82・85・89・9（主92号住居跡

の29軒が該当する。遺構は，調査区全体に散在しているが，特に中央部から北西方向に集中する傾向が見られ

る。北西方向には，台地を巻くように谷津が入り込んでいる。その谷津頭周辺に向かうに連れてタ　住居跡が増

していく傾向がうかがえる。規模別では，超大形2軒，大形14軒，中形7軒，小形6軒で，平均床面積は32。4

扉である。主柱穴が，4カ所確認されている住居跡は24軒である。第19865号住居跡は，炉跡，柱穴のない小

形の住居跡である。第70e73号住居跡も小形である。第73号住居跡は，床面の中央部に不整長方形の落ち込み

が見られ，その落ち込みに焼土が面的に確認される特異な住居跡である。壁柱穴の可能性が考えられる壁際の

ピット列は，第19。57・64・66・67・73号住居跡の6軒で確認されている。炉は23軒の住居跡から確認されタ

すべて地床炉である。そのうち7軒の住居跡で，炉石が確認されている。複数の炉跡が確認されているのは，

第10044号住居跡で2か所夕　第31号住居跡で3か所である。炉跡と主柱穴との位置関係では，主柱穴を結んだ

線上に位置している住居跡が4軒，線のやや内寄りに位置している住居跡が13軒，線の内側に位置している住

居跡が2軒である。貯蔵穴は，18軒の住居跡で確認されている。第57号住居跡では，2か所確認されている。

平面形は，円形。楕円形は17か所，方形0長方形が2か所である。位置は，出入り口施設と思われるピットか

ら見て，手前右側コーナー部で確認された住居跡は13軒，手前左側コーナー部で確認された住居跡は4軒，左

側で手前と奥のコーナー部の2か所で確認された住居跡は1軒である。遣物は，土師器の高杯の器台e増。

壷・襲。台付婆や小形鉢・手捏土器である。特に台付婆では，S字状目線を有するものが多数出土している。

第31号住居跡から出土しているS字状口縁台付聾は，赤塚編年のB類と考えられる。本期は，この1点を除く

とS字嚢はC・D類が共存する段階と考えられる。第89号住居跡からは，全面にパケ目調整の見られる有段目

縁壷や，目線部に3本1単位の棒状浮文が貼付され，内面には疑似綾杉文が施されたものが出土している。さ

らに，頚部にキザミ目が施された粘土紐を貼り付けたパレス壷の様相を示す壷や，目線部から脚部にかけて指

頭による押圧が見られる台付椀が出土している。

第2期（4世紀後半）

第12・14・17・21・22・26＼28・32・33・36＼40・43・45＼47・51、54・56・59・61＼63・74・77・78・84・

86～88号住居跡の36軒が該当する。遺構は，調査区全体に散在しているが，特に中央部から南東方向に集中す

る傾向が見られる。その中心には，超大型の第28号住居跡が位置している。さらに南東方向には，深い谷津が

入り込んでいる。当該期の住居跡は，この谷津周辺に集中する様相を呈している。規模別では，超大形2軒，

大形21軒，中形11軒，小形2軒である。平均床面積は33。1m2で，第1期と比べてほぼ同じであるが，第28号住

居跡は214m2もあり，際立って大形である。規模の傾向としては，第1期に比べると大形e中形の住居跡が増

加し，超大形・小形の住居跡が減少している。主柱穴が4カ所の住居跡は，29軒である。しかし，トレンチヤ

ーによる撹乱が激しいため柱穴が不明な住居跡が多い。壁柱穴の可能性が考えられるピット列は，第52e54・

63号住居跡の3軒で確認されている。第1期に比べて減少傾向がうかがえる。炉跡は29軒の住居跡から確認さ

れ，すべて地床炉である。その中で，炉石が確認された住居跡は7軒である。炉跡と主柱穴の位置関係では，

主柱穴を結んだ線上に位置している住居跡が5軒，線のやや内寄りに位置している住居跡が16軒，線の内側に

位置している住居跡が4軒である（29軒の中で主柱穴が確認されていない4軒を除く）。炉跡の位置は，第1

期とほぼ同じで中央部に位置している。貯蔵穴は，26軒の住居跡で確認されている。2か所確認されている住
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屠跡は5軒あり，第1期に比べて増えている。平面形は，円形・楕円形が29か所，方形・長方形が2か所であ

る。位置は出入り口施設と思われるピットから見て，右側手前のコーナー部で確認された住居跡が17軒と主体

的で，左側手前のコーナー部で確認された住居跡は4軒，左側で手前と奥のコーナー部の2か所で確認された

住居跡は2軒のほか，右側で手前と奥のコーナー部の2か所，左側手前と右側奥のコーナー部を結ぶ対角線上

の2か所，手前の左右コーナー部での2か所で確認された住居跡が各1軒みられる。その中で，コーナー部の

壁に接するように付設されている住居跡が6軒あり，第1期に比べコーナーの壁に接するように移動する傾向

がみられる。遺物は，土師器の高杯・器台e堵・壷・嚢・台付襲・甑である。本期は，S字聾のD類のみが出

土する段階と考えられる。本期でも新しい時期と考えられる第28号住居跡からは，目線部が間延びしたような

S字婆や脚部が柱状の器台が出土している。また，第1期にはみられなかった単孔式の鉢形甑が出土している。

全体として，S字状口縁台付婆は27点出土している。これらは，赤塚編年のB～D類に位置付けられると考

える。周辺遺跡では，十万原遺跡やニガサワ遺臥常北町上人野遺跡でもS字状口縁台付嚢が出土している。

その中で，十万原遺跡からB類に比定できるものも出土しているが，それ以外はD類に位置づけられると思わ

れる。当遺跡での，古墳時代の集落は4世紀代で終わりとなり，5世紀には他へ移動したものと考えられる。

隣接する十万原遺跡やこガサワ遺跡では，5世紀まで継続して集落が存続している。

（4）平安時代

平安時代の住居跡は，7軒確認された。弥生時代の住居跡と同様に，谷津寄りに片寄って確認されている。

住居跡は，出土遺物や遺構の形態から2期に分類できる。

第1期（9世紀後半）

第6・13・48・69号住居跡の4軒が当該期の遺構である。第69号住居跡は大半が調査区外のため不明である

が，主軸方向は，N－13～250－Wの範囲となり，ほぼ北向きの住居跡群といえる。竃は壁中央部に付設され，

4軒とも北向きである。規模は，第6号住居跡と第48号住居跡が長軸3・0～3・5m，短軸2．7～3。3mのほぼ方形で，

床面積は8・トは6m2である。第69号住居跡の規模も，これにほぼ近いと推測できる。中でも一番大形なのが第

13号住居跡で，長軸が7m，短軸は推定で6．0～6．5mと思われ，推定床面積は42～45．5扉である。当該期にお

ける他の住居跡のおおよそ4倍となり，突出して大規模である。これが，集落の中でどのような意味をもつ住

居であったのか，確認された遺構数が4軒という中では判断しがたい。ただ，第13号住居跡は竃の構築材とし

て凝灰岩の切石を用いていることや，掘り方から刀子が出土していることなど，他の3軒とは明らかに差異が

認められる。やはり，何らかの中心的立場を担っていたと推測される。遺物は，土師器では杯・高台付杯・

皿・嚢が，須恵器では杯・高台付杯・嚢・甑が出土している。須恵器は，土師器に比べ少量出土している。

第2期（10世紀前半）

第23・41・55号住居跡の3軒が当該期の遺構である。第41号住居跡は，竃の残存部のみの確認のため遺構の

形態は不明である。主軸方向は，N－55～580－Eである。ほぼ東向きの住居跡群といえる。規模は，長軸3。4

～3・6m，短軸2・8～3・Omの長方形である。主軸方向から見て，横長の形状となる。床面積は，9．5～10。8r産で，

第13号住居跡を除く第1期の住居跡と同程度である。竃は3軒とも東向きで，位置は第23号住居跡が壁中央乳

第55号住居跡が南東コーナー寄りである。土器片や石材等の構築材は，いずれからも検出されていない。柱穴

は，第55号住居跡から出入り口施設と考えられるピットを検出したが，第23・41号住居跡では確認できなかっ

た。出土遺物は少ないが，土師器では杯，嚢が出土している。須恵器はほとんど出土していない。須恵器の杯
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片が，第55号住居跡から出土しているが，耕作機械による撹乱土中からであるため，遺構に伴うとは断定でき

ない。第41号住居跡からは，遺物が出土していないが，主軸方向や竃の向き等から第23055号住居跡と同一時

期と思われる。　第1期と第2期とでは竃の位置が北から束に変わることから，居住空間の利用方法に大きな

変化があったものと思われる。主軸方向から見れば，縦長から横長の空間利用となる。また，精査したが第2

期では3軒とも主柱穴が検出できなかった。このことは，住居建築技術や居住空間の活用意識に何らかの変化

があったものと推察される。県内では，10世紀になると竃の位置が北から東に変化する傾向があることについ

て言箋井哲也氏の指摘がある。当遺跡においても言責井氏の指摘と同様の様相を呈している。

今回の調査で，二の沢A遺跡においては縄文時代早期末軋弥生時代後乳古墳時代前乳平安時代中頃ま

での集落跡であることを確認した。縄文時代においては，生活の中心は当遺跡の南東軋西田川から谷津周辺

にかけてであったと推測される。西田川周辺の表採遺物（縄文土器片，トチの実の炭化物）からもそのことが

うかがえる。弥生時代後期にも集落が構成されるが，やはりその中心は二の沢B遺跡（古墳群）で，谷津周辺

であったと考えられる。古墳時代前期には集落として最盛期となる。出土土器の特異な点としてタ東海系土器

の特徴である「S字状日録」を有する台付聾が多く出土していることがあげられる。県内の遺跡と比較しても，

その数はきわめて多いと言える。東海地方との交流が，積極的に行われていた可能性が高い。古墳時代の中

期。後期になると生活の根拠が認められず，何らかの理由で他へ移動したと考えられる。しかし，錮摘己後

半から10世紀前半までタ　また生活の場としてこの地が利用された。今後，那珂川流域と東海地方の係わりにつ

いて，さらに分析を深めていくことが重要と考える。
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二の沢B遺跡（古墳群）

第4章　二の沢B遺跡（古墳群）

第1節　遺跡の概要

二の沢B遺跡（古墳群）は，那珂川の支流の西田川右岸の標高30m前後の河岸段丘上の中位に立地する縄文

時代から中世にかけての複合遺跡である。調査前の現況は畑で，調査面積は15，550m2である。

今回の調査によって，縄文時代の竪穴住居跡4軒（内2軒が早期末葉から前期初頭），土坑（陥し穴）1基，

弥生時代の竪穴住居跡13軒，土坑5基（内1基は土墳墓），古墳時代の竪穴住居跡6軒，土坑2基，周溝墓5

基（前方後方形3基，円形1基，方形1基），平安時代の竪穴住居跡11軒，中世の地下式墳2基，時期不明の

土坑132基，溝2条，井戸跡2基を確認した。

遺物は，遺物収納コンテナ（60×40×20cm）で45箱分が出土した。主な遺物は，縄文土器片，弥生土器（広

口壷，高杯），土師器（杯・高杯・高台付杯・器台・柑・嚢・台付嚢・壷・甑），須恵器（杯・高台付杯・嚢・

短頸壷・長頸瓶・円面硯・甑），緑粕陶器（椀），土製品（紡錘車・管状土錘・支脚），石器・石製品（管玉・

紡錘車・磨石・敲石・鍍・凹石），鉄製品（刀子・鎌・鋤先・鉄）である。

第2節　基　本　層　序

調査区の南西部，D8h8区にテストピットを設定し，土層の堆積状況の観察を行った（第179図）。

1層は，層厚100cm以上ある，黒褐色の耕作土である。

2層は，層厚12～30cmで，褐色のローム層で，第1黒色帯を含む層と思われる。

3層は，層厚14～38cmで，にぷい褐色のローム層で，姶良Tn火山灰（AT）を含む層と思われる。

4層は，層厚14～40cmで，褐色のローム層で，第2黒色帯を含む層と思われる。

5層は，層厚6～20cmで，にぷい褐色のローム層である。

6層は，層厚4～53cmで，ローム粒子を極めて多量，鹿沼軽石粒子を少量含む赤城・鹿沼軽石層の漸移層で

あり，極めて締りが強い。

7層は，層厚20cmで，鹿沼軽石粒子を多量含む赤城・鹿沼軽石層である。

8層は，層厚12～58cmで，砂・礫を少量，赤色火山灰ブロックを極微

量含んだにぷい褐色のローム層であり，極めて締りが強い。

9層は，層厚8～40cmで，砂・礫を少量，白色火山灰ブロックを微量，32．0＿

赤色火山灰ブロック・トロトロ石を極微呈含んだにぷい褐色のローム層で

あり，極めて締りが強い。

10層は，層厚8～16cmで，ローム粒子を中量，赤色火山灰ブロック・31・0‾

トロトロ石を極微量含んだにぷい褐色の砂層である。

11層は，層厚12～24cmで，ローム粒子を中量，赤色・白色火山灰ブロ

ックを微量含んだにぷい褐色の小礫層である。

12層は，層厚6～18cmで，ローム粒子・砂を少量，赤色・白色火山灰

ブロック・トロトロ石を極微量含んだにぷい褐色の小礫層である。　　　　第179図　基本土層図
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い褐色の中礫層である。

摘層はタ層厚ユ8～52cmでタ砂を中量芦　ローム粒子を少量夕　白色火山灰ブロック微量汐赤色火山灰ブロックを

極微量含んだ橙色の小磯層である。

蟻層は　層摩摘～器cmで　礫を中量，赤色の白色火山灰ブロックを極微量含んだ橙色の砂層である。

蟻層は　層厚相～誕cmで　礫を少量夕赤色0白色火山灰ブロックを極微量含んだ褐灰色の砂層である。

膵層は　層摩　～紙mで　礫を中鼠赤色火山灰ブロックを極微量含んだ橙色の砂層である。

ユ8層は芦砂を少量，粘土粒子を微量含んだ橙色の刃磯層である。

19層は，礫を中量夕　粘土粒子を少量含んだ褐灰色の砂層である。

なおタ　遺構は5層上面で確認した。

第3節　遺構　と　遺物

温　縄文時代の遺構と遺物

今回の調査で確認された縄文時代の遺構はタ竪穴住居跡4軒，士坑l（陥し穴）基である。これらの遺構は

調査区の南部に位置している。以下タそれぞれの遺構の特徴と出土した遺物について言己述していく。

0）竪穴住居跡

第髪畠考健贋跡（第180図）

位置　調査区の南東軋り10fO区。標高29。5mの平坦部に位置している。

規模髪形状　長軸4eO6mタ短軸の81mの不整方形である○壁は高さ郡cmで　外傾して立ち上がっている。主軸

方向はN－11し、－Wである。

床　ほぼ平坦である。硬化商は確認できなかった。

炉　中央部に設けられている。長径祁cm　短径60cmの楕円形をした地床炉で，炉床は火熱を受けタ赤変硬化し

ているが，床面の掘り込みはみられない。

ピット　9か所。Pト3ほ配置から主柱穴と考えられるo P4～9ほ配置から補助柱穴または壁柱穴と考え

られる。深さはPl～3が14～23cmタ　P4～9は8～21cmである。

Pl土層解説

1暗褐色　ロームブロック・炭化粒子微量 2　暗褐色　ロームブロックe炭化粒子微量

啓羞　2層からなる。層厚が薄く，トレンチヤーによる撹乱が多いためタ堆積状況は不明である。

土層解説

1黒褐色　ロームブロック・炭化粒子4礫。鹿沼パミス微量　2　黒褐色　ロームブロック磯・赤色粒子微量

遺物出藍状況　縄文土器片4点が炉跡の南東部から出土している。

所凰　時期は，出土土器等から縄文時代早期末葉から前期初頭と考えられる。

第28号住居跡出土遺物観察表（第180図）

番号 種　 別 器種 自序 器 高 底 径 胎　　 土 色 調 焼 成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土 位 置 備 考

T P 93 縄 文 土器 深 鉢 － （4．3） － 繊 維 ・石 英 ・長 石 ・雲 母 橙 普通 胴部 外 面単 節 L R の縄 文 施 文　 内 面条 痕 文 中 央部 覆 土下 層
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二の沢B遺跡（古墳群）

第180図　第28号住居跡・出土遣物実測図

0　　　　　　　　　　　　　10cm

j　　　　；　　　！

0　　　　　　　　　　　　　2m

L l　　二二∃

第29号住居跡（第181図）

位置　調査区の南西部，D9C2区。標高30．4mの平坦部に位置している。南側に第30号住居跡が隣接している。

重複関係　中央部を第57号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　壁は削平されているが，推定長径4．8m，短径3．8mの楕円形と考えられる。主軸方向はN－48。－

Eと推定される。

床　ほぼ平坦である。硬化面は確認されなかった。

炉　確認されなかった。

ピット15か所。Pl～13は配置から主柱穴と考えられる。P14は中央部に位置しているが性格は不明である。

P15は壁外に位置しているが，壁からの距離と規模や内傾している形状から本跡に伴うものと考えられる。深

さはPl・2・5・6・9・13が22～30cm，P3・4・7・8・10～12・14・15が14～20cmである。

Pl・2土層解説

1　黒褐色　ローム粒子微量 2　暗褐色　ロト一ム粒子・鹿沼パミス微量

遣物出土状況　遺物は出土しなかった。

所見　出土遺物がないため，時期を決定することは難しいが，柱穴の配列から縄文時代と判断した。
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應　ほぼ平坦である。硬化面は確認されなかった。

炉　確認されなか／．）た、二．

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　′

ツ　であ軋補助柱穴と考えられる。㌘蟻～蟻の性格は不明である。㌘摘～別は壁外に位置しているが　壁か
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P6・7。9土層解説

ヱ　黒褐色　赤色粒子少量タ　ロームブロック微量
2　暗褐色　ロームブロックの赤色粒子微量

造機出藍状況　遺物は出土しなかった。

3　暗褐色　ロームブロックを赤色粒子の粘土ブロック微量

所凰　出土遺物がないため　時期を決定することは難しいが　枝光の配列から縄文時代と判断した。
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二の沢B遺跡（古墳群）
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位置　調査区の南部，ElOd鉦圭　標高：〕工（）111の平粗部に位置している。〕

重複関係　第6号周溝墓の後方部墳丘下で確認し　第器号住居跡に覆土の中層以上を掘　込まれている。

規模藍形状　壁は削平されているがタ　推定長軸5。4mタ　短軸3。28mの楕円形に近い隅丸長方形と考えられる。主

軸方向はN一‘r用〇一Eと推定される．、、、

床、円里である＿＿∴硬化面は確認書れなか／＿）た、．

炉　確認されなかった。

／′　　　　　　　∴′′1．　‘、′　　ノ′‥　r　．ら　J言　つノ用甘　木∴・‾∴′ノ　‘′　．∴

1＼5・8㍉ll・12が1ト′16clll，P6・9が8・9ml，P7・10が22・23eIll，P13が38cI11である、、

P8・12土層解説
ユ　暗褐色　ロームブロック。砂粒微量 2　暗褐色　ローム粒子。赤色粒子微量

遺物出藍状況　縄文土器片m点　礫　点のほかタ　撹乱等により混入したとみられる弥生土器片5点が出土し

ている。遺物は中央部から北東部にかけてから出土している。蟻の縄文土器深鉢は中央部でつぶれた状態で

出上している。

新風　時期は芦　出土土器等から縄文時代早期末葉から前期初頭と考えられる。

第35号住居跡出土遺物観察菱（第183図）
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第183図　第35号住居跡・出土遺物実測図
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二の沢B遺跡（古墳群）

（2）土坑

宇　り∴l　‾　　ら＼里

位置　調査区の南乳d9e2区。標高3004mの平坦部に位置している。本跡の北側に縄文時代の第29030号住

居跡が位置している、＿、、

規模藍形状　長径2058mタ短径Ⅲ潤の不整楕円形でタ確認商からの深さは78cmでタ壁は急激に外傾して立ち上

がっている。長径方向はN…340…Wである。底面は血状である。底面に小ピットが　か所津　～嬬並ぶ

ように確認されている。深さはmHの複が紙m前後，㌘203が摘cm前後である。

尊皇　複層からなる。レンズ状に堆積していることからタ　自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒　色　ローム粒子や焼土粒子e鹿沼パミスの赤色粒子微量　3　黒褐色　ロームブロックァ鹿沼パミス少量，焼土粒子・赤色粒子微量
2　黒褐色　鹿沼パミス少量，ローム粒子e焼土粒子6赤色粒子微量　4　暗褐色　ローム粒子中鼠焼土粒子・赤色粒子微量

遺物出豊状況　遺物は出土しなかった。

新風　出土遺物がないためタ時期を決定することは難しいが，遺構の形態から縄文時代の陥し穴と判断した。

・こ〕＼、こ、　　　　　　　　3こノ。j、

、言、、

‾∴　′二ノニJ r∴言言ノ：一ノ∴二鳥．、ミ．

諏♂

の　　　　　　　　　　　　　　慧m

‥　－‥　　　　　　　　　＿　∴

2　弥生時代の遺構と遺物

今回の調査で確認された弥生時代の遺構は　竪穴住居朗q軒　士坑5基（内1基は士墳墓）である。これらの

遺構は調査区北部の中央部の南部に位置している。以下タそれぞれの遺構の特徴と出土した遺物について言己

述していく、、

・　・つ、・∴．高

第謬考健贋跡（第185図）

位置　調査区の中央乳B9g3区。標高30。7mの平坦部に位置している。

規模と形状　推定長軸042m，短卓絶Omの不整長方形と考えられる。壁は高さ航mで　外傾して立ち上がって

いる。主軸方向はN－240－Wである。

床　ほぼ平坦である。炉跡を中心に囲むように硬化面が見られる。

炉　中央部に設けられている。長径100cmタ短径64cmの楕円形で，床面を10cmほど掘りくぼめた地床炉で，炉

床は火熱を受け，赤変硬化している。炉床の中央部に長さ26cmほどの炉石を持っている。

炉土層解説

1黒　　色　炭化粒子中鼠ローム粒子・焼土粒子微量　　5　黒　褐　色　炭化粒子中鼠ローム粒子・焼土粒子少量

雲岩窟讐呂：霊書芸志望岩笠ヒ窯禁微量鵠褐冨呂：霊‡莞孟‡霊イ認霊孟少量
4　にぷい赤褐色　焼土粒子・炭化粒子少鼠ロームブロック微量　8　褐　灰　色　ローム粒子つ尭土粒子中量，炭化粒子少量，灰微量
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9　にぷい赤褐色　炭化粒子ヰ量，焼土ブロック少量，ロームブロック微量12　赤　褐　色　ローム粒子・焼土粒子多量，炭化粒子中量
10　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子中量　　　13　にぷい赤褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土ブロック微量
11明赤褐色　ローム粒子多量，炭化粒子中量，焼土粒子微量14　灰　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子少量，焼土ブロック・灰微量

ピット　6か所。Pl～4は配置と規模から主柱穴と考えられる。P5は南東壁際の中央部に位置し，壁側に

傾くような形状から，出入口施設に伴うピットと考えられる。P6の性格は不明である。深さはPl～4が66

～78cm，P5が45cm，P6が12cmである。

1土層
1　橙

2　橙

3　明

4　褐

5　橙

2土眉

1　橙

2　橙

3　褐

3土層，

1　橙

2　褐

3　褐

4土層］

1　橙

2　橙

3　褐

解説

色　ローム

色　ローム

褐　色　ローム

色　ローム

色　ローム

解説

解説

解説

粒子多量
粒子多量
粒子極めて多量
粒子多量
粒子多量

色　ローム粒子多量
色　ローム粒子多量
色　ローム粒子多量

色　ローム粒子多量

色　ローム粒子多量
色　ローム粒子多量

色　ローム粒子多量
色　ローム粒子多量
色　ローム粒子中量

6　にぷい褐色　ローム粒子多量
7　黒　褐　色　ローム粒子中量
8　暗　褐　色　ローム粒子中量

9　褐　　　色　ローム粒子中量

4　褐　　　色　にトム粒子中量，焼土粒子微量

5　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化物微量

4　褐　　　色　ローム粒子中量
5　褐　　　色　ローム粒子中量
6　黒　褐　色　ローム粒子微量

4　褐　　　色　ローム粒子中量

5　暗　褐　色　ローム粒子中量

覆土　4層からなる。層厚が薄く，トレンチヤーによる撹乱が多いため，堆積状況は不明である。
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第185図　第7号住居跡実測図
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二の沢B遺跡（古墳群）

土層解説

1黒　　色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量　3　黒　　色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量

2　灰　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量　4　黒　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

遺物出土状況　弥生土器片34点，礫10点のほか，撹乱等により混入したとみられる土師器片16点，須恵器片1

点が出土している。これらの遺物は炉跡の南西部から出土している。

所見　時期は，出土土器等から弥生時代後期後葉と考えられる。

㊥車野
Q◎Q4

劇牽
く＝ゝ

第186図　第7号住居跡出土遺物実測図

第7号住居跡出土遺物観察表（第186図）

寧一一二
TP6

0　　　　　　　　　　10cm

l l　一一一一一一∃

番号種　別器建U径器高底径胎　　土色　調焼成 手　　法　　の　　特　　徴 出土位置備　考

29弥生土器壷－
（2．6）［10．4］長石・雲母褐灰普通胴部附加条二枚（附加1粂）の縄文施文　底部砂目痕 北東部覆土中5％

TP6弥生土器壷 （2．5） 石英・長石・雲母黒褐色普通外面4本衝歯による波状文・横走文地文 南東部覆土中

TP7弥生土器壷－（3．7）－
石英・長石・

雲母・赤色粒子
にぷい橙普通
粘土紐貼り付け部棒状工具による押圧　頸部附加条二種

（附加1粂）の縄文地文
南東部覆土中

番号券種良　さ 幅 厚さ重　量材　質 特　　徴 出土位正 備　考

Q3 炉石 25．0 7．5 7．1 1645，4雲母片岩被熱痕あり 南東部覆土中未掲載

Q4 剥片 3．3 1．4 0．9 3．3 黒曜石上方から打撃を加えられた剥片 北西部床面那須産系PL51

Q5 剥片 2．9 2．0 0．6 1．8 鴫塙薄手の剥 南東部覆土中久慈川産PL51

第11号住居跡（第187図）

位置　調査区の中央部，B8iO区。標高30．7mの平坦部に位置している。

規模と形状　長軸4．91m，短軸4．6mの方形である。壁は高さ21cmで，外傾して立ち上がっている。主軸方向は

N－400－Wである。

床　ほぼ平坦である。炉跡を中心に囲むように硬化面が見られる。壁際に径が10～20cmの円形をし，深さ12～

49cm程度の小ピット群が25か所見られ，壁柱穴の可能性が考えられる。

炉　中央部に設けられている。長径106cm，短径71cmの楕円形で，床面を7cmほど掘りくぼめた地床炉で，炉

床は火熱を受け，赤変硬化している。硬化の度合いが強いので，長期間の使用と考えられる。

炉土層解説

1黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロック微量　4　にぷい赤褐色　焼土粒子・灰中量，ローム粒子・炭化粒子少量

2　黒　褐　色　炭化粒子中量，焼土粒子少量，ロームブロック微量　5　黒　褐　色　炭化粒子中量，ローム粒子・焼土ブロック微量
3　暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子中量，ロームブロック少量

ピット　33か所（その中の25か所は床面の項で述べた壁際のピット群）。Pl～4は配置と規模から主柱穴と

考えられる。P5は南東壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。P

6・7は補助柱穴と考えられる。P8はP5に隣接する位置で確認されていることから，何らかの出入口施設に

関わるピットと考えられる。深さはPl～4が62～67cm，P5が41cm，P6・7が21～57cm，P8が27cmである。
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層解説

黒　褐

明　褐

灰　褐

層解説

黒　褐

灰　褐

層解説

黒

黒　褐

層解説

窯　褐

灰　褐

層解説

黒　褐

褐　灰

層解説

褐

暗　褐

層解説

黒

黒　褐

Pl土
1

2

3

P2土
1

2

P3土
1

2

P4土
1

2

P6土
1

2

P7土
1

2

P8土．
1

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

色

ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量　　　4　にぷい褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量
ローム粒子極めて多量，焼土粒子・炭化粒子微量5　明　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量

炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量　3　褐　　　色　ローム粒子多量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

炭化粒子中量，焼土粒子少量，ローム粒子微量　3　褐　　　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量　　　4　にぷい褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　3　褐　　　色　ロームブロック・炭化粒子少量
ローム粒子・炭化粒子・焼土粒子微量　　　　　4　にぷい褐色　ローム粒子極めて多量，焼土粒子・炭化粒子微量

炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量　3　にぷい褐色　ローム粒子極めて多量，焼土粒子・炭化粒子微量
炭化粒子少量，ロームブロック微量

ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　3　にぷい褐色　ローム粒子極めて多量，焼土粒子・炭化粒子微量
ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量　3　褐　　　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量

覆土　5層からなる。トレンチヤーによる撹乱が多いが，ブロック状の堆積を示し，ロームブロックや焼土粒

第187図　第11号住居跡実測図
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二の沢B遺跡（古墳群）

子，炭化粒子を含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒　　　色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量　4　黒
2　黒　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量　5　褐
3　異　　　色　炭化粒子中量，砂粒少量，ローム粒子・焼土粒子微量

色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子・鹿沼パミス微量
色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

遺物出土状況　弥生土器片153点，不明鉄製品1点，磨石1点，礫56点のほか，撹乱等により混入したとみら

♂
第188図　第11号住居跡出土遺物実測図（1）
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れる土師器片3点，剥片1点，石鉄1点が出土している。遺物は炉跡を中心にその周辺の広い範囲から出土し

ている。42の弥生土器広口壷は東コーナー部の床面から横位の状態で，43の弥生土器広口壷は西コーナー部か

ら正位の状態で出土している。

所見　時期は，出土土器等から弥生時代後期後葉と考えられる。

∠ゝ。11
第189図　第11号住居跡出土遺物実測図（2）

第11号住居跡出土遺物観察表（第188・189図）

°　　　　　　2cm

L i　」

番号 種　 別 器　種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土位置 備　 考

42 弥生土器 壷 － （14．7） 8．2 石英・長石・礫 灰褐 普通
胴部附加条二種（附加1条）の縄文を多方向に施文

底部布目痕

東コーナー部

床面
80％PL47

43 弥生土器 広口壷 （21．4） － 石英・長石・雲母 にぷい橙 普通
胴部附加粂二位（附加1条）の縄文地文　 羽状構成

西コーナー部

床面
50％PIA7

44 弥生土器 壷 － （10．5）【12．8］
石英・長石・

礫・赤色粒子
にぷい赤禍 普通 胴部附加粂二軽（附加1条）の縄文地文　底部砂目疾 中央部床面 10％

45 弥生土器 片口鉢 － （4．7）
石英・長石・

雲母・赤色粒子
にぷい橙 普通 ロ唇部縄文の押庄　外面へラナデ 北部覆土下層 5％

TPlO 弥生土器 盃 － （4．4）
石英・艮石・

雲母・赤色粒子
にぷい橙 普通

口唇部縄文の押庄　隆帯部棒状工具による押庄

頚部附加条の縄文施文
中央部覆土中層

TP15 弥生土器 壷 － （4．7）
石英・長石・雲母 にぷい橙 普通

隆帝都棒状工具による押庄　 頸部外而4本櫛歯による

縦区画内に4本櫛虐酎こよる横走文施文
炉床面

TP16 弥生土器 重 （5．5） －
石英・長石・

雲母・赤色粒子
にぷい程 普通 頚部4本欄歯による縦区画内に4本櫛歯による波状文 中央部覆土中層

TP17 弥生土器 壷 － （4．8） －
石英・長石・

雲母・赤色粒子
にぷい黄橙 普通 胴部附加条二種（附加1条）の縄文施文　羽状構成 北部覆土中層

TP22 弥生土器 壷 － （4．3）
石英・長石・雲母 にぷい黄橙 普通 胴部附加条一種（附加1条）の縄文施文　底部布目痕 東都覆土中層

TP23 弥生土器 壷 （）
－
石英・長石・雲母 にぷい黄橙 普通 胴部附加粂二種（附加1条）の縄文地文　底部砂目痕 中央部覆土中層

番号 器種 長　 さ 帽 厚さ 重　量 材　 質 特　　 徴 出土位置 備　考

QlO 磨石 12．9 5．4 5．0 557．1 安‥「岩 4両磨りの痕跡有り 西部床面

Qll ナイフ形石器 4．6 1．9 0．8 （6，2） 黒曜石 縦長剥片を両面から調整 炉床雨下 信州産系PL51

Q 12 石級 （2．9） 1．8 0．4 （2．2） チャート 有茎　両面剥離・アメリカ式石鉄 北西部覆土LP PL51

M 6 鉄傲 （7月） 0，6 0．6 （8．8） 鉄 鍍身部・茎尻部欠損　茎都断面方形 南西部覆土中 PL51

第13号住居跡（第190図）

位置　調査区の中央部，BlOh2区。標高30．3mの平坦部に位置している。

重複関係　南西部を第117号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸・短軸5．28mの不整八角形と推定される。壁は高さ6cmで，外傾して立ち上がっている。主

軸方向はN－44。－Wである。
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二の沢B遺跡（古墳群）

床　ほぼ平坦である。西部にわずかに硬化面が見られる。

炉　中央部に設けられている。長径106cm，短径62cmの楕円形で，床面を6cmほど掘りくぼめた地床炉で，炉

は火熱を受け，赤変硬化している。硬化の度合いが強いので，長期間の使用と考えられる。炉床の中央部に長

さ26cmほどの炉石を持っている。

炉土屑解説
1　黒　褐　色　炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子微量
2　黒　褐　色　炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
3　黒　褐　色　炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土ブロック微量
4　にぷい赤褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
5　黒　褐　色　炭化粒子多量，ローム粒子少量，焼土粒子微量

6　黒　褐　色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量
7　黒　褐　色　炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量
8　黒　褐　色　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量

④　I

A

C

A

了、＼
・「　、、－＼

l

＼

且＼＼這2度一品
＼

＼

＼

一冬

可

Q、、
1

016　　PlO

9　暗赤褐色　炭化粒子中量，焼土ブロック少量，ローム粒子微量
10　黒　褐　色　炭化粒子中量，ローム粒子・焼土ブロック微量
11黒　褐　色　炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土ブロック微量
12　にぷい赤褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
13　時赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量

14　赤　褐　色　焼土ブロック中量，炭化粒子少量，ローム粒子微量
15　にぷい赤褐色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

軋軋／／／Q
可
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第190図　第13号住居跡実測図
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ピット13か所。Pl～4は配置と規模から主柱穴と考えられる。P5は南東コーナー壁際に位置しているこ

とから，出入口施設に伴うピットと考えられる。P6～9は補助柱穴と考えられる。PlOは北西壁際に位置し

ているが，性格は不明である。Pll～13は壁外に位置しているが，壁からの距離と規模から本跡に伴うものと

考えられる。主柱穴のP2・3からは掘った穴を少し埋め戻して，そこに礎石的にあるいは柱押さえ的に使用

されたと思われる石が確認されている。深さはPl～4が33～64cm，P5・7・12が11～17cm，P6・9・

10・13が21～24cm，P8が45cm，Pllが40cmである。

P

P

2土層解説
1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

4　褐　　　色

5　褐　　　色

3土眉解説
1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

4　暗　褐　色

6土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

11土眉解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

13土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

ロ

ロ

lコ

ロ

ロ

ームブロック・砂粒少量
－ム粒子少量
ーム

ーム

ーム

ブロック少量
粒子中量
ブロック中量

ロームブロック微量

ロームブロック・赤色粒子少量
ロームブロック・赤色粒子少量
ローム粒子・赤色粒子少量

鹿沼パミス・赤色粒子少量，ロームブロック微量
赤色粒子少量，ロームブロック微量

ローム粒子・砂粒少量

ローム粒子・砂粒少量
ロームブロック少量

ローム粒子少量
ロームブロック・赤色粒子少量

6　暗　褐　色　ロームブロック少量
7　暗　褐　色　ローム粒子少量
8　暗　褐　色　ローム粒子少量
9　褐　　　色　ロームブロック少量
10　褐　　　色　ローム粒子中量

5　暗　褐　色　ローム

6　暗　褐　色　ローム
7　暗　褐　色　ローム

粒子中量

粒子少量
粒子中量

3　黒　褐　色　ロームブロック少量，赤色粒子微量
4　褐　　　色　ロームブロック少量

4　褐　　　色　ローム粒子・赤色粒子中量，砂粒少量
5　暗　褐　色　ロームブロック・赤色粒子少量
6　暗　褐　色　ローム粒子・赤色粒子・砂粒少量

3　褐　　　色　ローム粒子中量，赤色粒子少量
4　暗　褐　色　ローム粒子・砂粒少量，赤色粒子微量

覆土　6層からなる。層厚が薄いが，ロームブロックや焼土粒子・炭化粒子を多く含んでいることから，人為

堆積と考えられる。

土層解説

1黒　褐　色　炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量　　　4　黒　褐　色　炭化粒子中量，ロームブロック・焼土粒子微量
2　黒　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量　5　黒　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
3　黒　　　色　炭化粒子中量，ロームブロック・焼土粒子微量　6　黒　　　色　炭化粒子中量，焼土粒子少量，ローム粒子微量

造物出土状況　弥生土器片29点，炉石1点，磨石1点，凹石1点，塙塙の原石2点，土製紡錘車2点が出土し

ている。土師器片が38点も出土しているが，すべて覆土中の出土なので，共伴しているとは考えられない。

遺物は炉跡の周辺から散在した状況で出土している。51の弥生土器壷は炉跡から，DP2の土製紡錘車は南東

部の床面から，DP3の土製紡錘車は南西部の床面から出土している。

所見　時期は，出土土器等から弥生時代後期後葉である。
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第191区l　第13号住居跡出土遣物実測図（1）
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二の沢B遺跡（古墳群）

嶋鴫鴫腱翳場鄭粛

第192図　第13号住居跡出土遺物実測図（2）

第13号住居跡出土遺物観察表（第191・192図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　＿＿　！

番号種　別諸種口径器高底径 胎　　土 色　調焼成 手　　法　　の　　特　　徴 出土位置備考

51弥生土器広口壷［16．0］（4．9）－石英・長石・雲母にぷい橙普通口唇部縄文の押圧　口緑部3・4本櫛歯による波状文施文 炉床面 10％

52弥生土器広口壷［18月］（6．6）－ 石英・長石 灰褐 普通口唇部縄文の押圧　口綾部3本櫛齢こよる波状文地文 中央部床面5％

53 弥生土器壷 （10．2）
－
石英・長石・雲母にぷい褐普通胴部附加条二種（附加1条）の縄文施文　羽状構成 北部覆土下層10％

54弥生土器壷 （5．1）［6．6］
石英・雲母・
赤色粒子 にぷい黄橙普通胴部附加粂二種（附加1条）の縄文施文　底部布目痕 東部覆土下層5％

55 土師器高杯－
（1．9） 赤色粒子 にぷい赤褐普通体部外面へラ削り 南西部覆土中5％

56 土師器小形婆 （2．0）3．0 長石・雲母 明赤褐普通休部外面下端へラ削り 覆土中 5％

TP25弥生土器広口壷 （5．3）－石英・長石・雲母にぷい褐普通
口唇部縄文の押圧　口緑部6本櫛歯による縦区画，下端刺突
文施文　頚部附加条二種（附加1条）の縄文施文 南部覆土下層

TP29弥生土器重 （5．3）－石英・長石・雲母にぷい橙普通胴部附加条二種（附加1条）の縄文施文　羽状構成　底部布目痕中央部覆土下層

番号器種長さ（径）幅（孔径）厚さ重　量材　質 特　　徴 出土位置 備　考

DP2 紡錘車 4．0 0．8 3．0 （57．9）土外面ナデ断面糸巻き形 南東部床面 95％　PL50

DP3 紡錘車 5．1 0．8 1．9 （40．6）土上下面・側面刺突文断面長方形下面から側面被熱 南西部床面 80％　PL50
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番 号 器種 長 さ （径 ） 幅 （孔 径 ） 蝉 さ 垂　 速 材　 質 特　　 徴 出土 位置 備　 考

Q 13 凹石 2 2 ．7 1 3 ．7 7 ．4 3 0 04 ．2 砂岩 凹 部 の周 辺 に敵打 痕 あ り P 2 内

Q 14 炉石 2 6 ．5 5 ．5 3 ．5 6 4 9 ．1 粘板 岩 被 熱痕 あ り 炉 床 面 末 掲 載

Q 15 磨石 （6 ．6） 6．4 4 ．3 （2 10 ，0 ） 安 山岩 3 面 に磨 りの痕 跡あ り 中央 部床 面

Q 16 原石 4 ．6 4 ．9 2 ．8 7 6．9 璃璃 北 西 部床 面 久慈 川 産 未掲 載

Q 17 原石 6 ．1 4 ．7 3 ．5 9 8．2 塙璃 P 4 内 久 慈 川産 未 掲 載

第15号住居跡（第193図）

位置　調査区の部，B9j7区。標高30．5mの平坦部に位置している。

規模と形状　長軸4．45m，短軸4．30mの方形である。壁は高さ15cmで，外傾して立ち上がっている。主軸方向

はN－330－Wである。

床　ほぼ平坦である。炉跡を中心に囲むように硬化面が見られる。

炉　中央部やや東寄りに設けられている。長径103cm，短径60cmの楕円形で，床面を7cmほど掘りくぼめた地

床炉で，炉床は火熱を受け，赤変硬化している。炉床の西部に長さ26cmほどの炉石を持っている。

炉土層解説
1橙　　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量　　　　5　極暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子微量　　　　　　　　6　赤　黒　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
3　明赤褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量　7　極暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
4　暗赤褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
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l1

5　　　　　　2

C TP35Q20

2　3

第193図　第15号住居跡実測図
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二の沢B遺跡（古墳群）

ピット　6か所。Pl～4は配置と規模から主柱穴と考えられる。P5は南西壁際の中央部に位置しているこ

とから，出入口施設に伴うピットと考えられる。P6は北西壁際に位置しているが，性格は不明である。深さ

はPl～4が56～71cm，P5が9cm，P6が8cmである。

Pl土層解説
1　黒　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量　5
2　褐　　　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子・粘土粒子微量　6
3　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量　7
4　黄　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量　　　　　　　　8

覆土13層からなる。トレンチヤーによる撹乱が多いが，

れることから人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　　　色

2　黒　　　色

3　黒　褐　色

4　黒　褐　色

5　褐　　　色

6　黒　褐　色

7　黒　　　色

ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子・粘土粒子微量8
ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量　　　9

ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量10
ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量　　11
ローム粒子多量，鹿沼パミス少量，炭化粒子微量12
ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量　　13
炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量

明黄褐色　ローム粒子多量，炭化粒子微量
黄　褐　色　ローム粒子多量

褐　　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
にぷい黄橙色　ローム粒子多量，炭化粒子少量

各層にロームブロックや焼土粒子・炭化粒子が見ら

黒　　　色

黒　褐　色

黒　褐　色

黒　褐　色

暗　褐　色

黒　褐　色

炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量

ロームブロック・砂粒少量

ロームブロック少量

ロームブロック少量

ロームブロック中量

ロームブロック少量

遺物出土状況　弥生土器片38点，炉石1点，礫24点，土製紡錘車1点のほか，撹乱等により混入したとみられ

る土師器片3点が出土している。遺物は炉跡の周辺から出土している。DP5の土製紡錘車は東コーナー部の

覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器等から弥生時代後期後葉と考えられる。

第194図　第15号住居跡出土遺物実測図

第15号住居跡出土遺物観察表（第194図）

①　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　10cmDP5　　　　　　　　　‾　－　　　　　－‾　－－　‾

番号 種　別 器穐 口径器高底径 胎　土 色　調 焼成 手　　法　　の　　特　　徴 出土位置 備考

59 弥生土器 壷 －
（4．2）［7．2］石英・雲母 にぷい橙 普通胴部附加粂二種（附加1条）の縄文地文 北東部覆土中 5％
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番号 種　 別 器穣 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土位置 備考

60 弥生土語 壷 －
（3．9） ［7．8 ］ 石英 ・雲母 にぷい橙 普通 胴部附加条二極 （附加 1 条）の縄文施文 南東部葎土中 5 ％

61 土師器 甑 － （2．7） ほ3 ］ 石英 ・雲母 にぷい橙 普通 体部内 ・外面パケ目調整　 孔は内から外 南東部覆土中 5 ％

62 土師器 盃 ［15．6］ （3．0） － 長石 ・雲母 にぷい橙 普通 頚部外面ハヶ月調整 北西部覆土中 5 ％

T P3 1 弥生土器 壷 － （2．0） － 石英 ・長石 ・雲母 褐 普通 頚部附加条の縄文の地文上に貼癌 北西部環土中 5 ％

T P33 弥生土器 壷 － （2 ．7） －
長石 ・雲母 ・
赤色粒子

にぷい橙 普通 頸部 2 本梅歯による縦区画内に山形文施文 北西部淫土中

T P34 弥生土器 蟹 （4 ．9） － 石英 ・長石 ・雲母 にぷい褐 普通 頚部 5 本櫛歯による縦区画内に波状文施文 北部覆土中層

T P35 弥生土器 互E （5．6） 石英 ・長石 ・雲母 にぷい褐 普通 胴部附加粂一種（附加 1 条）の縄文地文　 羽状構成 中央部覆土中層

番号 器　 種 長 さ （径） 幅 （孔径） 埠 さ 重　 量 材　 質 特　　 徴 出土位置 備　 考

D P 5 紡錘車 4．4 0．6 3．8 54．3 土 側面附加条の縄文　 断面算盤玉状 東部覆土中層 100％　P L50

Q 20 炉石 28．1 11．1 8．7 3793．9 雲母片岩 被熱痕あ り 炉床面 未掲載

第16号住居跡（第195図）

位置　調査区の中央部，C9a4区。標高30．6mの平坦部に位置している。

重複関係　北西壁中央部を第12号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸3．82m，短軸3．48mの方形である。壁は高さ12cmで，外傾して立ち上がっている。主軸方向

はN－240－Wである。

床　ほぼ平坦である。硬化面は確認されなかった。

炉　中央部やや東寄りに設けられている。長径78cm，短径54cmの楕円形で，床面を5cmほど掘りくぼめた地床

炉で，炉床は火熱を受け，赤変硬化している。

第195図　第16号住居跡実測図
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二の沢B遺跡（古墳群）

炉土層解説

1暗赤褐色　炭化粒子中量，焼土粒子少量，ローム粒子微量
2　赤褐色　ロームブロック中量，焼土粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子微量

4　灰褐色　焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
5　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

ピット　5か所。P2・3は配置と規模から主柱穴と考えられる。Pl・4は壁際に寄っているが，P2・3

と同じように配置と規模から主柱穴と考えられる。P5は南西壁際の中央部に位置していることから出入口施

設に伴うピットと考えられる。深さはPl～4が20～36cm，P5が22cmである。

覆土　6層からなる。ほぼレンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子・砂粒・赤色粒子少量　　　　　　　4　暗褐色　ローム粒子・赤色粒子少量
2　暗褐色　赤色粒子中量，ローム粒子・砂粒・鹿沼パミス少量　5　暗褐色　ローム粒子・赤色粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子・赤色粒子少量　　　　　　　　　6　褐　色　赤色粒子中量，ローム粒子少量，鹿沼パミス微量

遺物出土状況　弥生土器片68点，不明石製品1点，塙塙の原石1点，礫5点，土製紡錘車1点のほか，撹乱等

により混入したとみられる土師器片20点が出土している。これらの遺物は散在した状況で出土している。63の

弥生土器広口壷は北コーナー部の床面から横位の状態で，DP6の土製紡錘車は西コーナー部の覆土中から出

土している。

所見　時期は，出土土器等から弥生時代後期複葉と考えられる。

戦，P4。－姉粧m
第196図　第16号住居跡出土遺物実測図
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第蟻号住居跡出土遺物観察表　第建図）

番号 種　 別 器種 口径 器高 底径 胎　　 土
色 可 鵬

手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土位置 備　 考

63 弥 生土器 壷
－
（12．3 ラ 6．0

石 英 ・長石 0

雲母 ず赤色粒子
灰褐　　 普通

頚部 3 本櫛歯 による縦区軋　 区画内に 3 本櫛歯による波状

文施文　 胴部附加条二種（附加 1 条）の縄文施文　 羽状構成 北部床面 50％ PL47

64 弥 生土器 葱 － （4 潮 8．4 石 英 0長石 ・雲母 胴部附加条二穫瀞 加 l 条）の縄文施文　 底部布 目痕 西部覆土守層 10％

65 弥生土器 壷 － （3潮 7．9 石 英 ・長石 ・雲母 胴部附加条二種（附加 1 条）の縄文施文　 底部布 目痕 中央部覆土 中層 10 ％

T P37 弥生土器 こ　こご笠E －
（5．7 ）

－ 石英 e 長石 ・雲母 明褐灰　　 普通
頚部 3 本櫛歯による縦区画内に 3 本櫛歯による波状文施文

胴部附加条二種（附加 ユ条）の縄文施文　 羽状構成 西部覆土上層

T P 38 弥 生土器 意 － 絶郎 － 石英 ・長石 も雲母
褐 唇 隆帯部棒状工具による抑圧　 頚部 5 本櫛歯 による

縦区画内に 5 本櫛歯による横走文施文　 胴部横走文施文
東部覆土下層

T P40 弥 生土器 壷
－
抱 9）

石英 ・長石 6

雲母 ・赤色粒子
胴部附加条二種碓愉＝ 条）の縄文施文　 羽状構成 西部覆土中層

番号 器　 種 長さ （径） 幅 （孔径ラ
酎 巨 摘

材　 質 特　　 徴 出土位置 備　 考

D P 6 紡錘車 （5融 0．7
2・0 日 31ゆ9）

土 断面長方形 西部覆土中層 50％

Q 21 石 錘 7．2 2，2
1日 3283

雲母片岩 上下端部に切 り込みあり 北西部穫土 中

Q 22 原 石 3．1 2．6
2・6 日 0・8

堀 端 西部覆土上層 未掲載 久慈川産

第帽考健腰跡　第相国）
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規模藍形状　産の短軸掴mの不整隅丸方形である。壁は高さ挽mで　外傾して立ち上がっている。主軸方向

はN－∠400－Wである。

床　ほぼ平坦である。炉跡を中心に囲むように硬化面が見られる。

炉　中央部に設けられている。長径閥cm　短径盟cmの楕円形でタ床面を5cmほど掘りくぼめた地床炉でタ炉床

は火熱を受け　赤変硬化している。炉床の南部に長さ罰cmほどの炉石を持っている。

炉土層解説

1黒　褐　色　焼‖三立」’・少量，t二「－ム粒「微量

2　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子微量
3　黒　褐　色　焼土粒子少量，炭化粒子微量

4　黒　褐　色　ローム粒子や焼土粒子少量
5　黒　褐　色　ローム粒子や焼土粒子少量
6　黒　褐　色　ローム粒子e焼土ブロック少量

ぽッ睦　9か所。P且～4は配置と規模から主柱穴と考えられる。P5ほ南東壁際の中央部に位置しているこ

とからタ　出入日施設に伴うピットと考えられる。P6ゆ7は炉跡を挟んで対になって，P809は主柱穴の㌘

2に隣接して位置していることからタ補助桂穴と考えられる。深さは㌘ユ～4が34～76cm芦　P506が24cmタ

P7が22cm，P8・9が19clllである。「

P3土層解説

ユ　黒　褐　色　ローム粒子少量夕　焼土粒子も炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子の炭化凝子微量
3　褐

P5土層解説

1　黒　褐

2　暗　褐

P6土層解説

1　黒　褐

2　窯　褐

3　暗　褐

色　ローム粒子多量，焼土粒子の炭化粒子微量

色　t‾トーム粒守・・焼‖∵′つ’一・歳化粒白微量
色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

色　ローム粒子e焼土粒子の炭化粒子微量
色　ロ…ム粒子の焼土粒子微量

色　ローム粒子中量夕　焼土粒子微量

4　褐　　色　ローム粒子多量，焼土粒子や炭化粒子微量
5　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼士粒子や炭化粒子微量
6　明　褐　色　ローム粒子多量夕　焼土粒子茂化粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

4　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

4　褐　　　色　ローム粒子中量

5　明　褐　色　ローム粒子多量

啓羞　m層からなる。層厚は薄いがタ　レンズ状に堆積していることからタ　自然堆積と考えられる。

土層解説

1　灰　褐　色　ローム粒子中量
2　にぷい褐色　ローム粒子中量
3　黒　褐　色　ローム粒子少量

4　暗　褐　色　ローム粒子少量
5　黒　褐　色　ローム粒子少量

6　にぷい褐色　ローム粒子多量
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二の沢B遺跡（古墳群）

7　褐　　　色　ローム粒子少量
8　黒　褐　色　ローム粒子微量
9　褐　　　色　ローム粒子少量

10　灰　褐　色　ローム粒子少量
11褐　　　色　ローム粒子中量

遺物出土状況　弥生土器片144点，炉石1点，台石1点，喝塙の原石1点のほか，撹乱等により混入したとみ

られる土師器片7点，須恵器片2点が出土している。遺物は炉跡の周辺から散在した状況で出土している。73

の弥生土器高杯が炉跡の南東側の床面から，74の弥生土器広口壷は炉跡の南側の床面から出土している。

所見　時期は，出土土器等から弥生時代後期復業と考えられる。

④　！　　　　　　　　　　l

Cり

寸蕃

1m
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第197図　第18号住居跡・出土遺物実測図
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第198図　第18号住居跡出土遺物実測図

第18号住居跡出土遣物観察表（第197・198図）

0　　　　　　　　　　　　10cm

」　　　＿j＿　　　［

番号種　別券種口径器高底径胎　　土 色　調焼成 手　　法　　の　　特　　徴 出土位置備考

73弥生土器高杯［15．6］（5．0） 石英・長石・雲母にぷい責橙普通
口唇部縄文の押庄　杯部格子目文，2本櫛歯による横走文・

波状文・連弧文
中央部床面5％

74 弥生土器呈E ［12．4］（14．7）
石英・長石・
にぷい褐普通
口唇部縄文の押庄施文　頚部は5区画，縦区画内に4本櫛歯による

南西部床面20％　PI。47
雲母・礫 波状文施文　胴部附加条二種（附加1条）の縄文施文　羽状構成

75弥生土器壷［11．4］（6．0）
石英・長石・

雲母・赤色粒子
にぷい赤褐普通口唇部に縄文の押庄　縦区画内に横走文施文 東部覆土下層5％

76 弥生土器呈E －
（6．2）［7．0コ石英・雲母にぷい橙普通胴部附加条二種（附加1条）の縄文地文　底部木葉痕 南東部床面5％

TP49弥生土器宝互－（4．2） 石英・長石・雲母灰褐普通頚部4本櫛歯による縦区画内に格子目文施文 南東部床面

TP50弥生土器∃亘 （5．7） 石英・長石・雲母にぷい橙普通
頭部7本欄歯による縦区画内に波状文施文　胴部附加条二種

（附加1粂）の縄文施文
北東部床面

TP53弥生土器竺E －（8．3）
石英・長石・

雲母・赤色粒子
灰褐普通胴部附加粂一種（附加1条）の縄文施文　羽状構成 南東部床面
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二の沢B遺跡（古墳群）

番号 器　 種 長 さ （径 ） 幅 （7L径 ） 厚 さ 遺　 墨 材　 質 特　　 徴 出土 位置 備　 考

Q 2 4 台 石 3 0．6 1 9．8 7．0 5 4 75．8 砂岩 表 面磨 りの痕 跡有 り 南 東 部床 面

Q 2 5 炉石 3 5．2 8．8 8．4 29 2 1．8 雲 母片 岩 被 熟の 痕跡 有 り 炉床 面 未掲 載

Q 26 原石 3．7 2．1 1．1 10．2 塙 瑠 炉床 面 久慈 川産 未掲 載

第21号住居跡（第199図）

位置　調査区の南部，DlOf3区。標高29．8mの平坦部に位置している。

規模と形状　長軸4・85m，短軸4・64mの不整八角形と考えられる。壁は高さ7cmで，外傾して立ち上がってい

る。主軸方向はN－350－Eである。

床　ほぼ平坦である。炉跡を中心に囲むように硬化面が見られる。

炉　中央部に設けられている0長径130cm，短径105cmの楕円形で，床面を7cmほど掘りくぼめた地床炉で，炉

床は火熱を受け，赤変硬化している。炉床中央部に長さ15cmと10cmの二つに割れた状態の炉石を持っている。

」　　こ・」　　　　　＝

2

第199図　第21号住居跡実測図
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炉土層解説
1赤　黒　色　炭化材少量，焼土粒子・ローム粒子微量
2　赤　黒　色　焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量

3　黒　褐　色　炭化粒子中量，ロームブロック少量，焼土粒子微量

ピット10か所。Pl～4は配置と規模から主柱穴と考えられる。P5は南東壁際の中央部に位置しているこ

とから，出入口施設に伴うピットと考えられる。P6～8は主柱穴と主柱穴の中間に位置していることから，

補助柱穴と考えられる。P9・10は壁際に位置しているが性格は不明である。深さはPl～4が53～66cm，P

5が36cm，P6～8が53、70cm，P9・10が9～32cmである。

P3土層解説
1黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　3　黒　　色　炭化粒子極めて多量，ローム粒子・焼土粒子微量
2　暗　褐　色　炭化粒子中量，ロームブロック少量，焼土粒子微量4　黒　褐　色　炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
P5土層解説
1黒　　色　炭化粒子多量，ローム粒子・炭化粒子微量　　3　黒　褐　色　炭化粒子多量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
2　黒　　色　炭化粒子多量，ローム粒子・炭化粒子微量　　4　暗　褐　色　炭化粒子中量，ロームブロック・焼土粒子微量
P7土層解説
1褐　　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量3　にぷい褐色　ロームブロック・焼土粒子少量
2　にぷい褐色　ロームブロック・焼土粒子少量

覆土　3層からなる。層厚が薄く，トレンチヤーによる撹乱も見られるが，ほぼレンズ状に堆積していること

から，自然堆積と考えられる。

土層解説
1黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　炭化粒子中量，ロームブロック少量，焼土粒子微量

3　黒　　　色　炭化粒子極めて多量，ローム粒子・焼土粒子微量

遣物出土状況　弥生土器片30点，炉石1点が出土している。遺物は遺構全体に散在した状況で出土している。

所見　時期は，出土土器等から弥生時代後期後葉と考えられる。

第200回　第21号住居跡出土遺物実測図

第21号住居跡出土遺物観察表（第200図）

癖蓼』

丑p61了郵P62』＝土＝芸m

番 号 種　 別 器種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土 位置 備 考

T P 59 弥 生 土器 璽E
（3．6）

－
石 英 ・長 石 ・雲 母 にぷ い褐 普通 頚部 2 本櫛 歯 に よる 縦 区画 内 に波状 文 施 文 南西 部 覆土 中

T P 6 0 弥 生 土器 雪ヱ （3．7） －
石 英 ・長 石 ・雲 母 にぷ い橙 普通 胴部 附 加条 二 種（附加 1 条）の縄 文 施 文　 羽状 構 成 南西 部 覆土 中

T P 6 1 弥 生 土器 壷 － （3，1） － 石 英 ・長 石 ・雲 母 にぷ い褐 普通 胴部 附 加条 二 種（附加 1 粂）の縄 文 施 文　 羽状 構 成 南西 部 覆土 中

T P 6 2 弥 生 土器 東 － （1．9） －
石 英 ・長 石 ・雲 母 にぷ い橙 普通 胴部 附 加条 の 縄文 施 文　 底部 布 目痕 北西 部 腐土 中

番号 器 種 長　 さ 幅 厚 さ 重　 量 材　 質 特　　 徴 出土位 置 備　 考

Q 2 7 炉 石 22．3 9．7 6 ．4 16 8 2．6 硬 質砂 岩 被 熱 疾 あ り 炉 床 面 未 掲 載

第22号住居跡（第201図）

位置　調査区の南部，D9gO区。標高29．9mの平坦部に位置している。

規模と形状　壁は削平されているが，推定長軸4．8m，短軸4．5mの方形と考えられる。主軸方向はN－310－W

と推定される。

床　ほぼ平坦である。炉跡の西側に硬化面が見られる。炭化材が床面に貼り付くように確認されている。

炉　中央部やや東寄りに設けられている。長径58cm，短径50cmの不整楕円形をした地床炉で，炉床は火熱を受

け，赤変硬化しているが，床面の掘り込みは見られない。

ー　234　－



二の沢B遺跡（古墳群）

ピット　5か所。Pl～4は配置と規模から主柱穴と考えられる。P5は南コーナー部に位置しているが，性

格は不明である。深さはPl～4が19～53cm，P5が20cmである。

P3土層解説
1　黒褐色
2　黒褐色

P4土層解説
1　黒　色

2　黒褐色

P5土層解説

1　黒褐色

2　褐　色

炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量

ロームブロック多量，炭化粒子中量，焼土粒子微量
ローム粒子多量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
ローム粒子多量，炭化粒子微量

3　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
4　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

3　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
4　黄褐色　ローム粒子極めて多量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子多量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　弥生土器片112点，不明石製品1点のほか，撹乱等により混入したとみられる土師器片2点，

須恵器片5点が出土している。遺物は炉跡の周辺から西部にかけて出土している。88の弥生土器広口壷は西部

の床面から出土している。

所見　炭化材が床面に貼り付くように確認されていることから，焼失住居と考えられる。時期は，出土土器等

から弥生時代後期後葉と考えられる。
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第201図　第22号住居跡・出土遺物実測図
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第霊号住居跡出土遺物観察表　第謝図）

番号 種　 別 器　 種
口可 綱 底可　 胎　 土

色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴　　　 巨 土位置
備考

88 弥生土器 壷
ト 263ラ 可　 石英 も長石

にぷい橙 普通 胴部附加桑二軽く附加 1条）の縄文施文　 底部砂昌痘痕　　　　 中央部床面 5％

T P63 弥生土器 広日義
「 つ 舶 つ 石英 e長石 も雲母

にぷい褐 普通 口唇部縄文の押庄 口嫁部 3 本櫛歯による波状文施文 隆帯　 南部床面部棒状工具による押庄

T P64 甚′上士器 壷 （2．7） 石英・長石 e
雲母 ・赤色粒子 にぷい褐 普通 汀落部もH 縁部下端縄文の押庄　 目線部単節 L R の縄文施文　 西部床面

T P 65 弥生土器 壷
極 つ 孟 警漂㌫ 子

にぷい橙 普通 ト狛 纏 櫛猷 よる縦区画内に波状文施文　　　 巨 央部廟

T P 66 弥生土器 ーこ土ご雲芝
巨 8） つ 石英蘭 や雲母

にぷい褐 普通 胴部附加条一種酌 打1 条）の縄文施文　　　 ！ 西部床面

T P67 弥生土着還 壷
巨 7） つ 空欝 晶 子

にぷい橙 普通 胴部柚 条二舶 加 1条）の縄文施文　　　　 序 獅

番号 器　種 聖 と 」 空 ． 巨霹 下 議 材 質 i　　　 特　 徴　　　　 芦 蒜 「 備考

Q28 不明石製品 （58朝　 日 ・7ラ　 巨 2 日 71・5） 雲母片可 石鍬の刃部の礪 性あり　　　　　　 巨 央部床上

：一∫了ここ－‾こ′　∴・∴′、1′リ・

位置　調査区の中央乳C鋸区。標高測。mの平坦部に位置している。

重複関係　第ま号周液量の後方部の墳丘下で確認されている。

、八・・二．・；′‥、　′′　′　′、√ノ・′・・・二　　′　′・－　′、、′l　　′・　　　　′　・－．

－．．ヽ・、　′ノ′・ノノ

床　ほぼ平坦である0炉跡を中心に広い範囲で硬化商が見られ　その硬化の度合いは極めて高い。炉跡の北西

側に長観測cm　短径軌mの楕円形をした厚さ摘cmで灰混じ　土の高ま　が見られる。部分的に炭化材が貼り

付くように見られる。

ノ、・一一　・′・J′＼　ノ　ー、f　′・、－　・・′ノ∴′　一　一　一ノ　　　ー・・′1一㌧、・l　′、、、、′ノ　ー′、　・．

′－、′′・こ′　ノ　　′′．∵‥－！　　　′　　ハ′－′；、、．：、一　＿、　　．　ノノ　・′．　　／

炉土層解説

ユ　褐　　色　灰中量，ロームブロックの炭化材少量
2　黒　褐　色　炭化粒子の灰少量夕　焼土粒子微量
3　極暗赤褐色　灰中量，焼土ブロックの炭化粒子少量

4　暗赤褐色　灰中鼠焼土ブロック少鼠炭化粒子微量
5　暗赤褐色　灰中鼠焼土ブロック6炭化粒子少量

6　暗赤褐色　焼土ブロックも灰少量
7　黒　褐　色　焼土ブロックの灰少量
8　窯　褐　色　焼土ブロック少鼠灰微量
9　暗赤褐色　焼土ブロックの炭化粒子少量

∴′　　‥′言・′‾　　　　　一・　二′′し・′：言・・′、・ノ：　‥／′ノ　′　ノ・　－′・・　ノ　　′

出入日施設に伴うピットと考えられる。P607は主柱穴間に位置していることから芦P8の9は主柱穴に隣

接して位置していることから　補助桂穴と考えられる。P摘～相の壁際に位置していることから　壁櫨穴の可

！’l一いl十十一　′・一′ノ・・l′′、・：　　ノノ　′・・　　′′．、　　′、　　　　　　．　　ノ、・　ノ

9が54cmタ　P蟻が18cm芦　P温3が摘cmである。

P2土層解説

1・黒　褐　色　ローム粒子少量
2　明　褐　色　ローム粒子多量
P3土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック微量
2　暗　褐　色　ロームブロック少量
3　明　褐　色　ローム粒子多量
P7土層解説

1　黒　褐　色l：トl月＼tイー少量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量
P9土層解説
1黒　褐　色　ロームブロック微量

2　明　褐　色　ローム粒子多量

穫羞　摘層からなる。壁際はブロック状の堆積を示し芦

‾　′ノ　　　′　′　・′J　　　′′′　　　／ノ

3　明　褐　色　ローム粒子多量

4　明　褐　色　ローム粒子多量
5　褐　　　色　ローム粒子中量

3　褐　　　色　ローム粒子中量
4　暗　褐　色　ローム粒子中量

3　明　褐　色　ローム粒子多量

尤為堆積と考えられるがタ　中央部はレンズ状に堆積し

一一　236　一一



二の沢B遺跡（古墳群）

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
3　褐　　　色　ロームブロック中量

4　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
5　暗　褐　色　ロームブロック少量
6　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・灰少量
7　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・灰少量

8　黒　褐　色　灰

9　黒　褐　色　ロ

10　黒　褐　色　ロ

11黒　褐　色　ロ

12　黒　褐　色　ロ

13　黒　褐　色　ロ

14　黒　褐　色　ロ

中量，ロームブロック・炭化材少量
ームブロ

ーム粒子

－ム粒子
－ムブロ

ームブロ

ームプロ

ツク少量，焼土粧子・炭化粒子微量
・焼土粒子微量
・焼土粒子微量

ツク・焼土粒子・炭化材少量
ツク少量
ツク少量

遣物出土状況　土師器片375点，炉石1点，凹石1点，喝塙の原石1点，礫6点のほか，撹乱等により混入し

たとみられる土師器片3点，剥片1点が出土している。遺物は遺構全体に散在した状況で出土している。90の

弥生土器高杯は南西壁際の覆土下層から正位の状態で，91の弥生土器広口壷は北東部の床面からつぶれた状態

で，92の弥生土器広口壷は東コーナー部の床面から横位の状況で出土している。

所見　覆土中に焼土粒子や炭化粒子が含まれていることや床面に炭化材が貼り付いていることから焼失住居と

考えられる。時期は，出土土器等から弥生時代後期複葉と考えられる。
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二の沢B遺跡（古墳群）

第204図　第23号住居跡出土遣物実測図（2）

第23号住居跡出土遺物観察表（第203・204図）

‡‾時
0　　　　　　　　　　10cm

L　一十　　」

番号種　別 器　種口径器高底径 胎　　土 色　調 焼成 手　　法　　の　　特　　徴 出土位置 備　考

89 弥生土器高杯 ［13月］（2．7） 雲母 にぷい黄橙普通口唇部縄文の押圧　杯部4本櫛歯による山形文施文 南西部床面 5％

40％PL47

50％PL47

90 弥生土器 高土不 （7．2）［7．6］ 長石・雲母 浅黄 普通杯部波状文施文　脚部外面へラナデ，内面強いへラナデ 南西部覆土中層

91 弥生土器広口壷 18．7 （29．5） 石英・長石・雲母 灰褐 普通
口唇部キザミ目口綾部4本櫛齢こよる波状文地文　頸部5
分乱　区画内4本櫛歯による波状文施文　胴部附加条二種
（附加1条）の縄文施文　羽状構成

北東部床面

92 弥生土器広口壷 － （24．1）8．2 石英・長石 にぷい赤褐普通胴部附加粂二種（附加1条）の縄文施文　羽状構成 東部覆土下層70％PL48

93 弥生土器広口壷 （24．7） 石英・雲母 にぷい橙普通
頚部縦区画により8分割され．区画内に4本櫛歯による横走

文施文　胴部附加粂二極（附加1条）の縄文施文　羽状構成 北東部床面40％PL47

94 弥生土器 壷 （4．6）7．8 長石・雲母 にぷい黄橙普通胴部附加条二種（附加1条）の縄文施文　底部砂目痕 南西部覆土下層5％

5％

5％

5％

95 弥生土器 壷 － （3．6）［8．4］石英・長石・雲母にぷい黄橙普通胴部附加条一種（附加1条）の縄文施文　底部木葉疲 南西部覆土中層

96 弥生土器 ∃E －
（4．0）［8．0］石英・長石・雲母にぷい橙普通胴部附加粂二種（附加1条）の縄文施文　底部砂日痕 南東部覆土下層

97 弥生土器 ヨ互 － （3．6）［13．4］ 石英・雲母 にぷい黄橙普通胴部附加条二極（附加1条）の縄文地文　底部砂白痴 北西部覆土下層

98 弥生土器 ∃互 － （2．5）［8．4］
石英・長石・
雲母・赤色粒子 灰褐 普通胴部附加条二桂（附加1条）の縄文施文　底部布目痕 北東部覆土中層5％

99 弥生土器 壷 －
（3．4）［8．3］石英・長石・雲母にぷい褐普通胴部附加条一一種（附加1粂）の縄文施文　底部木葉疲 南西部床面 5％

5％
100 弥生土器 壷 （2．1）［8．4］

石英・長石・

赤色粒子
にぷい橙普通胴部附加条二種（附加1条）の縄文施文　底部布目痕 中央部覆土下層

101 弥生土器 東 － （2．5）［8．0］石英・長石・雲母 褐 普通胴部無文　底部砂目痕 南西部床面 5％

5％
102 弥生土器 壷 （1．6）［11．0］長石・雲母・礫 にぷい橙普通胴部附加条二種（附加1条）の縄文地文　底部布目痕 南西部覆土中

TP69弥生土器 互E （3．8）
－
石英・長石・雲母にぷい橙普通口唇那縄文の押庄　口縁部7本櫛歯による波状文施文 南東部覆土中

TP72 弥生土器 呈g － （4．2）
石英・長石・
雲母・赤色粒子

にぷい橙普通隆帯部棒状工具による押庄　頚部4本櫛歯による横走文施
文 北東部覆土中

TP73 弥生土器 壷 （3．1）
－
石英・長石・雲母にぷい褐普通

頚部格子目文・横走文胴部附加条二種（附加1条）の縄文施
文 北東部覆土中

TP74 弥生土器 宝巨 （3．6）－石英・長石・雲母にぷい橙普通
頚部3本櫛歯による山形文・波状文施文　胴部附加条二種
（附加1条）の縄文施文 北西部覆土中

TP80弥生土器 壷 － （3．8） 石英・長石・雲母にぷい橙普通頸部格子目文施文　胴部附加粂二種（附加1条）の縄文施文 西部覆土下層

番号 器種 長さ（径） 幅（孔径） 厚さ 重　量 材　質 特　　徴 出土位置 備考

Q29 凹石 12．4 8．2 3．7 395．4 安山岩 四部の周囲に磨痕あり 中央部覆土下層

Q30 剥片 5．5 4．5 1．4 28．5 流紋岩 2方向からの打撃による剥離 北西部覆土下層
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番号 器種 長　 さ 幅 厚 さ 重　 量 材質 特　　 徴 出土位置 備　 考

Q 29 炉石 40．8 11．0 8．4 7350．0 砂岩 被熱痕あ り 炉床面 未掲載

Q 30 原石 3．8 2．0 1．4 12．5 塙璃 南西部覆土下層 久慈川産 未掲載

第25号住居跡（第205図）

位置　調査区の南東部，Dllg2区。標高29．3mの平坦部に位置している。

重複関係　第5号周溝墓の墳丘下で確認されている。

規模と形状　長軸3．7m，短軸3．18mの長方形である。壁は高さ5cmで，外傾して立ち上がっている。主軸方向

はN－450－Wである。

床　ほぼ平坦である。硬化面は確認されなかった。

炉　中央部に設けられている。径が65cmほどの円形をした地床炉で，炉床は赤変硬化しているが，床面の掘り

込みは見られない。

ピット　8か所。Pl～4は配置から主柱穴の可能性が考えられるが，規模が小形である。P5は南東壁際の

中央部のやや東寄りに位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。P6はP4に隣接する

位置で確認されていることから，補助柱穴の可能性が考えられる。P7は北コーナー部で，P8は炉跡に隣接

する位置で確認されているが，共に性格は不明である。深さはPl～4が10～18cm，P5が12cm，P6～8が

8～26cmである。

P2土層解説
1黒褐色　ロームブロック・焼土粒子微量
2　褐　色　ロームブロック・赤色粒子微量

3　褐　色　ロームブロック微量

覆土　単一層である。層厚が薄いため，堆積状況は不明である。

土層解説
1　暗褐色　ロームブロック・赤色粒子微量

遺物出土状況　遺物は出土しなかった。

所見　出土遺物がないため，時期を決定することは難しいが，遺構の形態から弥生時代と考えられる。



二の沢B遺跡（古墳群）

第霧考健腰跡（第206図）

位置　調査区の中央乳n8a9区。標高30。7mの平坦部に位置している。

規模と形状　長軸5の3m　短酪粥mの不整ノも角形である○壁は高さ短で　外傾して立ち上がっている。主

軸方向はN－650…Eである。

床　平坦である。炉跡の西側に硬化面が見られる。

炉　中央部に設けられている0長径82cmタ短径55cmの楕円形で芦炉床を7cmほど掘りくぼめた地床炉で，炉床

は火熱を受け，赤変硬化している。炉床中央部に長さ32cmほどの炉石を持っている。

炉土層解説
1　黒褐色
2　黒褐色
3　黒褐色
11　黒　緑　色
5　黒褐色

6　黒褐色

炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
ローム粒子9焼土粒子・炭化載子微量
ロームブロック・焼土粒子。炭化粒子微量
炭化粒子少量，ローム粒子。焼土粒子微量
ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒子少量，廃土粒子・炭化粒子微量

7　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子e炭化粒子微量

8　橙　色　ローム粒子多鼠炭化粒子て鹿沼パミス少鼠焼土粒子微量
9　黒　色　ロームブロック0炭化粒子少量，焼土粒子微量
10　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子少鼠焼土粒子せ鹿沼パミス微量
11明褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量

ぽッ匪　36か所。Pつ∵）複は配置と規模から主柱穴と考えられる。P5は南東壁際の中央部に位置しているこ

とからタ出入口施設に伴うピットと考えられる。P6～鋸ま主柱穴に隣接する位置で確認されていることから，

補助柱穴と考えられる。PlO～23は壁際を巡るように確認されていることから，壁柱穴の可能性が考えられる。

P24～P36は壁外に位置しているが，壁からの距離と規模から本跡に伴うものと考えられる。深さはPl～4

が35～53cm芦P5が15cmタP6が29cm，㌘9が10cmタP用～23が11～21cmタP24031032034～36が20～28cmタ

P708825027029が3ト36cm，P26が媚cmタ　P28830833が14～18cm芦　P29が31cmである。

P3土層解説

1　黒褐色
2　黒　　色

3　黒褐色
P29土層解説
1　黒褐色

2　黒褐色
P30土層解説

1　黒褐色
2　極暗褐色
P31土層解説
1　黒　　色

2　褐　　色
P32土層解説

1　黒褐色

2　褐　　色
P33土層解説
1　黒褐色
P35土層解説

炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量
炭化粒子中量，ローム粒子少量夕　焼土粒子微量

ローム粒子e炭化粒子少鼠焼土粒子・鹿沼パミス微量
ロームブロック少量，焼土粒子の炭化粒子微量

炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
ロームブロック中量，炭化粒子少鼠　焼土粒子微量

炭化粒子多量，ローム粒子少量，焼土粒子微量

ローム粒子多量夕　炭化粒子少量，焼土粒子微量

炭化粒子多量，ロームブロックや焼土粒子微量
炭化粒子少量，ロームブロック微量

炭化粒子多義，ローム粒子の焼土粒子微量

1黒褐色　炭化粒子多量ク　ローム粒子少量，焼土粒子微量

4　黒褐色　炭化粒子中量，ローム粒子少鼠焼土粒子微量
5　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
6　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　褐　色　ローム粒子多鼠　焼土粒子・炭化粒子微量

3　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック微量

3　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック微量

4　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子少数焼土粒子微量

2　褐　色　ロームブロック中鼠焼土粒子・炭化粒子微量

2　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

援羞　4層からなる。壁際はレンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられ，その後中央部を中心に人

為的に埋め戻した様相を示している。

土層解説

羞芸　監禁警票競需品豊富芸濃霊‡霊霊宝芸票　警警譜警孟諾議憲孟謂豊

遺物出立状況　弥生土器片30氏磨石2氏炉石1点が出土している。遺物は遺構全体に散在した状況で出土

している。109の弥生土器広口壷はPl内から，110の弥生土器広口壷は東部の覆土下層から，Hlの弥生土器

広口壷は炉跡から出土している。

所凰　時期は，出土土器等から弥生時代後期後業と考えられる。
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二の沢B遺跡（古墳群）

領

事

第207図　第26号住居跡出土遺物実測図

第26号住居跡出土遺物観察表（第207図）

10cm

！　　；　　」

番号種　別器種口径器高底径胎　　土 色　調焼成 手　　法　　の　　特　　徴 出土位置備考

109弥生土器壷 （17．2） 雲母 にぷい黄橙普通胴部附加条二種（附加1条）の縄文施文　羽状構成 Pl内 20％

110弥生土器竺E －（3．1）7．0石英・長石・雲母灰褐普通胴部無文　底部布目痕 東部覆土下層5％

111弥生土器壷 （1．4）［7．0］石英・長石・雲母にぷい褐普通胴部附加条二種（附加1条）の縄文施文　底部布目疾 中央部床面5％

TP84弥生土器壷－（5．8） 石英・長石・雲母にぷい橙普通頸部4本櫛歯による縦区画，区画内に波状文地文 北西部覆土中層

TP85弥生土器壷－（4．5）－石英・長石・雲母にぷい橙普通頚部4本鞘歯による縦区画，区画内に波状文・綾杉文施文中央部覆土下層

TP86弥生土器壷－（4．9）－
石英・長石・
雲母・赤色粒子
にぷい橙普通胴部附加粂一種・附加条二種の縄文施文 中央部覆土中層

TP87弥生土器壷
－
（4．6）
－
石英・長石・
雲母・赤色粒子
にぷい赤褐普通胴部附加条一種（附加1粂）の縄文施文　羽状構成 P4内
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番号
醜 「 …

幅 摩さ 重　 量 材　 質 特　　 徴 出土位置 備　 考

Q 33
磨石 目 ・8

14．0 6．2 1489．6 砂岩 4 面に磨 りの痕跡有 り， 1 両の部分に敲打痕 あり 東部覆土中層

Q 3∠皇
磨石 目 ・9

5．7 3．7 26 1，3 安山岩 4 面に磨 りの痕跡有 り，両先端部 に敲打痕あり 南西部床面

Q 35 炉石 目 も6 10．0 9．6 4107．5 砂岩 被熱痕あ り 炉床面 末掲載

第詔瑠号健腰妙（第208図）

位置　調査区の北乳A的　区。標高30。9mの平坦部に位置している。

重複関係　西側を第139号土塊に掘り込まれている。

規模藍形状　商壁と東壁は削平されているが芦推定封酪55mタ短如。3mの方形と考えられる。壁は高さユOcm

でタ外傾して立ち上がっている。主軸方向はN一路㌧潤である。

床　ほぼ平坦である。硬化面は確認されなかった。

炉　確認されなかった、、

ぽッ匪　5か所。Pl～射ま配置と規模から主柱穴と考えられる。P5ほ推定南壁際の中央部に位置している

ことからタ出入日施設に伴うピットと考えられる。深さはf㌧「～4が69～7ユcm，P5が42cmである。
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二の沢B遺跡（古墳群）

Plへ′4土層解説

1黒褐色　ロームブロック・焼土粒子微量　　　　　　　　3　極暗褐色　ロームブロック少量

2　暗褐色　ロームブロック少量　　　　　　　　　　　　4　暗褐色　ロームブロック中量

覆土　2層からなる。層厚が薄く，トレンチヤーによる撹乱が多いため，堆積状況は不明である。

土層解説

1黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化物・鹿沼パミス微量　2　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・鹿沼パミス微量

遺物出土状況　弥生土器片17点が出土している。遺物は中央部から北東部にかけて出土している。140と141の

弥生土器広口壷は北東部の床面から，142の弥生土器広口壷は中央部の床面から出土している。

所見　時期は，出土土器等から弥生時代後期後葉と考えられる。

第209図　第31号住居跡出土遣物実測図

第31号住居跡出土遺物観察表（第209図）

l

・、・．一二、－、

番 号 種　 別 器 種 口 径 器 高 底 径 胎　　 土 色 調 焼 成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出 土 位 置 備 考

1 4 0 弥 生 土 器 互 E ［1 3 ．6 ］ （6 ．5 ） 長 石 灰 褐 普 通
口 唇 部 に キ ザ ミ 目 ・ 突 起 口 緑 部 3 本 櫛 歯 に よ る 波 状 文 ・

半 裁 竹 管 文 を 押 引 し て 施 す
北 東 部 床 面 5 ％

1 4 1 弥 生 土 器 広 口 壷 （2 2 ．6 ） ［1 2 ．0 ］ 石 英 ・ 雲 母 に ぷ い 黄 橙 普 通
頚 部 3 本 榊 歯 に よ る 達 弧 文 施 文　 胴 部 附 加 条 二 種 （附 加

1 条 ）の 縄 文 施 文　 底 部 砂 日 痕
北 東 部 床 面 2 0 ％

1 4 2 弥 生 土 器 壷 （2 ．7 ） 8 ．4 石 英 ・ 長 石 に ぷ い 褐 普 通 胴 部 附 加 条 の 縄 文 施 文　 底 部 布 目 痕 中 央 部 床 面 1 0 ％
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番号 種　 別 器種 口径 器高 底径 胎　　 ⊥ 色調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土位1置 備考

T P95 弥生土器 壷 （2，8） 石英 ・長石 ・雲母 にぷい黄橙 普通 口唇部縄文の押庄　 口緑部4 本櫛歯 による波状文施文 北東部床面

T P96 弥生土器 壷 （7．8 ）
石英 ・長石 ・雲母

・赤色粒子
にぷい黄橙 普通 頚部 4 本櫛ゼ削二よる縦区画，区画内に波状文施文 北東部床面

T P97 弥生土器 壷 （11．7） 石英 ・長石 ・雲母 にぷい橙 普通
頚部 8 本櫛歯による縦区画，区画内に波状文施文，下端

達弧文施文　 胴部附加条二種（附加 1 条）の縄文施文
北東部床面

T P98 弥生土器 壷 （3．9 ） 石英 ・長石 ・雲母 にぷい橙 普通
頚部下端 4 本櫛歯による連弧文地文　 胴部附加粂一種（附

加 1 条）の縄文施文
北東部床面

第34号住居跡（第210図）

位置　調査区の南部，ElOe3区。標高31．2mの平坦部に位置している。

重複関係　第6号周溝墓の前方部の墳丘下で確認されている。

規模と形状　北壁は削平されているが，長軸4．4m，推定短軸4．25mの隅丸方形と考えられる。壁は高さ14cmで，

外傾して立ち上がっている。主軸方向はN－220－Wである。

床　ほぼ平坦である。硬化面は確認されなかった。

炉　中央部に設けられている。長径80cm，短径50cmの不整楕円形をした地床炉で，炉床は赤変硬化しているが，

床面の掘り込みは見られない。

ピット　2か所。Pl・2は配列から主柱穴と考えられるが，掘り込みが浅い。深さは15～20cmである。

覆土10層からなる。ブロック状の堆積を示し，ロームブロックや炭化粒子が含んでいることから，人為堆積

と考えられる。

④）

第210図　第34号住居跡実測図
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二の沢B遺跡（古墳群）

土層解説
1　暗褐色　ロームブロック少量
2　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
4　黒褐色　ロームブロック少量，炭化物・粘土粒子微量

5　黒褐色　炭化粒子・粘土粒子少量，ロームブロック微量

6　黒褐色　ロームブロック・焼士粒子微量
7　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
8　黒褐色　ロームブロック・炭化物微量
9　黒褐色　ロームブロック・炭化物微量
10　黒褐色　ロームブロック少量

遺物出土状況　弥生土器片44点，礫6点のほか，撹乱等により混入したとみられる土師器片3点が出土してい

る。遺物は遺構の南部から出土している。157の弥生土器小形広口壷は南壁際の覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器等から弥生時代後期後葉と考えられる。

戦端墟劉
鞠均炒

圃膵pl。4　轡す喝，P，。6

第211図　第34号住居跡出土遺物実測図

第34号住居跡出土遺物観察表（第211図）

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

Ll－1‥一・十－1－－1」

番号 種　別 器　種 口径 器高 底径 胎　　 土 色調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土位置 備　考

157 弥生土器 小形広口壷 9．2 12．2 ［6．0］ 長石・雲母・礫 にぷい褐 普通
口唇部・粘土紙貼り付け部縄文の圧痕　 胴部外面
附加条の縄文を多方向に施文 南東部擾土下層 80％　PL48

TPlO4 弥生土器 壷 － （2．5） － 石英・長石・雲母 にぷい橙 普通
口唇部縄文の庄痕　 口繰部下端の隆帯棒状工具に

よる押圧
南東部覆土中層

TPlO6 弥生土器 壷 － （1．7） － 石英・長石・雲母 にぷい橙 普通
口唇部キザミ目・突起　口縁部4本櫛歯による波
状文施文 北西部覆土中

TPlO7 弥生土器 東 －
（9．0）
－
石英・長石・雲母

・赤色粒子
にぷい褐 普通

頸部6本櫛歯による縦区画，区画内に横走文施文

胴部上端附加条の縄文の上に下向きの遵弧文地文
南東部覆土下層

TPlO8 弥生土器 壷 －
（4．9）
－
石英・長石・雲母

・赤色粒子
橙 普通

頚部縦区画内に4本梯歯による波状文施文　 胴部
附加条二種（附加1条）の縄文施文

南東部覆土中層

（2）土坑

第10号土坑（第212図）

位置　調査区の中央部，C8d7区。標高30．7mの平坦部に位置している。

重複関係　第18号住居跡の北西部を掘り込んでいる。

規模と形状　径1．12mほどの円形で，確認面からの深さは16cmで，壁は外傾して立ち上がっている。底面は平

坦である。
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覆土　5層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　　色　砂粒少量，ローム粒子・焼土粒子微量
2　黒褐色　砂粒少量，ロームブロック・焼土粒子微量
3　極暗褐色　ロームブロック・砂粒少量

4　暗褐色　砂粒少量，ロームブロック微量
5　黒褐色　ロームブロック・砂粒少量

遺物出土状況　弥生土器片6点，礫2点のほか，撹乱等により混入したとみられる土師器片2点，須恵器片1

点が出土している。246の弥生土器壷は中央部覆土上層から斜位の状態で出土している。

所見　時期は，出土土器と切り合い関係等から弥生時代後期後菓以降と考えられる。

‘土l干
＼

旦30．8m　　2

位・
旦　　246

第212図　第10号土坑・出土遺物実測図

第10号土坑出土遺物観察表（第212図）

番号 種　 別 器　 種 口径 器 高 底 径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出 土位 置 備　 考

246 弥生 土 器 宣E － （32 ．0） ［16．2 ］
石 英 ・長 石 ・
雲 母 ・赤 色粒 子

浅 黄 普 通
胴 部 附加 条 一種（附 加 2 条）の縄 文 施 文　 羽状 構 成
底 部砂 目痕

中央 部 覆土 上層 5 ％

24 7 弥生 土 器 宣E － （4．2） ［9．2］
石英 ・長 石 ・
雲 母 ・赤 色粒 子

にぷ い 黄橙 普 通 胴 部 附加 条二 種（附 加 1 条）の縄 文 施 文　 底部 砂 目 痕 覆土 中 5 ％

T P 2 0 2 弥 生 土 器 （片口 ）壷 － （3．1） － 長 石 ・雲母 にぷ い褐 普 通 口 唇部 ・隆帯 部縄 文 の押 庄　 口緑 部無 文 頭土 中

－　248　－



二の沢B遺跡（古墳群）

第80号土坑（第213図）

位置　調査区の南部，DlOd2区。標高29．8mの平坦部に位置している。

規模と形状　長径4・52m，短径2・4mの楕円形で，確認面からの深さは90cmで，壁は外傾して立ち上がっている。

長径方向はN－890－Eである。底面は平坦である。

覆土　8層からなる0ブロック状の堆積を示し，ロームブロックや焼土粒子，炭化粒子を含んでいることから，

人為堆積と考えられる。

土層解説

去芸褐富芸諾琵言霊豊呂：霊㌫豊，焼土粒子微量　昌書芸芸諾霊言霊豊昔豊吉二讐芸豊子微量

宝書芸霊鑑語呂豊吉漂票票微量　冨窯褐富芸売品芸孟㌍ム禁警芸豊監霊‡慧豊

遺物出土状況　弥生土器片165点，礫23点のほか，撹乱等により混入したとみられる土師器片3点，須恵器片

1点が出土している0後期の弥生土器片と礫は覆土の中層から下層にかけてから出土している。中期中葉の弥

生土器片は5点（内4点，TP213～215，217を図化）は覆土上層から中層にかけてから出土している。

所見　中期中葉の土器片が遺構から出土したのは本跡のみである。中期中葉の土器片は表面でも採取されてい

ることから，本跡周辺に中期中葉の遺構の存在の可能性が考えられる0時期は，出土土器等から弥生時代後期

後葉と考えられる。

ーTI二てこニ：丁，．1

第213図　第80号土坑・出土遺物実測図

第80号土坑出土遺物観察表（第213図）

0　　　　　　　　　　　　2

［二二一一　；　　二」

鋤瞳

‾：：；‥二

10cm

←一一；二二二二∃

番号 種　 別 器種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　 徴 出土位置 備考

248 弥生土器 壷 （3．0） ［9．9］
石英 ・長石 ・雲母 ・
礫・赤色粒子 にぷい褐 普通 胴部附加粂二種（附加1条）の縄文施文　 底部砂目痕 南東部覆土中層 5 ％
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番号 種　 別 器種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土位置 備　 考

249 弥生土器 雪互 －
（3．5） ［9．0］ 石英 ・長石 ・雲母 にぷい褐 普通 胴部附加条二種（附加 1 条）の縄文施文　 底部砂目疾 南東部覆土中層 5 ％

T P206 弥生土器 壷 － （3．3） － 長石 ・雲母 にぷい橙 普通 口唇部 ・隆帯郎縄文の押圧　 □綾部無文 北西部覆土中層

T P208 弥生土器 壷 （3月）
－

長石 ・雲母 にぷい黄橙 普通
隆布部指頭による押庄　 頚部2 本櫛歯による縦区画，

区画内に横走文施文
北西部覆土中層

T P209 弥生土器 璽E （2．9） 石英 ・長石 ・雲母 明赤褐 普通
頚部4 本櫛歯 による縦区画，区画内に稼杉文 ・横走

文施文
北東部覆上中層

T P210 弥生土器 壷 －
（3．2）

－
石英 ・長石 ・雲母 橙 普通 胴部附加条一種（附加 1 条）の縄文施文 北東部覆土中層

T P213 弥生土器 鉢 （3．7） －
石英 ・長石 ・雲母 橙 普通

口唇部キザ ミ目　 口縁部縄文地文を三角形で区画 し，

区画内を磨 り消す　 外面赤彩
南東部覆土上層 P L50

T P214 弥生土器 壷 （4．0） 石英 ・長石 ・雲母 橙 普通 胴部縄文の地文を沈線で区画し，区画内を磨 り消す 北西部覆土上層 P L50

T P215 弥生土器 壷 －
（2．0） － 石英 ・長石 ・雲母

橙 普通 胴部撚糸の地文を沈練で区画し，区画内を磨 り消す 南東部壌土上層
T P217と同一個体？
P L50

T P217 弥生土器 盃 －
（2．7）

－
石英 ・長石 ・雲母 橙 普通 胴部撚糸の地文を沈線で区画し，区画内を磨 り消す 北西部頚土上層

TP215と同一個体？

P L50

第115号土坑（第214図）

位置　調査区の中央部，D8e7区。標高31．1mの平坦部に位置している。

規模と形状　長径2．75m，短径2．4mの不整楕円形で，確認面からの深さは106cmで，壁は急激に外傾して立ち

上がっている。長径方向はN－37。－Wである。底面は皿状である。

覆土11層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土屑解説
1黒　色　黒色土多量，焼土粒子・炭化粒子・砂粒微量　　　7　黒　色　黒色土多量，焼土粒子・赤色粒子少量，鹿沼パミス微量
2　黒　色　黒色土多量，焼土粒子・炭化材微量　　　　　　8　黒　色　鹿沼パミス中量，炭化材・赤色粒子少量
3　黒　色　黒色土多量，赤色粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量　9　黒　色　黒色土多量，炭化材少量，赤色粒子微量

4　黒　色　鹿沼パミス少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　10　黒　色　黒色土多量，鹿沼パミス微量
5　黒　色　黒色土多量，鹿沼パミス微量　　　　　　　　11黒　色　鹿沼パミス少量，赤色粒子微量
6　異　色　黒色土多量，鹿沼パミス微量

遺物出土状況　弥生土器片211点，陶器片1点，須恵器片5点，礫4点が出土している。遺物は覆土上層の第

1・2・3層から出土している。253の弥生土器片口壷は西部の覆土上層から，256の壷は中央部の覆土中層か

ら出土している。

所見　時期は，出土土器等から弥生時代後期後葉と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　2m

L・－一・十一一一一一一一二」

第214図　第115号土坑・出土遺物実測図
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二の沢B遺跡（古墳群）
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第215回　第115号土坑出土遺物実測図

第115号土坑出土遺物観察表（第214・215図）

盛
霊
霊
堂

TP233

10cm

L i　　　　！

番号種　別器　種口径器高底径胎　　土色　調焼成 手　　法　　の　　特　　徴 出土位置備　考

251弥生土器高杯－（6，4）
［6，4］
石英・長石・雲母・

赤色粒子
にぷい黄橙普通脚部外面へラ磨き．内面へラナデ 東部覆土中層20％

252弥生土器宣E －
（5．9）5．4 長石・雲母にぷい橙普通胴部内・外面へラナデ　底部木葉痕 中央部覆土上層5％

253弥生土器片口壷10．5（5．0）－
石英・長石・雲母・
赤色粒子
にぷい橙普通
口唇部キザミ目　口緑部附加状二種（附加1条）の縄文を
多方向に施文後へラ磨き 西部覆土上層10％

254弥生⊥器広口壷［9．6］（14．8）－長石・雲母褐灰普通
口唇部及び粘土紐部キザミ目　頚部2本櫛齢こよる横走文
施文　胴部附加条二種（附加1条）の縄文施文　羽状構成

中央部覆土上層30％PL48

255弥生土器重 （8．7）13．0
石英・長石・雲母・

赤色粒子
にぷい橙普通
胴部附加条二種（附加1条）の縄文施文　羽状構成
底部布目痕

北西部覆土上層20％

256弥生土器壷 （2．9）［15．2］
石英・長石・
雲母・礫浅黄橙普通胴部附加条二種（附加1条）の縄文施文　底部砂日東中央部覆土中層5％

257弥生土器壷－
（2．2）［12．4］
石英・長石・雲母・
礫・赤色粒子にぷい黄橙普通胴部附加条二種（附加1条）の縄文地文　底部砂目痕頭土中5％

258弥生土器宣E －
（0月）［7．0】長石・雲母 橙普通胴部下端無文　底部木葉痕 東部覆土上層5％

259弥生土器壷 （2．5）［5．6］長石・雲母 橙普通胴部附加条二種（附加1条）の縄文施文　底部木葉痕攫土中5％

TP222弥生土器広口壷（3．8）石英・長石・雲母にぷい褐普通口唇部縄文の押庄　口縁部無文　隆帯郎指演による押圧覆土中

TP223弥生土器意 （3．3）－石英・長石・雲母にぷい橙普通
口唇部弱い縄文の押圧　口福部附加条二種（附加1粂）の

縄文地文
覆土中

TP224弥生土器意 （3．1）－
石英・長石・雲母・
赤色粒子にぷい褐普通
口唇部縄文の押庄　口緑部附加条の縄文の地文に2個

1租の貼噛
東部覆土上層

TP225弥生土器壷 （3．0）－
石英・長石・空母・
赤色粒子
にぷい橙普通頚部附加条一種（附加1条）の縄文の上に貼癌 覆土中
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番号 種　 別 器種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土位置 備考

T P226 弥生土器 壷 （2．4） 石英 ・長石 ・雲母 にぷい橙 普通 頚部刺突文施文 覆土中

T P228 弥生土器 壷 （3．6） 石英 ・長石 ・雲母 にぷい橙 普通 隆市部縄文の押庄　 胴部附加条二種（附加 1 条）の縄文施文 覆土中

T P229 弥生土器 壷 （6．1） 石英 ・長石 ・雲母 にぷい橙 普通
頭部 3 本跡酎 二よる縦区軋　 区画内に械走文 ・綾杉文地文，

下端下向きの達弧文施文後円形浮文　 胴部附加条の縄文施文
北西部覆土上層

T P230 弥生土器 璽E （5．1） 石英 ・長石 ・雲母 明赤褐 普通
頚部下端横走文 ・4 本櫛歯による下向 きの連弧文施文

胴部附加条二種（附加 1 粂）の縄文施文
覆土中

T P233 弥生土器 壷 － （4．0） 石英 ・長石 ・雲母 にぷい橙 普通 胴部附加条二枚（附加 1 条）の縄文施文　 羽状構成 中央部覆土上層

第124号土坑（第216図）

位置　調査区の中央部，C8g6区。標高30．7mの平坦部に位置している。

規模と形状　長径2．36m，短径2．27mの不整円形で，確認面からの深さは27cmで，壁は外傾して立ち上がって

いる。長径方向はN－200－Wである。底面は皿状である。底面にピットが3か所（Pl～3）確認されている。

P4、7は壁外に位置しているが，壁からの距離と規模から判断して本跡に伴うものと考えられる。深さはP

l・3～5・7が13～19cm，P2が72cm，P6が45cmである。

P6土層解説
1　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子微量 2　黒褐色　ロームブロック微量

覆土　2層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・鹿沼パミス・赤色粒子微量　2　褐　色　ロームブロック・鹿沼パミス微量

遺物出土状況　弥生土器片36点，礫8点のほか，撹乱等により混入したとみられる土師器片2点が出土してい

る。遺物は覆土の中層から上層にかけてから出土している。270の弥生土器壷は中央部の覆土上層から，271の

弥生土器壷は南東部の覆土上層から出土している。

所見　時期は，出土土器等から弥生時代後期後葉と考えられる。

⑥　　　尋脾
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第216図　第124号土坑・出土遺物実測図
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二の沢B遺跡（古墳群）

転職鴫棚卸算廊ダ

第217図　第124号土坑出土遣物実測図

第124号土坑出土遣物観察表（第216・217図）

報
．
海
産

番号 種　 別 器　 種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土位置 備　 考

268 弥生土器 広口壷 ［15．6 ］ （11．4） 石英 ・長石 ・雲母 にぷい橙 普通 胴部附加粂二種（附加 1 粂）の縄文地文　 底部砂目痕 覆土 中 10 ％ P L48

269 弥生土器 壷 ［13．2］ （1．3 ） 石英 ・長石 ・雲母 黒褐 普通 口唇部縄文の庄痕 中央部覆土上層 5 ％

270 弥生土器 広 口壷 （16．0） 石英 ・長石 ・雲母 にぷい黄橙 普通
頚部 7 本櫛歯による縦区画内に格子目文 ・8 本櫛歯による樋

走文施文　 胴部附加粂一種（附加 1 条）の縄文施文　 羽状構成
中央部覆土上層 30％

271 弥生土器 小形壷 （7．4） 石英 ・長石 ・雲母 灰褐 普通
頚部櫛齢 二よる横走文施文　 胴部附加粂一種（附加 1 条）

の縄文を羽状に，結節文 も施文
南東部覆土上層 10 ％

T P234 弥生土器 壷 （2．4） 石英 ・長石 ・雲母 にぷい橙 普通 口唇部縄文の圧痕　 口緑部4 本御薗による横走文 南西部覆土上層

T P235 弥生土器 壷 （7．0）
石英 ・長石 ・

雲母 ・赤色粒子
にぷい橙 普通

隆帯郎縄文の押圧　 頸部附加粂二種（附加 1 条）の縄文施文

羽状構成
南西部覆土上層

T P236 弥生土器 ∃互 （3．8） 石英 ・長石 ・雲母 にぷい橙 普通 頚部4 本櫛歯 による波状文地文 南東部覆土上層

T P 237 弥生土器 壷 （3．4 ）
石英 ・長石 ・

雲母 ・赤色粒子
にぷい橙 普通 頚部綾杉文施文 南西部覆土中層

第139号土坑（第218図）

位置　調査区の北部，A8b7区。標高30．8mの平坦部に位置している。

重複関係　第31号住居跡の西側を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸1．65m，短軸0．77mの長方形で，確認面からの深さは18cmで，壁は外傾して立ち上がってい

る。長軸方向はN－3。－Eである。底面は平坦である。

覆土　3層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化物微量
2　暗褐色　焼土粒子・赤色粒子少量，ロームブロック・炭化物微量

3　暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化物微量

遺物出土状況　弥生土器1点，管玉1点が出土している。272の弥生土器壷は中央部南寄りの覆土下層から逆

位の状態で，Q47の管玉は南部の底面から出土している。骨片は出土していない。

所見　時期は，遺構の形態と出土土器等から弥生時代後期後葉で，性格は土墳墓と考えられる。
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第218図　第139号土坑・出土遺物実測図

第139号土坑出土遺物観察表（第218図）

0　　　　　　2cm

L二」二」

0　　　　　　5cm

L一　呈　！

番号種　別 器種 口径器高底径 胎　　土 色調 焼成 手　　法　　の　　特　　徴 出土位．匠 備　考

272 弥生土器広口盃 －（14．7）7．1 石英・長石・雲母にぷい黄橙普通
頸部11本櫛歯による縦区画内に横走文．下位を連弧文施文
胴部附加条一種（附加1粂）の縄文施文　羽状構成　底部砂目痕

南部底面50％PL48

番号 器　種 長さ（径）幅（孔径）厚　さ 重　量 材　質 特　　　　　　 徴 出土位置 備　考

Q47 管玉 1．3 0．2 0．6 0．5 緑色凝灰岩表面丁寧に研磨 南部底面 PL51

3　古墳時代の遺構と遺物

今回の調査で確認された古墳時代の遺構は，竪穴住居跡6軒，周溝墓5基（前方後方形3基，円形1基，方

形1基），土坑2基である。これらの遺構は調査区全体に位置している。周溝墓は調査区の中央部から南部に

位置している。以下，それぞれの遺構の特徴と出土した遺物について，記述していく。

（1）竪穴住居跡

第1号住居跡（第219図）

位置　調査区の北部，A9h2区。標高30．5mの平坦部に位置している。

規模と形状　長軸5．0m，短軸4．72mの方形である。壁は高さ27cmで，外傾して立ち上がっている。主軸方向は

N－320－Wである。

床　ほぼ平坦である。炉跡を中心に囲むように広い範囲で硬化面が見られる。

炉　中央部に設けられている。長径80cm，短径60cmの楕円形で，床面を5cmほど掘りくぼめた地床炉で，炉床

は火熱を受け，赤変硬化している。

炉土層解説
1　にぷい赤褐色　焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
2　明　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

3　褐　灰　色　灰中量，焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量

ピット　6か所。P1、4は配置と規模から主柱穴と考えられる。P5は南東壁際の中央部に位置しているこ

とから，出入口施設に伴うピットと考えられる。P6は西部壁際に位置しているが，性格は不明である。深さ

はPl～4が44～50cm，P5が21cm，P6が28cmである。
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二の沢B遺跡（古墳群）

Pl土屑解説
1　黒　褐　色　ロト一ム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量

2　灰　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
3　黒　褐　色　炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子微量
4　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
P2土層解説
1　褐　　　色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
2　黒　褐　色　焼土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量
3　黒　褐　色　焼土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量

貯蔵穴　東コーナー部に設けられている。長径60cm，

5　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量
6　橙　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量
7　にぷい褐色　ローム粒子極めて多量，焼土粒子・炭化粒子微量

4　橙　　　色　ローム粒子極めて多量，焼土粒子少量，炭化粒子・粘土粒子微量

5　灰　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
6　にぷい橙色　ローム粒子極めて多量，粘土粒子少量，炭化粒子微量

短径42cmの楕円形で，深さは28cmである。

貯蔵穴土層解説

1黒　褐　色　炭化粒子中量，ロームブロック・焼土粒子少量　3　灰　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量　　　4　明　褐　色　ローム粒子・炭化粒子中量，焼土粒子少量

覆土　8層からなる。撹乱が多いが，ブロック状に堆積していることから，人為堆積と考えられる。

土屑解説

1黒　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子・鹿沼パミス少量，焼土粒子微量5　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒　褐　色　焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量　　　6　灰　褐　色　ローム粒子・鹿沼パミス中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
3　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量　　　7　黒　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子・鹿沼パミス少量，焼土粒子微量
4　極暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量　　　8　黒　　　色　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片53点，礫12点のほか，撹乱等により混入したとみられる縄文土器片2点，弥生土器片

6点，陶器片1点が出土している。これらの遺物は炉跡周辺や中央部から出土している。1の土師器器台は炉

跡の北東側の覆土下層から，2の土師器台付嚢は南部の覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器等から4世紀前半と考えられる。
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第220図　第1号住居跡出土遺物実測図

第1号住居跡出土遺物観察表（第220図）

0　　　　　　　　　　　10cm
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番号種　別券　種口径器高底径胎　　土色　調焼成 手　　法　　の　　特　　徴 出土位置備　考

1土師器器台 （3．0）［11．2］石英・長石赤褐普通脚部外面へラ磨き，内面パケ目調整　内・外面赤彩炉跡北側覆土下層5％

2土師器台付碧［13．2］（9．9）－石英・長石にぷい褐普通口緑部内・外面横ナデ　体都外面パケ目調整，内面ナデ南部覆土下層15％

3弥生土器壷－（2．4）［16カ］石英・長石・雲母にぷい橙普通胴部附加粂二種（附加1粂）の縄文施文　底部砂目痕 北西部覆土中5％

第2号住居跡（第221図）

位置　調査区の北部，B9b5区。標高30．6mの平坦部に位置している。

第221図　第2号住居跡実測図
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二の沢B遺跡（古墳群）

規模と形状　長軸5・62m，短軸4・80mの長方形である0壁は高さ13cmで，外傾して立ち上がっている。主軸方

向はN－330－Wである。

床　ほぼ平坦である。硬化面は確認できなかった。

炉　確認されなかった。

覆土　6層からなる。トレンチヤーによる撹乱が激しいため，堆積状況は不明である。、

土屑解説

1異　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
3　黒　色　炭化粒子少量，ローム粒子微量

4　黒褐色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
5　黒　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化材微量
6　黒　色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片61点，不明鉄製品2点，塙塔の原石1点，礫9点のほか，撹乱等により混入したとみ

られる弥生土器片4点，須恵器片5点が出土している。遺物は覆土中からの出土である。

所見　本跡では，炉跡や柱穴は確認されなかった。時期は，出土土器等から古墳時代と考えられる。

二l＿±l：．一三＿

第222図　第2号住居跡出土遺物実測図

第2号住居跡出土遣物観察表（第222図）

‾二二＿＿＿∴二二一

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土位置 備考

TPl 土師器 襲 － （3．3） － 石英・長石・雲母 にぷい橙 普通 休部外面パケ目調整 東部覆土中

番号 器　種 長　 さ 幅 厚さ 重　量 材質 特　　 徴 出土位置 備　考

Q l 原石 2．5 1．4 1．3 4．2 瑠堪 南西部覆土中 久慈川産未掲載

M l 不明鉄製品 （3．8） 0．9 0．7 （2月） 鉄 断面円形 北西部床面

M 2 不明鉄製品 （3．6） 0．4 0．5 （2．0） 鉄 断面方形鉄の茎部？ 南西部覆土中

第10号住居跡（第223図）

位置　調査区の中央部，B9j2区。標高30．5mの平坦部に位置している。

重複関係　北部を第3号土坑に，中央部やや西寄りを第11号土坑にそれぞれ掘り込まれている。

規模と形状　長軸4・51m，短軸3・75mの長方形である0壁は高さ15cmで，外傾して立ち上がっている。主軸方

向はN－500－Eである。

床　ほほ平坦である。硬化面は見られない。壁際に，径が10～30cmの円形や楕円形をし，深さが6～17cmほ

どの小ピット群が20か所見られ，壁柱穴の可能性が考えられる。

炉　確認できなかった。

ピット　24か所（その中の20か所は床の項で述べたピット群）。Pl～4は配置が不自然であるが，規模から

柱穴と考えられる。深さはPl～4が15～30cmである。

P2土層解説
1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

P3土層解説
1　黒　褐　色

2　灰　褐　色

ロームブロック少量

ロームブロック少量

ローム粒子中量

ローム粒子中量，炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・粘土ブロック微量

3　にぷい褐色　ロームブロック中量

覆土　2層からなる。層厚が薄く，トレンチヤーによる撹乱が多いため，堆積状況は不明である。
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土層解説
1黒　褐　色　砂粒少量，ロームブロック微量 2　暗　褐　色　砂粒少量，ロームブロック微量

遺物出土状況　土師器片23点，敲石1点のほか，撹乱等により混入したとみられる弥生土器片2点が出土して

いる。遺物は北西部から出土している。40の土師器小形嚢は西部の覆土中層から出土している。

所見　時期は，出土土器等から4世紀代と考えられる。
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第223図　第10号住居跡・出土遺物実測図

第10号住居跡出土遺物観察表（第223図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm
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番号種　別器　種口径器高底径 胎　　土 色　調焼成 手　　法　　の　　特　　徴 出土位置備考

40 土師器小形襲［10．4］（4．3）－石英・長石・雲母
灰褐 普通頚部外面指頭による押庄　休部外面パケ日調整 西部床面5％

41 弥生土器壷 （2．0） 石英・雲母 にぷい赤褐普通胴部附加条二種（附加1条）の縄文施文
複土中 5％

番号器種長さ（径）帽（孔径）厚さ重　量材　質 特　　徴 出土位置備考

Q9 磨石 （11．2） 7．8 5．0 （570．5）石英斑岩4両磨りの痕跡有り 西部床面
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二の沢B遺跡（古墳群）

第17号住居跡（第224図）

位置　調査区の中央部，C9C2区。標高30．6mの平坦部に位置している。

重複関係　南側を第1号周溝墓に掘り込まれている。

規模と形状　長軸6．56m，確認できた短軸4．17mで，方形あるいは長方形と考えられる。壁は高さ16cmで，外

傾して立ち上がっている。主軸方向はN－160－Wである。

床　ほぼ平坦である。硬化面は確認されなかった。

炉　中央部やや東寄りに設けられている。長径90cm，短径52cmの楕円形をした地床炉で，炉床は火熟を受け，

赤変硬化しているが，床面の掘り込みは見られない。硬化の度合いが弱いので，比較的短期間の使用と考えら

れる。

ピット　2か所。Pl・2は配置と規模から主柱穴と考えられる。深さは54～55cmである。

Pl土層解説
1黒　色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量　　　5　黒褐色　炭化粒子中量，ロームブロック・焼土粒子微量
2　黒　色　炭化粒子中量，ロームブロック・焼土粒子微量　　　6　灰褐色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
3　褐　色　炭化粒子中量，ロームブロック少量，焼土粒子微量　7　暗褐色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
4　褐　色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
P2土眉解説
1黒　色　炭化粒子多量，焼土粒子少量，ロームブロック微量　4　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子中量，焼土粒子少量
2　黒褐色　炭化粒子中量，ロームブロック少量，焼土粒子微量　5　暗褐色　炭化粒子中量，ロームブロック少量，焼土粒子微量
3　灰褐色　炭化粒子中量，ロームブロック少量，焼土粒子微量

第224図　第17号住居跡実測図
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覆土　3層からなる。トレンチヤーによる撹乱が激しいが，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考

えられる。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子少量

遺物出土状況　土師器片167点，弥生土器片43点，不明石製品1点，不明鉄製品1点，礫16点のほか，撹乱等

により混入したとみられる須恵器片1点が出土している。遺物は遺構全体に散在するような状況で出土してい

る。弥生土器片は覆土中からの出土である。67の土師器器台と68の土師器壷は北部の床面から出土している。

所見　時期は，出土土器等から4世紀前半と考えられる。

l＿二・番－1這
晦萄面声が

雄二l＿＿

＼∴苺〕三、’，

嘩lf
第225図　第17号住居跡出土遺物実測図

第17号住居跡出土遺物観察表（第225図）

l　＿－＿；　　　！

番号種　別器種口径器高底径胎　　土 色　調焼成 手　　法　　の　　特　　徴 出土位置備考

66 土師芹高杯－（2．6）
長石・雲母・
赤色粒子
明赤褐普通内・外面ナデ　内・外面赤彩 南西部覆土中5％

67 土師器器台 ほ9）［9．8］石英・長石 橙普通脚部外面へラ磨き，内面ナデ　外面赤彩　脚部側面4孔中央部床面5％

68土師器壷12．6（9．0）－長石・雲母 橙普通
頚部外面粘土紐貼り付け後単節LRの縄文施文，内面パケ
日嗣整　体部外面へラ削り，内面パケ目調整

北西部床面10％

69土師器整［14．8］（12．3）－
石英・長石・
雲母・赤色粒子にぷい褐普通ロ・体部内・外面パケ目調整 北西部覆土下層20％

70 土師器要－（6．7）－長石・雲母にぷい褐普通休部外面へラ磨き，内面へラナデ 中央部覆土下層5％

71土師器互E －
（3．6）
－
石英・雲母 赤普通頸部外面パケ目調整，内面へラ磨き　外面赤彩 南西部覆土中5％

72 土師器聾－（2．2）［10月］長石・雲母にぷい赤禍普通外面パケ目調整，内面へラナデ 北西部覆土中層5％

TP45弥生土器高杯 （2．1）石英・長石・雲母にぷい褐普通口唇部縄文の押庄　口緑部単節RLの縄文施文 北西部覆土下層

TP46弥生土器壷－（3．0）－長石・雲母 黄橙普通口緑部4本櫛歯による格子白文施文 南西部覆土中

TP47弥生土器意－
（4．7）
－
石英・長石・雲母にぷい橙普通頚部4本術歯による緩杉文施文 中央部覆土下層
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二の沢B遺跡（古墳群ラ
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健置　調査区の中央部タ　C8a3区。標高30。8mの平坦部に位置している。

重複関係　西部が調査区域外となっているため，全体を調査することはできなかった。、束コーナー部を第9号

土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸3。88m芦　確認できた短軸2。33mで汐　方形あるいは長方形と考えられる。壁は高さ摘cmで　外

傾して立ち上がっている。主軸方向はN…270…Wである。

床　ほぼ平坦である。硬化面は確認されなかった。

炉　確認されなかった。

ぽッ睦　lか所。Plは南東壁際に位置していることからタ　出入口施設に伴うピットと考えられる。深さはほ

cmである。

Pl土層解説
1　黒褐色　ローム粒子少量 2　暗褐色　ローム粒子中量

貯蔵穴　北コーナー部に設けられている．11長径58eIll，短径5∠－1－CIllのf当形で，深さは5OcIl了亡ある。、

貯蔵穴土層解説

1　黒　色　ローム粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子少量

4　黒褐色　ローム粒子少量

5　灰褐色　ローム粒子多量

穫羞　7層からなる。ブロック状に堆積していることから，人為堆積と考えられる。

土層解説
1　黒　色　炭化粒子少量，ロームブロックさ焼土粒子微量　　　5　黒　色　炭化粒子中量，ローム粒子8焼土粒子微量
2　黒　色　炭化粒子少量タ　ローム粒子も焼土粒子も粘土粒子微量　6　黒　色　炭化粒子少量，ロームブロックを焼土粒子微量
3　黒　色　炭化粒子少量，ローム粒子e焼土粒子微量
4　黒　色　焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量

第儲相関　第19号住居跡も出土遺物実測図

7　黒褐色　ロームブロックe焼土粒子・炭化粒子微量

＿「つ。6．、、＿　　　　　三

轡㌍
2　1
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遺物出土状況　土師器片20点のほか，撹乱等により混入したとみられる弥生土器片4点が出土している。遺物

は中央部から少量出土している。77の土師器壷は中央部の覆土上層から出土している。

所見　時期は，出土土器等から4世紀後半と考えられる。

第227図　第19号住居跡出土遺物実測図

第19号住居跡出土遺物観察表（第227図）

ーl∈3
78

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

番号種　別器　種口径器高底径胎　　土 色　調焼成 手　　法　　の　　特　　徴 出土位置 備考

77土師器壷 －
（12．0）
－石英・長石・雲母橙 普通体部外面へラ削り後へラ磨き，内面へラナデ 中央部覆土中層10％

78 土師器小形襲 （1．4）［3．6］石英・雲母 橙 普通休部外面ナデ 北西部覆土中5％

TP別土師器壷 （3．9） 石英・長石・雲母にぷい黄橙普通体郎外面パケ自調整 Pl内覆土中

第33号住居跡（第228図）

位置　調査区の南部，ElOd6区。標高31．1mの平坦部に位置している。
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第228図　第33号住居跡実測図
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二の沢B遺跡（古墳群）

重複関係　第6号周溝墓の後方部墳丘下で確認し，第35号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　推定長軸5．94m，短軸5．41mの方形と考えられる。壁は高さ15cmで，外傾して立ち上がっている。

主軸方向はN－60－Wである。

床　ほぼ平坦である。硬化面は確認されなかった。

炉　中央部に設けられている。径70cmの円形をした地床炉で，炉床は火熱を受け，赤変硬化しているが，床面

の掘り込みは見られない。

覆土14層からなる。ブロック状に堆積していることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　灰　褐　色

2　暗赤褐色
3　黒　褐　色

4　黒　褐　色

5　黒　褐　色

6　黒　褐　色

7　黒　褐　色

粘土粒子多量，砂粒少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子・炭化粒子・砂粒少量，焼土ブロック・粘土粒子微量
ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量

8

9

10

11

12

13

14

里

遠
黒

黒

橙

色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化材微量

褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
褐　色　焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子微量
色　焼土ブロック多量，ローム粒子・炭化粒子微量

にぷい赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子少量，粘土粒子微量
黒　褐　色　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片75点，弥生土器片7点，礫1点のほか，撹乱等により混入したとみられる縄文土器片

4点が出土している。遺物は炉跡の周辺から散在した状況で出土している。152の土師器壷は北西部の覆土中

層から，155の土師器壷は中央部の覆土中層から，TPlOOの弥生土器壷は北西部の覆土中層から出土している。

所見　時期は，出土土器等から3世紀末葉と考えられる。
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第230図　第33号住居跡出土遺物実測図（2）

第33号住居跡出土遺物観察表（第229・230図）

番 号 種　 別 器 桂 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土 位 置 備　 考

15 1 土 師 器 器 台
－
（3．9） ［9月］ 長 石 ・雲 母 ・礫 にぷ い橙 普 通 脚 部 外 面へ ラ磨 き，内 面 パケ 目調 整 中 央部 覆 土上 層 20％

1 52 土 師 器 壷 ［15．0］ （5．4 ） － 石英 ・長石 橙 普 通
頚 部 粘 土紐 貼 り付 け　 ロ緑 部 か ら頚部 櫛 歯 に よる刺 突

体 部 外 面パ ケ 目調 整
北 西部 覆土 中 層 10 ％ P L4 8

15 3 土 師器 壷 － （31．5） 【9．6 ］
石 英 ・長 石 ・雲 母 ・

礫 ・赤 色粒 子
明赤 褐 普 通

体 部 外面 上 端櫛 歯 に よる 山形文 ・網 目状 撚 糸文 ，

全 面 へ ラ磨 き， 内面 へ ラ ナデ　 底 部木 葉 痕　 外 面赤 彩
東部 覆 土 中層 30％

15 4 土 師器 要 ［18 ．5］ 20 ．9 4．0
石 英 ・長 石 ・雲 母 ・

赤 色粒 子
に ぷい 黄橙 普 通 体 部 外面 へ ラ削 り，内 面へ ラ ナデ 中央 部 覆土 上層 30％ P I＿4 8

15 5 土 師器 斐 ［28 ．6］ （16 ．7） － 石英 ・長石 ・礫 浅 黄 橙 普 通 口 ・体部 外 面パ ケ 目調 整　 内 ・外 面赤 彩 中央 部 覆土 中層 60 ％

15 6 弥 生土 器 襲 ［16月］ （4．1） 石 英 ・長 石 橙 普 通 口 唇 部縄 文 の庄 痕 東部 覆土 中 層 5 ％

T P 9 9 土 師器 嚢 － は 3） －
石 英 ・長 石 ・雲母 ・
赤 色粒 子 橙 普 通 ロ 緑部 外 面撚 糸 文後 ナ デ 中央 部覆 土 上層

T P lO O 弥生 土 器 ∃宣 （3．6）
－
石英 ・長石 ・雲母 にぷ い橙 普 通

口 唇部 縄 文の 庄痕　 口緑 部 附加 条一 種 （附 加 1 粂 ）

の縄 文 施 文
西 部 覆土 中層

T P lO 3 弥生 土 器 壷 － （3．2） －
石英 ・長石 ・雲母 ・
赤色 粒 子 にぷ い橙 普 通 胴 部 附加 条一 徳（附加 1 条）の縄 文施 文 中央 部穫 土 中層

（2）周溝墓

第1号周溝墓（第231～234図）

位置　調査区の中央部，C9区。標高30．5mの平坦部に位置している。第3号周溝墓の南西方向に，第2号周

溝墓の北西方向に位置している。

重複関係　後方部は第23号住居跡の上に構築している。くびれ部の南側周溝の覆土を第27号住居跡に掘り込ま

れている。くびれ部の北側周溝は第17号住居跡を掘り込んで，第1号井戸と第142号土坑に掘り込まれている。

前方部南西コーナー部の周溝は第114号土坑に掘り込まれている。
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二の沢B遺跡（古墳群）
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第23瑠図　第1号周溝墓実測図（1）
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第232回　第1号周溝墓実測図（2）

－　266　－



二の沢B遺跡（古墳群）
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第233図　第1号周溝墓実測図（3）

ー　267　－

4m

3　Kl

薄紅

「一一　　一一一i　　＿＿＿＿＿」

L
寸
L
d
ト
　
N
ト
L
 
r
ト
L
 
L
N
L
d
ト

＼
　
二
二

2m

』二二二二二二二土二二二二∃



第2錮図　第1号周溝墓実測図（4）
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二の沢B遺跡（古墳群）

規模藍形状　周溝内法で全長35丑mの前方後方乳　後方部の平面形は隅丸方形状でタ　周辺に比べ鋸賂mほど暦

高まりが確認できた。前方部長12。9mタ　後方部長22も2mでタ　前方部長：後方部長＝約2：3である。前方部幅

ユ逢。5m，後方部幅2mmであり，前方部幅：後方部幅＝約2：3である。士層を観察すると現在の耕作による

撹乱がほとんどであるが，わずかに封土と考えられるものが見られ，低墳丘と考えられる。第26層が旧表土の

可能性が考えられる。主軸方向はN－750－Eである。

墳丘土層解説（A－A

l　にぷい橙色　ロ

2　褐　灰　色　ロ

3　灰　褐　色　ロ

4　にぷい褐色　ロ

5　灰　褐　色　ロ

6　黒　褐　色　ロ

7　にぷい褐色　ロ

8　灰　褐　色　ロ

9　灰　褐　色　ロ

，B－Bつ

－ムブロック多量
－ムブロック少量
－ム粒子中量
－ムブロック中量
－ムブロック少量
－ム粒子微量
－ムブロック少量
－ム粒子微量

－ム粒子少量
10　にぷい褐色　ロームブロック中量
は　褐　　　色　ローム粒子少量
12　褐　　　色　ローム粒子少量
13　明　褐　色　ロームブロック微量
14　暗　褐　色　ローム粒子微量

15　灰　褐　色　ローム粒子少量
16　黒　褐　色　ロームブロック微量
17　明　褐　色　ローム粒子多量
18　暗　褐　色　ロームブロックや炭化粒子・鹿沼パミス微量

19　黒　　　色　炭化粒子中量，ローム粒子・鹿沼パミス微量

36　黒　褐　色　ローム粒子少量，廃土粒子・炭化粒子・鹿沼パミス微量
37　黒　　　色　炭化粒子少量，ロームブロック。焼土粒子微量
38　＝黒　　　色　炭化粒子中鼠鹿沼パミス少鼠　ローム粒子・廃土粒子微量
39　黒　　　色　炭化粒子少量，ローム粒子の焼土粒子微量

40　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼士粒子微量
射　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子e炭化粒子微量
42　黒　　　色　ローム粒子を炭化粒子少量

43　灰　褐　色　ローム拉子中鼠炭化粒子「鹿沼パミス少鼠焼土粒子微量
44　褐　　色　ローム粒子多量，鹿沼パミス少鼠焼土粒子・炭化粒子微量
45　褐　　　色　ロームブロック・粘土ブロック少邑焼土粒子・炭化粒子微量
46　黒　褐　色　ローム粒子の鹿沼パミス少鼠焼土粒子・炭化粒子微量
47　黒　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロックさ焼土粒子微量

48　極暗褐色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
49　黒　褐　色　礫中鼠　ロームブロック。焼土ブロックe炭化粒子微量
50　黒　褐　色　焼土粒子e炭化粒子少量ブ　ロームブロック・礫微量
51黒　褐　色　ローム粒子や焼土粒子少量，炭化粒子微量
52　黒　褐　色　炭化粒子・礫少量，ロームブロック・焼土ブロック微量
53　黒　　　色　炭化粒子少量，ローム粒子も焼土粒子も砂微量
54　黒　　　色　炭化粒子中量，ロームブロックe焼土粒子微量

20　灰　褐　色　ロームブロック・炭化路子e灰少量，焼土粒子微量　55　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
21黒　　色　炭化粒子中鼠　ローム粒子e焼土粒子微量　　56　黒　褐　色　ロームブロック0炭化粒子少量，焼土粒子微量
22　黒　　色　炭化粒子中量，ロームブロックの焼土粒子微量　57　極暗褐色　炭化粒子少量，ロームブロック微量
23　＝黒　　色　炭化粒子中鼠焼土粒子・粘土粒子少鼠ローム粒子微量　58　黒　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
24　黒　　色　炭化粒子中量，廃土粒子少量，ローム粒子・鹿沼パミス微量　59　褐　　色　ロームブロックも炭化粒子少量，焼土粒子微量

25　黒　褐　色　ローム粒子e炭化粒子少乳焼土粒子を粘土粒子微量　60　黒　褐　色　炭化粒子中量，ロームブロック少鼠焼土粒子微量
26　黒　褐　色　炭化粒子少鼠ロームブロック6焼土粒子微量潤表土）61黒　褐　色　ローム粒子さ炭化粒子中鼠焼土粒子微量
27　極暗褐色　ローム粒子少鼠　炭化路子ヰ粘土粒子微量　　62　暗　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロックや焼土粒子微量
28　褐　　色　炭化粒子中鼠ロームブロック少鼠焼土粒子・赤色粒子微量63　暗　褐　色　ロームブロックe炭化粒子少量，焼士粒子微量
29　極暗褐色　炭化粒子少量，ローム粒子・赤色粒子微量　　64　黒褐色　ロームブロック多邑炭化粒子少量，焼土粒子微量
30　黒　　色　ローム粒子さ炭化粒子少量，焼士粒子微量　　65　黒　褐　色　ローム粒子e炭化粒子e礫少鼠焼土粒子微量
31灰　褐　色　炭化粒子サ灰少鼠　ロームブロック微量　　　66　黒　褐　色　炭化粒子中量，ロームブロック・焼土粒子微量
32　褐　　色　炭化粒子も赤色粒子少邑ロームブロックサ焼土粒子微量67　黒　　色　炭化粒子中量，ローム粒子さ焼土粒子e礫微量

33　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少乳焼土粒子0粘土粒子微量　68　黒　　色　炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子。礫微量
34　灰　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　69　黒　　色　炭化粒子少鼠　ローム粒子微量
35　黒　　色　ローム粒子0炭化粒子少邑焼土粒子・鹿沼パミス微量70　黒　色　炭化粒子少量，ローム粒子微量

周溝　全周している。前方部の北西コーナー部と南西コーナー乳　後方部の南東コーナー部の掘り込みは浅く

なっている。規模は上幅1。9～4。6m，下幅1。3～3。6mで，深さ0。18～0。84mである。後方部の南東コーナー部で

は上幅1。9勘　下幅1。3mで，深さ0。18mと，極端に狭く浅くなっている。くびれ部の幅広の箇所では上幅8。9～

ユ0。3m，下幅7。9～8。8mで，深さ0。65～0。77mと極端に広くなっている。覆土はほぼレンズ状に堆積しているこ

とから，自然堆積と考えられる。

土層解説

C－C

l　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　灰　褐　色

6　灰　褐　色

焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子・廃土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子微量
ローム粒子・焼土粒子微量

ローム粒子少量，炭化物微量
ローム粒子少量

1　暗　褐　色　ロームブロック・砂粒少量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量

3　褐　　　色　ロームブロック少量

4　暗　褐　色　ロームブロック少量，鹿沼パミス微量

1黒　褐　色　ローム粒子や炭化粒子中量，焼土粒子微量
2　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子中量，鹿沼パミス少鼠焼土粒子微量

7　褐　　　色　ローム粒子中量

8　にぷい褐色　ロームブロック少量
9　灰　褐　色　ロームブロック中量，粘土粒子少量
10　にぷい橙色　ロームブロック中量
11にぷい褐色　ロームブロック少量

5　明　褐　色　ローム粒子多量
6　暗　褐　色　礫多量，ロームブロック少量
7　明　褐　色　ロームブロック中量

3　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

4　明　褐　色　ローム粒子極めて多量，焼土粒子e炭化粒子微量
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F－F

G－G

1

2

3

4

5

黒　褐　色　ロー
黒　褐　色　ロー
黒　褐　色　ロー

黒　褐　色

黒　褐　色

黒　褐　色

暗赤褐色
黒　褐　色

ム粒子微量
ム

ム

粒子少量，鹿沼パミス微量
ブロック・鹿沼パミス微量

ローム粒子少量，砂粒微量
ローム粒子・砂粒少量
ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ロームブロック少量，焼土粒子微量
ロームブロック・焼土粒子・礫微量

H－H

l　黒　褐　色　ローム粒子・砂粒少量
2　黒　褐　色　ロームブロック少量

4　暗　褐　色　ローム粒子・赤色粒子中量，鹿沼パミス少量
5　暗　褐　色　ロームブロック少量

6　暗　褐　色

7　灰　褐　色

8　明　褐　色

9　褐　　　色

10　褐　　　色

3　暗　褐　色

ローム粒子中量

礫多量，ローム粒子少量
ローム粒子多量

ロームブロック少量，焼士粒子微量
ロームブロック少量

ロームブロック中量
4　明　褐　色　ローム粒子多量

埋葬施設　封土を丁寧に下げていったが確認されなかった。最初から作らなかった可能性も考えられる。

遺物出土状況　土師器片659点，弥生土器片1349点，土製紡錘車1点，磨石1点，剥片1点，礪塙の原石1点，

不明石製品1点，礫25点，鉄鉱1点，不明鉄製品1点のほか，撹乱等により混入したとみられる須恵器片諷氏

陶器片6点，鉄淳（鉄分有り）1点が周溝から出土している。北側のくびれ部や後方部の北側と南側，前方部

西側から集中して出土している。159・P161の土師器高杯，167の土師器壷，168の土師器聾，177の弥生土器

壷は北側のくびれ部の底面から，178の弥生土器壷は覆土下層から，160の土師器高杯は覆土中層から出土して

いる。171・172の弥生土器壷は後方部南側の覆土下層から，173・174の弥生土器壷は前方部西側の覆土中層か

ら出土している。

所見　時期は，出土遺物から4世紀前半と考えられる。重複している古墳時代前期の第17号住居跡よりは新し

いが，時期差はほとんどないと考えられる。同じ墳形の第6号周溝墓と主軸方向がほぼ一致している。
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第235図　第1号周溝墓出土遣物実測図（1）

靡鴨．65毎夏巨芝6

二二三二′

10cm

＝三二′
」　　1＿＿　！



二の沢B遺跡（古墳群）
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第236図　第1号周溝墓出土遣物実測図（2）
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二の沢B遺跡（古墳群）

第1号周溝墓出土遺物観察表（第235～237図）

番号 種　 別 器種 口径 器 高 底 径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出　 土　 位　 置 備　 考

159 土 師器 高 年 ［14．0］ （5．1） －
石英 ・長 石 ・
赤 色 粒子

にぷ い黄 橙 普 通 杯 部 内 ・外 面 へ ラ磨 き くびれ 部周 溝 北側 覆土 40 ％ P L49

16 0 土 師 器 高 年
－ （3．1） －

石 英 ・長石 ・
雲 母 ・礫

にぷ い橙 普通
杯 部 外面 へ ラ磨 き，内 面 パケ 目調 整　 脚 部 内面

パ ケ 目調 整
くびれ 部層 溝北 側 覆土 10％

161 土 師 器 高 年
－ （3．9） － 石 英 ・雲 母 橙 普通

杯 部外 面 へ ラ磨 き　 脚 部外 面 へ ラ磨 き， 内面 指

ナ デ　 脚 部 3 孔 カ くびれ部 周 溝北 側 覆土 10％

162 土 師器 高 年
－ （4．2 ） － 石 英 ・長 石 ・礫 橙 普 通 脚 部外 面 へ ラ磨 き， 内 面指 ナ デ　 脚部 3 孔 後 方 部局 溝北 側 覆土 中 5 ％

163 土 師器 蔑称
－ （3．2 ） － 石 英 ・長 石 ・雲 母 橙 普 通 脚部 3 孔　 外 面赤 彩 後 方部 北 側周 溝 覆土 5 ％

164 土 師器 高年
－ （2月） ［10．8］ 長石 ・雲母 明 赤褐 普 通 脚 部 外 面パ ケ 自調 整 後へ ラ磨 き　 脚 部 4 孔 後 方部 北側 周 構 覆土 中 5 ％

165 土師 器 器 台
－
（3．4）

－ 長石 ・雲母 明 赤褐 普 通 脚 部 外面 へ ラ磨 き　 脚 部 3 孔 後 方部 周溝 東 側覆 土 中 5 ％

166 土 師 器 用
－
（2 ．6） ［4．0］ 石 英 ・長 石 浅黄 橙 普通 休 部外 面 へ ラ ナデ 後方 部周 溝 南側 覆 土 中 10％

167 土 師器 壷 ［16．7］ （6．1）
－

長 石 ・雲 母 ・
赤 色粒 子

に ぷい 橙 普通
口緑 部 内 ・外 面 及 び頚 部内 面 へ ラ磨 き　 頚部 外 面

へ ラ削 り後 へラ磨 き くびれ部 周 溝北 側底 面 10％ PL49

16 8 土 師器 嚢 ［20．3 ］ （22．0）
－

石 英 ・長 石 ・

礫 ・赤 色 粒 子
橙 普 通 口縁 部 内 ・外 面及 び休部 外 面パ ケ 昌調 整 くび れ部 周 溝北 側 覆土 20％

10 ％169 土 師器 襲
－
（4．8） 9．8

石 英 ・長 石 ・

赤色 粒 子
にぷ い橙 普 通 体 部 内 ・外 面 パ ケ 昌調整 後 方部 周 溝北 側 覆土

170 土師 器 小 形 襲 ［10．6］ （4．7）
－ 雲 母 ・赤 色粒 子 明 赤褐 普 通 体 部 外 面弱 いパ ケ 冒痕　 外 面 赤 彩 くびれ 部周 溝 北側 覆 土 10 ％

171 弥生 土 器 広 口壷 ［15．0］ （13．7 ） － 石 英 ・長 石 ・雲 母 にぷ い黄 橙 普 通
口唇 部縄 文 の庄 痕　 胴 部 附加 条二 種（附 加 1 条）の
縄 文 施文　 羽状 構 成 後方 部周 溝 南側 覆 土 20 ％ P L49

17 2 弥 生 土器 二とご雲貰 －
（9．2） 13．4 石英 ・長 石 ・雲 母 にぷ い黄 橙 普通

胴 部 附加 条 二種 （附 加 1 条）の 縄 文施 文　 羽 状構 成
底 部砂 目痕 後 方 部周 溝 南側 覆土 20％

173 弥 生 土器 壷 ？
－
（4．5）

－
石英 ・長石 ・雲母 黒 普 通 多 方 向 に沈嫁　 姑癌　 無 文 前 方部 周 溝西 側 覆土 5 ％ PI4 9

1 7 4 弥 生土 器 壷 ？
－
（4．2 ）

－
石 英 ・長石 ・雲母 にぷ い褐 普 通 多方 向 に沈 線　 貼 癌 に単 節 の縄 文施 文 前 方部 周 溝西 側 覆土 5 ％

175 弥 生土 器 壷 ？
－
（3．4）

－
石 英 ・長 石 ・雲 母 にぷ い褐 普 通 多方 向 に沈 線　 貼 癌 に単 節 の縄 文施 文 前 方部 周 溝西 側覆 土 5 ％

176 弥生 土 器 壷 ？
－
（4．6）

－
石 英 ・長 石 ・雲 母 にぷ い褐 普 通 多 方 向 に洗 練　 貼 癌 に単 節 の縄 文施 文 前方 部 周港 西側 覆 土 5 ％

177 I ，…M l
弥 生 土器

士 l
笠E

l （3．4）I I
7．6
石英 ・長 石 ・雲 母 ！ l

にぷ い黄 橙
I

普通
l

胴 部附 加条 二種（附加 1条 ）の 縄文 施文　 底 部木 葉痕
l

くびれ 部周 溝 北側 覆 土 5 ％
177 ’弥 生 土器 ことご笠E －

（3．4） 7．6 石英 ・長 石 ・雲 母 にぷ い黄 橙 普通 胴 部附 加条 二種（附加 1条 ）の 縄文 施文　 底 部木 葉痕 くびれ 部周 溝 北側 覆 土 5 ％

178 弥 生 土器 壷 － （2．1） 7．0 石英 ・長石 ・雲母 灰 黄 普通 胴 部附加 条 二種（附加 1 条）の縄 文施 文　 底部 布 目痕 くびれ部 周 溝北 側 覆土 5 ％

179 弥 生土 器 壷 － （2．6） ［7．6］ 石英 ・長石 ・雲母 に ぷい 黄橙 普 通 胴部 附加 条 二種（附加 1 条）の縄 文施 文　 底部 砂 昌痕 後 方 部周 溝 南側 覆 土 中 5 ％

180 弥 生土 器 てことご笠E －
（3．0） ［13．8］

石 英 ・長 石 ・
赤色 粒 子 浅 黄橙 普 通 胴部 附加 条二 種（附加 1 条）の縄 文施 文　 底部砂 目痕 後 方部 周 溝南 側 覆土 中 5 ％

181 弥生 土 器 てこよこナ璽E －
（5．5） 11．0

石 英 ・長 石 ・
雲 母 ・赤 色粒 子 にぷ い黄 橙 普 通 胴 部 附加 条一種 （附加 1 条）の縄 文施 文　 底 部砂 自痕 前 方部 周 溝西 側 覆土 中 5 ％

182 弥生 土 器 ニよこご婁 － （4．7） ［11．6］ 石 英 ・長 石 ・礫 にぷ い
浅 黄橙 普 通 胴 部附 加条 二種 （附 加 1 条）の縄文 施文　 底 部布 目痕 後 方部 周溝 南 側 覆土 中 5 ％

183 弥 生 土器 ニまご竺E － （4 ．1） ［15．9］
石英 ・長石 ・
雲母 ・赤色 粒 子 橙 普通 胴 部附 加条 一種（附加 1 条）の縄文 施文　 底 部砂 目痕 くびれ 部周 溝 北側 覆土 5 ％

184 弥 生土 器 セ互E － （4．1） 5．7 石英 ・長石 ・雲 母 灰 褐 普 通 胴 部 附加 条 の縄 文施 文　 底 部布 目痕 後 方 部周 溝 南側 覆 土 中 5 ％

185 弥 生土 器 こことご笠E －
（う．4 ） ［7．8］ 石英 ・長石 ・雲母 に ぷい褐 普 通 胴部 附加 条二 種（附加 1 条）の縄 文施 文　 底部 布 目痕 後 方 部周 溝 南側 覆 土 中 5 ％

186 弥生 土 器 ＝土ご箋E － （2．4） ［7．4］
石 英 ・長 石 ・
雲母 ・礫 にぷ い褐 普 通 胴部 附加 条二 種（附加 1 剣 の縄 文施 文　 底 部 布 目痕 後 方部 周 港 東側 覆土 中 5 ％

18 7 弥生 土 器 士笠E － （2．4） 7．6 石 英 ・長 石 ・雲 母 にぷ い褐 普 通 胴 部 附加 条一種 （附 加 1 条）の縄 文施 文　 底 部布 目痕 後 方部 周 溝東 側 覆土 中 5 ％

188 弥 生 土 器 ニ土ごヨ互 － （2．9） ［7．0］ 石 英 ・長 石 ・雲 母 にぷ い褐 普 通 胴 部 附加 条 の縄 文 施文　 底 部 布 目痕 くびれ 部周 溝 北側 覆 土 5 ％

189 弥 生 土器 一こまこご覧E … （2 ．5） ［10．1］
石英 ・長石 ・
雲母 ・赤色 粒 子

にぷ い褐 普通
胴 部 附加 条 一種 （附加 1 条 ）の 縄 文施 文　 羽 状構 成

底 部木 葉 痕 後方 部 周溝 南 側覆 土 中 5 ％

190 弥 生土 器 てこたご笠E － （1．9） 7．1
石英 ・長 石 ・
雲母 ・赤色 粒 子

にぷ い黄橙 普通 胴部 附加 条 一種（附加 1 条 ）の縄 文 施文　 底部 布 目痕 後方 部周 溝 東側 覆 土 中 5 ％

191 弥生 土 器 七宝E － （1．6 ） ［7．3］ 石英 ・長石 ・雲母 にぷ い黄橙 普 通 胴部 附 加 条の 縄 文施 文　 底 部木 葉 痕 後 方 部周 溝 東側 覆 土 中 5 ％

T P l13 土 師器 台付 嚢 － （2．1） － 石 英 ・長 石 ・雲 母 橙 普 通 頸部 内 ・外 面 パ ケ 目調整　 S 字 状 口縁 くびれ部 周 溝南 側 覆土 中

T P l17 弥 生 土 器 て土ご覧E － （2．9） － 石 英 ・長 石 ・雲 母 にぷ い褐 普 通
口唇部 キザ ミ目　 口綾部 2 本櫛 歯 による波状 文施 文
隆帯部棒 状工 具 による押庄 後 方部 周 溝南 側 覆土 中

T P118 弥 生 土器 二L・竺E － （4 ．1） － 長石 ・雲母 にぷ い橙 普 通
頚 部 4 本 櫛 歯 に よる横 走 文 ・格 子 目文施 文
胴 部 附加 条 の縄 文 施文 くび れ部 周溝 北 側覆 土 中

T P 121 弥 生土 器 広 口壷 － （5．4） － 石英 ・長 石 一雲 母 にぷ い黄 橙 普通
口唇部 縄 文 の押 庄　 口綾部 附 加条 一 種（附加 1 条）

の 縄文 施 文　 隆 帯部 へ ラ状 工 具 に よる キザ ミ目
後方 部 周溝 南側 覆 土

T P 123 弥 生土 器 “こ圭こr寛 －
（4．2）

－ 石英 ・長 石 ・雲母 に ぷい 橙 普 通 口 唇部 縄 文 の押 庄　 口縁 部 無 文　 頚部 縄 文施 文 前 方 部周 溝 西側 覆 土

T P 124 弥生 土 器 二土ご覧E －
（2．8 ）

－ 石英 ・長石 ・雲母 明赤 褐 普 通 口唇部縄文の押庄　 目線部 4 本櫛歯 による波状 文施文 後 方 部周 溝 南側 覆 土 中

T P 125 弥生 土 器 小 形 壷
－
（1．7）

－
石 英 ・長石 ・雲 母 にぷ い橙 普 通 口縁 部 附加 条 の縄 文 施文　 孔 （外 か ら内へ ）有 り くびれ部 周 溝北 側 覆土 中

T P126 弥 ′上土 器 －ニ土・ヨ芝 －
（3．5）

－ 石 英 ・長 石 ・雲 母 にぷ い橙 普 通
口唇 部縄 文 の押 庄　 口緑 部 附加 条一 種（附 加 1 条）

の縄 文施 文
後 方部 周 溝東 側 覆土 中

TP 127 弥 生土 器 一こ土ニナ写E －
（3 ．2）

－ 石 英 ・長石 ・雲 母 にぷ い橙 普通
口唇 部縄 文 の押 庄　 目線 部附 加 条二 様（附 加 l 条）

の縄 文施 文　 口綾部 下 端 に貼 癌
後 方部 局 溝東 側 覆土 中

T P 131 弥 生土 器 ＝土ご二弦芝 （2．5） 石 英 ・長 石 ・雲 母 にぷ い橙 普通 頚 部 2 本 櫛 歯 に よる縦 区 画， 区画 内 に綾 杉 文施 文 後 方部 周溝 東 側 覆土 中
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番号 種　 別 器種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出　 十　 位　 置 備考

T P132 弥生土器 壷
－
（3．6 ） － 石英 ・長石 ・雲母 橙 普通

頸部 4 本櫛歯による波状文施文　 胴部波状文の上 を

附加条の縄文施文
後方部周溝東側覆土中

T P133 弥生土器 壷 －
（2．2）

－
石英 ・長石 ・雲母 にぷい橙 普通 頚部格子目文 ・刺突文の上に円形浮文 くびれ部周溝北側覆土

T P134 弥生土器 壷 － （1潮 － 石英 ・長石 ・雲母
にぷい橙 普通 頚部 3 本櫛歯による波状文施文 くびれ部周溝北側覆土 中

T P135 弥生土器 ニ土ご互E －
絃5） － 石英 ・長石 ・雲母 にぷい橙 普通

頚部 4 本櫛歯による縦区画，区画内に波状文施文 後方部周溝東側覆土中

T P137 弥生土器 ことヨ互 －
紘0）

－
石英 ・長石 ・雲母 にぷい橙 普通 頚部 5 本櫛歯による縦区画，区画内に横走文施文 後方部周溝南側覆土中

T P 138 弥生土器 ニ土ご箋E －
（5．0） － 石英 ・長石 ・雲母

にぷい橙 普通
頚部 4 本櫛歯による縦区画，区画内に波状文施文

隆帯部指頭 による押庄
後方部周溝南側覆土中

T P 14 1 弥生土器 てこヒr宣E －
（4．8）

－
石英 ・長石 ・雲母 にぷい橙 普通

頚部 4 本櫛歯による縦区画，区画内に格子 目文施文

胴部附加条の縄文施文
後方部周溝南側覆土

T P 146 弥生土器 レニエこご・写E － （4．0） － 石英 ・長石 ・雲母
にぷい黄橙 普通 頚部 6 本櫛歯による波状文施文 くびれ部周溝南側覆土

T P 148 弥！上工器 壷 －
（4．5） － 石英 ・長石 ・雲母

にぷい橙 普通 頚部格子目文施文 後方部層溝東側覆土中

T P 149 弥′主上器 一二とご笠E －
（3．2）

－
石英 ・長石 ・雲母 橙 普通

胴部附加条一種（附加 1 条）の縄文施文　 羽状構成

上端はその上に下向きの連弧文施文
後方部周溝東側覆土中

T P 150 弥′トト器 ・こことご雪互 … （4月） － 石英 ・長石 ・雲母
にぷい橙 普通

頚部 3 本櫛歯による縦区画，区画内 に横走文施文

胴部附加条一種（附加 1 条）の縄文施文
後方部周溝南側覆土中

T P 152 弥生土器 てこ土ご貰E －
（3．7）

－
石英 ・長石 ・雲母 にぷい橙 普通

頚部下端櫛歯による横走文施文　 胴部附加条一種

（附加 1 条）の縄文施文
後方部周湛北側覆土

T P 153 弥生土器 二土ご笠互 －
（2．4）

－
石英 ・長石 にぷい橙 普通

頚部 4 本櫛歯による縦区画，区画内 に横走文施文

隆帯部指頭による押庄
後方部周溝南側覆土中

T P 155 弥′上土器 ニ土コ．慧 － （3．6） － 石英 ・長石 ・雲母
にぷい黄橙 普通 胴部附加条二種（附加 1 条）の縄文施文　 羽状構成 後方部周溝南側覆土中

T P 16 1 弥生土器 壷 －
（2．6）

－
石英 ・長石 ・雲母 浅黄橙 普通 胴部附加条の縄文施文　 外面赤彩 後方部周溝東側覆土中

T P 165 弥生土器
l
二土ご箋E － （4．9） －

石英 ・長石 ・

雲母 ・赤色粒子 l
橙 普通
l

胴部附加条一種（附加 1 条）の縄文施文　 羽状構成 くびれ部周溝北側覆土

番号 器　 種 長 さ （径） 幅 （孔径） 厚さ 重量 材　 質 特　　 徴 出土位置 備　 考

D P 8 紡錘車 4．6 0．7 1．6 38．2 土 上下面刺突文　 側面格子 目文　 断面長方形 後方部周溝南側覆土中 100％ P L50

Q 37 石皿 21．5 12．0 8．7 2787．8 砂岩 凹部分磨痕跡有 り くびれ部周溝北側覆土中 未掲載

Q 38 剥片 3．7 2．6 1．2 11．1 チャー ト 上部か らの打撃による剥離 くびれ部周溝北側覆土中

Q 39 不明石製品 6．1 5．0 2．3 79．0 瑠璃 側面丁寧に研磨 くびれ部局溝南側覆土中 久慈川産

Q 40 不明石製品 （4．7） 2．0 1．1 （20．6） 蛇紋岩 表面丁寧に研磨，小形の柱状石斧の基部か 後方部周潅南側覆土中

M ll 鉄鉱 （5．1） 0．9 0．9 （5．9） 鉄 鉄身部 ・茎尻部欠損　 茎部断面方形 くびれ部周溝南側覆土

第2号周溝茎（第238～240図）

位置　調査区の中央乳ClO～Dll区。標高30。Omの平坦部から台地の縁辺部にかけての場所に位置している。

第1。3号周溝墓の南東方向に位置している。

重複関係　北側周溝上に第24号住居が床を貼って構築されている。

規模と形状　周溝内法で全長27。5mの前方後方形で，後方部はほぼ整然とした方形で，周辺に比べOも6mほどの

高まりが確認できた。前方部長9。5m，後方部長18。Omであり，前方部長：後方部長＝上2である。前方部幅

12．0m，後方部幅16。1mであり，前方部幅：後方部幅＝上3である。トレンチヤーによる撹乱が激しくて旧

表土は確認できなかった。主軸方向はN－190－Wである。

墳丘土層解説（A－A’，B－B’，C－C’）
1褐　　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量　11暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　灰　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　12　黒　　色　ローム粒子・焼士粒子・炭化粒子微量

3　褐　　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量13
4　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量　　14
5　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量15
6　黒　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量16
7　にぷい褐色　ロームブロック多量　　　　　　　　　　　　17
8　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量　　　　18
9　明　褐　色　ローム粒子多量　　　　　　　　　　　　　　19

10　褐　　　色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子微量　　20

暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

褐　　　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
極暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
にぷい橙色　ローム粒子多量，炭化粒子・礫微量
にぷい褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子・礫微量
褐　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
黒　褐　色　ローム粒子。焼土粒子・炭化粒子微量
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21暗　褐　色　ローム粒子e焼士粒子・炭化粒子・礫微量
22　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
23　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
24　極暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
25　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子e炭化粒子微量
26　黒　　　色　ロームブロックe焼土粒子・炭化粒子微量

27　にぷい褐色　ロームブロック少量，　炭化粒子微量
28　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
29　黒　褐　色　ローム粒子・焼土ブロックや炭化粒子微量
30　黒　　　色　ローム粒子・焼土粒子。炭化粒子微量
31暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
32　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子さ炭化物微量
33　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
34　褐　　　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

35　灰　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック微量
36　褐　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
37　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
38　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
39　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
40　黒　　　色　ローム粒子微量

姐　黒　褐　色　ローム粒子i焼土粒子・炭化粒子。礫微量
42　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子や炭化粒子・礫微量
43　黒　褐　色　ロームブロックe焼土粒子。炭化粒子e礫微量
44　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子e炭化粒子微量
45　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
46　褐　　　色　ローム粒子少量，焼士粒子・炭化粒子微量
47　黒　褐　色　ローム粒子e焼土粒子・炭化粒子微量

48　にぷい褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
49　明　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
50　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
51暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
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暗　褐　色　ローム粒子・廃土粒子・炭化粒子微量
褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子e炭化粒子微量
暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子e炭化粒子微量

暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
黒　褐　色　ローム粒子・焼士粒子・炭化粒子微量
暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
褐　　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
暗
黒
黒
賠
暗
黒

赤褐色　ローム粒子中量，焼土粒子e炭化粒子微量

色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・礫微量
褐　色　ロームブロック・焼士粒子・炭化粒子・礫微量
褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化材微量
褐　色　ローム粒子・礫少量，焼土粒子・炭化粒子微量
褐　色　礫多量，ローム粒子少量
褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
暗　褐　色　ローム粒子少量，礫微量

暗　褐　色　ローム粒子少量，焼士粒子・炭化粒子微量
黒　褐　色　礫多量，ローム粒子少量

褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
黒　　　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子の礫微量
黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・礫微量
暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化材微量
暗　褐　色　ローム粒子8礫少亀焼土粒子・炭化粒子微量
黒　褐　色　礫多量，ローム粒子少量

褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
暗　褐　色　ローム粒子少量，礫微量
暗　褐　色　ローム粒子少鼠　焼土粒子・炭化粒子微量

周湧　全周している。後方部の北西コーナー部の掘り込みは浅くなっている。規模は上幅2。8～4。0恥下幅1。7

～2。8mで，深さ0．28～0。8mである。後方部の北西コーナー部では上幅3。2m，下幅2。3mで，深さ0。28mと，幅

に変化はないが浅くなっている。くびれ部の幅広の箇所では上幅8。5m，下幅6。1mで，深さ0。7mと極端に広く

なっている。覆土はほぼレンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
D－D

l　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・鹿沼パミス微量
2　褐　　　色　ローム粒子中量
E－E

l　黒　褐　色　ローム粒子も鹿沼パミス微量

2　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子・鹿沼パミス微量
3　暗　褐　色　ローム粒子ザ炭化粒子少量，焼土粒子微量
4　暗　褐　色　ローム粒子e焼土粒子・鹿沼パミス少量
5　黒　褐　色　礫中量，粘土粒子少量
F－F

1

2

G－G

1

2

黒
里
∵
一
黒
窯

褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子・鹿沼パミス微量
褐　色　ロームブロック少量，礫微量

褐　色　ローム粒子・焼士粒子微量
褐　色　ロームブロック中量

3　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

6　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・鹿沼パミス少量
7　褐　　　色　ロームブロック中量

8　暗　褐　色　ローム粒子少量，鹿沼パミス微量
9　褐　　　色　ロームブロック少量
10　暗　褐　色　ロームブロック少量，鹿沼パミス微量

3　暗　褐　色　ロームブロック中量，礫・砂粒少量

3　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

埋葬施設　封土を丁寧に下げていったが確認されなかった。最初から作らなかった可能性も考えられる。

遺物出藍状況　土師器片265点（内50点ほどは平安時代のもので混入したもの），弥生土器片55点，鉄鉱2氏

不明鉄製品2息礫17点のほか，撹乱等により混入したとみられる須恵器片89点，緑粕陶器1点，鋤先1息

鉄鎌4点が周溝から出土している。後方部の西側や北側，くびれ部の外側から集中して出土している。平安時

代の土師器片や須恵器片，緩和陶器夕　鋤先，鉄鎌は周溝西側のくびれ部の内側から投棄された状況で出土して

いる。192の土師器壷は西側のくびれ部の外側の底面から，193の土師器壷は外側の覆土中層から，195の土師

器賓は東側のくびれ部の底面から出土している。1940196の土師器嚢は後方部の北側の覆土下層から，197の

弥生土器壷は後方部の西側の覆土甲層から出土している。
－I　′　　．1　　　1　　11「T・ト一・、　1　′1′＿　　I　＿　＿l＿．1，　　－＿、　　Il l　′rl－l　　＿で＿、　‘．▼＿l r I I L I l　　　　ゝ　　　．I．　　▼　　　　ヽ

所凰　時期はタ　出土遺物から4世紀前半と考えられる。
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第238図　第2号周溝墓実測図（1）
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二の沢B追跡し古墳群、）

第鵠図　第2号周湛墓実測図（2）
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f

第240回　第2号周溝墓実測図（3）

第241図　第2号周溝墓出土遣物実測図（1）
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二の沢B遺跡（古墳群）
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第242図　第2号周溝墓出土遺物実測図（2）
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第243図　第2号周溝墓出土遺物実測図（3）
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二の沢B遺跡（古墳群）

∠二賓一馬

第244図　第2号周溝墓出土遺物実測図（4）

第2号周溝墓出土遣物観察表（第241～244図）

i

階
・堕。

唆
0　　　　　　　　　　　10cm

」　　＿1ニ　　［

番号種　別器種口径器高底径 胎　　土 色　調 焼成 手　　法　　の　　特　　徴 出　土　位　置 備　考

192 土師器 壷 16．6 （6．0）
石英・長石・

雲母・礫
橙 普通
頚部に円形浮文，頚部内・外面弱いパケ
目調整

くびれ部周溝西外側底面5％PL49

193 土師器 望 （33．4）－
石英・長石・
雲母・赤色粒子・礫にぷい橙普通

頚部外面弱いパケ目調整　休部外面へラナテ・

ヘラ削り，内面弱いパケ目調整
周溝西外側襟土 70％PL49

194 土師器 整 －（12．4）8．5
石英・長石・
雲母・赤色粒子・礫

にぷい褐普通体部外面へラ削り，内面へラナデ 後方部周溝北側覆土下層10％

195 土師器 粟 －（6．9）7．0
石英・長石・
雲母・赤色粒子 明褐 普通体都外面へラ削り，内面へラナデ くびれ部周溝東側底面10％

196 土師器 嚢 －
（6．6）4．4
石英・長石・
雲母・礫
にぷい橙普通体部外両へラ削り，内面へラナデ 後方部周溝北側覆土下層10％

197 弥生土器雲E （3．2）［12．5］石英・長石・雲母にぷい黄橙普通
胴部附加粂二種（附加1条）の縄文施文
底部砂目疾 後方部周溝西側覆土 5％

198 土師器 坤・［14月］（4．1） 石英・長石・雲母にぷい橙普通
休部外面下端へラ削り，内面へラ磨き
内面黒色処理

周溝北外側覆土 20％

199 土師器 杯［11．4］2．9 ［8．0］
石英・長石・
雲母・礫 橙 普通体部外両横ナデ　底部回転へラ切り後ナデ くびれ部周溝西内側覆土30％

200 土師器 襲 20．5 （16．7）－
石英・長石・
雲母・礫・骨針

にぷい橙普通体部内・外面へラナデ くびれ部周溝西内側覆土40％

201 土師器 婆［20．0］（27．5）－
石英・長石・礫・

赤色粒子
橙 普通
体部外面へラ削り・ヘラナデ，内面強いへラ

ナデ
くびれ部周洛西内側覆土30％PI49

202 土師器 襲［21．0］（29．1）－
石英・長石・礫・
赤色粒子 橙 普通休部外面へラ削り・ヘラナデ，内面へラナデくびれ部周溝西内側覆土40％

203 土師器 婆［25．0］（34．0）
石英・長石・
雲母・礫・赤色粒子

にぷい褐普通休部外面へラ削り・ヘラナデ，内面へラナデくびれ部周溝西内側覆土30％

204 土師程 襲［20胡（7．3）－
石英・長石・
赤色粒子 橙 普通体部内・外面へラナデ くびれ部周潅西内側覆土5％

205 土師器 嚢［20．6］（8．9）－
石英・長石・
雲母・礫・赤色粒子 淡黄 普通体部内・外面へラナデ くびれ郎周溝西内側覆土5％

206 土師恕 賓［20．4コ（11．3）
石英・長石・
雲母・礫・赤色粒子

にぷい橙普通休部外面へラ削り，内面へラナデ くびれ部周溝西内側覆土5％

207 須恵器 蓋【17．2］（2．3）
石英・長石・

雲母・骨針
黄灰 良好天井部回転へラ削り くびれ部周溝西内側覆土30％

208 須恵器 斐 （2．3）［18．4］
石英・長石・
雲母・礫・赤色粒子明赤褐 普通体部外面へラ削り　底部板目状の庄痕 くびれ部周溝西内側覆土5％

209 須恵器 襲 －（5．5）［15．0］石英・礫・骨針 灰 普通休部外面へラ削り，内面へラナデ くびれ都周洛西内側覆土5％

210 緑粕陶器椀 （1．4）8．2 緻密 灰白 良好見込みに圏線が巡る　全面に緑粕発色 くびれ部周溝西内側覆土
10％黒笹

90号窯

TP170弥生土器∃貰 （4月） 石英・長石・雲母 橙 普通胴部附加粂二種（附加1条）の縄文施文　羽状構成後方部周溝西側覆土
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番号 器　 種 長　 さ 幅 厚 さ 重畳 材質 特　　 徴 出　 土　 位　 置 備考

M 13 鋤先 組7） 7．8 1．3 （63．4ラ 鉄 平面U 字形　 断面Y 字形 くびれ部周藩西内側覆土 P L 51

M 14 鎌 （13．6） 3 ．9 0．5 85．9 鉄 完存　 端部上端折 り返 し くびれ部局藩西内覆土 PL 51

M 15 鎌 （15扉 3．8 0．4 （74潮 鉄 刃部先端欠損　 端部上端折 り返 し くびれ部酢溝酋内側覆土 PL 51

M 16 鎌 （11潮 4．3 0．4 105．8 鉄 完存　 端部上端折 り返 し くびれ部層清西内側覆土 PL 51

M 17 鎌 （10．3） 3．2 0．3 （27潮 鉄 刃部先端 ・基部欠損 くびれ部周溝酋内側穫土 P L 51

M 18 鉄鉱 （10．2） 1．8 0．4 （16．9） 鉄 鉱身部 ・茎尻部欠損　 茎部断面長方形 くびれ部周溝西内側覆土

M 19 釘 賂6） 0．7 0．7 （13．4ラ 鉄
脚部先端欠損　 頭部先端は叩かれ直角に折 り曲が られ

ている　 脚部断面方形
くびれ部層溝西内側覆土 P L 51

M 20 不明鉄製品 （3．4′） 0．4 0．4 （1．9） 鉄 断面方形 くびれ部周溝酋内側覆土中

M 21 不明鉄製品 （2。7） 0．4 私4 （2．0） 鉄 断面方形 くびれ部局潅西内働覆土

第選考腰湧董（第245回）

位置　調査区の中央乳B9～BlO区。標高30。5mの平坦部に位置している。第1号周湛墓の北東方向に，第

2出離音墓の北西方向に位置している

規模た形状　墳丘は削平されていてタ封土の状況は不明である。層藩を含めた径相。mの円形で　周溝内径で

11．IiI11である∴主軸方向はN－30J－Wである。

周湧　全属している。上幅。鵬㌦。m　下幅。舶～。閥mで　深さ。封～。mである。覆土は撹乱がみられる

がタ　ほぼレンズ状に堆積していることからタ　自然堆積と考えられる。

第鍼5囲　第3号周溝墓実測図
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二の沢B遺跡（古墳群）

土層解説

A－A

l　極暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量　4　黒　褐　色　炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量
2　黒　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量　5　明　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子中量
3　褐　　　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量　6　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子中量，焼土粒子微量
B－B

l　黒　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量　6　黒　　　色　炭化粒子少量，ローム粒子微量

2　黒　　色　炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子微量　7　にぷい褐色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
3　褐　　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量　8　灰　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
4　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量　9　明　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量
5　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

埋葬施設　確認されなかった。

遺物出土状況　土師器片131点，弥生土器片44点，礫13点のほか，撹乱等により混入したとみられる須恵器片

2点が周溝から出土している。211の土師器高杯は北東部周溝の覆土下層から，212の土師器聾は東部周溝の

覆土下層から，215の弥生土器高杯は南部周溝の覆土下層から，216の弥生土器壷は南西部周溝の覆土上層から

出土している。

所見　時期は，出土土器から4世紀前半と考えられる。

笠二
戦地璧醐鱒

疋7，
第246回　第3号周溝墓出土遣物実測図

第3号周溝墓出土遺物観察表（第246図）

／

′・Rt一●、へ＼

ーl二⊂壬
214

働＿亡空

10cm

」＿＿＿＿＿＿＿　」　‥　　　！

番号種　別器種口径器高底径胎　　土 色　調焼成 手　　法　　の　　特　　徴 出土位置 備　考

211 土師器高杯［21．2］（6．0）
石英・長石・
雲母・礫
橙普通林部外面へラ磨き，下端へラナデ 北東部同港覆土下層20％

212 土師器襲［16．0］（4．0）－
石英・長石・
雲母・赤色粒子
にぷい褐普通口絵部外両横ナデ，内面へラナデ 東部周溝覆土下層5％

213 土師器要－（1．6）［4．0］
石英・長石・
赤色粒子
にぷい橙普通体部内・外面ナデ 北東部周溝覆土中5％

214 土師器甑－
（1．2）
石英・長石・
雲母
にぷい橙普通体部内・外面ナデ 北東部周溝覆土中5％

215 弥生土器高杯－
は6）
－
石英・長石・
雲母・赤色粒子
浅黄普通外面附加条二校（附加1粂）の縄文施文 南部周溝覆土下層10％PL49

216 弥生土器宝芝－
（6．0）［13．0］
石英・長石・
雲母・赤色粒子浅黄橙普通

胴部附加粂二種（附加1条）の縄文施文　底部砂

目疾
南西部周溝覆土上層5％
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番号 巨を 別
器　穫
［二可 器可 般 i 飴　 士 i 色 調

焼成 手　 法　 グラ　 特　 徴　　 i 出土位置 i備考

2中 撞土器
壷
斗 20車 可　 石英儲

普通
桶 附加条一酌 狛 条拗亀文施文 底部璃 痕 巨 醐 周溝覆土中 5％

飢8　　弥生土器 ここ土ご覧E
斗 2て車 道車 英㈲ 雲母巨 黄褐

普通 胴部附加条二軽く附加1条）の縄文施文　底部布目痕　　 南西部層溝覆土申　 5％

219　　弥生土器 葱 圧5ラ　［7．の　 石英お産石e雲母　 にぷい褐 普通 胴部附加条一種（附加ユ条）の縄文施文　底部木葉痕　　 南西部屠溝覆土中　 5％

220　　弥生土器 壷
つ 舶 恒 十 幾 許

普通 胴部下端無意　底部布目痕　　　　　　　　　　　 北西部屠溝葦二か戸　 5％

TP17車 生土器
広口意
… 巨 の　 つ 石英∵紆 雲母巨 ぷい橙

普通 宗芸蒜芸ぎ孟崇施完縁部無文 隆帯上指頭による押牛 揉部局清覆土 i

TP17車 生土器
壷
」 空 士 斗 掛 読 議 不 言 褐

普通 票差は譜 翳話語 区画誹 画内に横走文施文　 巨 離粕漬覆土 i

TP174　弥生土器 意
斗 抽　　 葺 詣 高 圧 ぷい黄橙

普通
畿 文管 格子目文管とを踊 胴部単軌 Rの縄 巨 醐 遅滞覆土

第5号腰溝葺（第247図）

位置　調査区の南部　D鼠区0標高狼mの平坦部から台地の縁辺部近　にかけての場所に位置している。第

2出航昔墓の南方向に位置している

・′・　　　ノ：’、′　ノくノ　、　、′　　′　ノ、′′、　∴ノ、′∴　　　　　　′ノ　　　′　　′′　、．

筋骨住居跡を掘　込んで構築している。
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自然堆積と考えられる。〕

土層解説
A－A

l　黒褐色　ローム粒J∴焼日八つ’・・尉路′丁・鹿沼ハミス少量

2　暗褐色　ローム粒子の焼土粒子つ射協翫「鹿沼パミス少量

3　暗褐色　ロームブロックぁ赤色粒子少量
B－B

l　暗褐色　ローム粒子ゆ鹿沼パミス少鼠　赤色粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック少量

4　褐　色　ロームブロック中量，赤色粒子少量

5　暗褐色　しトムブし「ソケ・赤色粒子・鹿沼ノ（ミス少量

3　褐　色　ロームブロック少量

芋東軒
．，　＿　　∴　′　ノ　　　　ノ　　′

臣

鴻
瑠　　瑠

一一一一一　2机　一IF－1

0　　　　　　　　　　　2m
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二の沢B遺跡（古墳群）

C－C

l　黒褐色　ロームブロック・赤色粒子・鹿沼パミス少量

2　黒褐色　ロームブロック少量，鹿沼パミス微量
3　黒　色　ロームブロック微量

4　黒褐色　ロームブロック微量
5　暗褐色　ロームブロック少量，赤色粒子微量
6　暗褐色　ローム粒子・赤色粒子少量
D－D

l　黒褐色　ローム粒子・赤色粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子少量，赤色粒子微量
3　褐　色　ロームブロック少量，赤色粒子微量
4　黒褐色　ロームブロック少量，赤色粒子微量
E－E’

1　暗褐色　ロームブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子少量

埋葬施設　確認されなかった。

遣物出土状況　磨石1点，礫5点のほか，撹乱等により混

入したとみられる縄文土器片1点，弥生土器片1点が周溝

から出土している。

10cm

！　　　；　　　！

第248図　第5号周溝墓出土遺物実測図

所見　遺構に伴うと考えられる出土遺物がないため，時期を決定することは難しいが，遺構の形態から前期と

考えられる。

第5号周溝墓出土遺物観察表（第248図）

番号 ． 器種 口径 器高 底径 胎　　 土 色調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出　 土　 位　 置 備考

T P177 弥生土器 壷 － （3．9）
－
石英 ・長石 ・雲母 橙 普通 頭部 4 本櫛歯による縦区画，区画内に横走文地文 北西 コーナー部周溝覆土中層

番号 器種 長　 さ 幅 厚 さ 重　 畳 材　 質 特　　 徴 出　 土　 位　 置 備考

Q 41 磨石 （8．0） （12．9） 5．3 （793．8 ） 安山岩 3 面に磨 りの痕跡有り 北西コーナー部周溝底面

第6号周溝基（第249～251図）

位置　調査区の南部，E9～ElO区。標高約31．2mの平坦部に位置している。第1号周溝墓の南方向に離れて，

第5号周溝墓の南西方向に位置している。

重複関係　前方部は第34号住居跡の上に構築している。後方部は第33・35号住居跡の上に構築している。南側

周溝は第32号住居に掘り込まれている。

規模と形状　周溝内法で全長31．0mの前方後方形で，後方部はほぼ整然とした長方形で，周辺に比べ1．0mほど

の高まりが確認できた。前方部長12．0m，後方部長19．0mであり，前方部長：後方部長＝約2：3である。前

方部幅12．0m，後方部幅14．8mであり，前方部幅：後方部幅＝約3：4である。主軸方向はN－780－Eである。

墳丘土層解説（A－A，，F－F’，G－G’，H－H′）
1　黒　　　色　炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子微量
2　黒　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
3　黒　　　色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
4　黒　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
5　黒　　　色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
6　黒　褐　色　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量

7　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
8　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
9　灰　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量
10　黒　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
11黒　褐　色　炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子微量
12　黒　褐　色　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
13　黒　　　色　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
14　黒　褐　色　炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子微量

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

黒

褐

黒

黒

里

嘉
蕪

色　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量

灰　色　粘土粒子中量，炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
褐　色　炭化粒子少量，ローム粒子微量
色　炭化粒子中量，ローム粒子微量
色　ローム粒子・炭化粒子微量
色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼十粒子微量

にぷい褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量
灰
里

嘉
里

）：暮：－：

褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック微量
色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

褐　色　ロームブロック中呈，焼土粒子・炭化粒子微量
色　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量

周溝　全周している。前方部の南西コーナー部の掘り込みは浅くなっている。規模は上幅2．2～3．8m，下幅1．7

～2．7mで，深さ0．24～0．64mである。前方部の南西コーナー部では上幅4．0m，下幅3．0mで，深さ0．24mと，幅
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広くなっている。特に北側で広くなっている。覆土はほぼレンズ状に堆積していることからタ　自然堆積と考え

られる。

土層解説
B－B

l　黒　褐　色　炭化粒子多鼠　ロームブロック少鼠焼土粒子・礫微量　5　黒
2　黒　褐　色　ロームブロック少数焼土粒子・炭化粒子・礫微量6　黒
3　黒　　　色　ローム粒子の炭化粒子少量，焼土粒子・礫微量　7　窯
4　黒　　　色　炭化粒子。礫少鼠　ロームブロック0焼土粒子微量
C－C

ユ　黒　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
2　黒　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
3　褐　　　色　ロームブロック少量夕　廃土粒子の炭化粒子微量

褐
里
∵

D

 

E

一

1

2

一

D

 

E

色　ローム粒子6炭化粒子少量，焼土粒子微量
色　焼土粒子0炭化粒子少量タ　ローム粒子微量
色　炭化粒子少量タ　ローム粒子の焼土ブロック0礫微量

4　黒　褐　色　ロームブロックの焼土粒子の炭化粒子微量
5　里　　　色　ロームブロックe炭化粒子微量

色　ロームブロック少量，焼土粒子0炭化粒子微量　3　黒　　色　炭化粒子少量，ローム粒子0焼土粒子微量
色　ロームブロックe炭化粒子少量夕焼土粒子微量　4　褐　　色　ロームブロック中鼠炭化粒子微量

1　黒　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量　　　　　　3　黒
色　炭化粒子少量，ロームブロックも焼土粒子微量　4　黒

色　炭化粒子や砂少量ク　ローム粒子の焼土粒子微量
色　炭化粒子少量，ローム粒子も焼土粒子微量

埋葬施設　封土を丁寧に下げていったが確認されなかった。最初から作らなかった可能性も考えられる。

遺物出藍状況　土師器片332点（内80点ほどは平安時代のもので混入したもの上　弥生土器片舶点　不明石製

品l点芦璃塙の原石l息不明鉄製品i点，土製紡錘車1貞男銑淳（鉄分有り）5息礫21点のほか芦撹乱等

により混入した　みられる縄文土器片閥点　須恵器片用意　陶器片l点が周溝から出土している。わずかに土

師器片が後方部の墳丘下から出土している。周溝の北側のくびれ部や前方部の西側から集中して出土している。

222の土師器壷は北側のくびれ部の覆土上層から，237の土師器婆は覆土下層から出土している。228の土師器

壷は後方部北側の覆土上層から，器の土師器壷は東側の底面からタ227の土師器壷は南側の覆土下層から出土

している。23巨233の土師器台付乳235の238の土師器婆は前方部の西側の底面からタ　240の弥生土器壷は南

西コーナーの覆土日再から出士しているp

所凰　時期は，出土土器等から3世紀末葉と考えられる。重複している古墳時代前期の第33号住居跡よりは新

しいがタ　時期差はほとんどないと考えられる。同じ墳形の第ユ号周溝墓と主軸方向がほぼ一致している。
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二の沢B遺跡（古墳群）

第錮図　第6号周溝墓実測図（1）

ー　287　－



7　K　27
6K

第25の図　第6号周溝墓実測図（2）
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二の沢B遺跡（古墳群）
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第252図　第6号周溝墓出土遺物実測図（1）
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二の沢B遺跡（古墳群）
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第253図　第6号周溝墓出土遺物実測図（2）
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番号種　別器　種口径恒車径i胎　土色　調焼可　　手　法　の　特　徴出土位置i備考

221士帥器椀［14．6〕
極上再親窓
橙普通　体部内サ外面♂＼ラナデ 後方部層溝南側覆土　10％

222士帥器壷［19．2〕
帥「！諾濾㌫
にぷい橙
普通巨縁部外醐ナデ誹画げ くびれ部屠潅北側覆車％

223弥生土器高年［14．6］
江7ラ「葺詣蒜
にぷい黄橙
普通橿；㌫品濃陶輔加条二種後方部醗南側覆土恒

224土師器高林－
触「巨英㈲雲母
橙普通　種部外面へラ磨き　内の外面赤彩後方部北側墳丘覆土中　5％

225十紬器器畜丁．い
聖上「鴛等
にぷい黄橙普通　脚部外面へラ磨凱　内面ナデ脚部　孔後方部墳丘覆土中　80％PL49

226土師器壷［12調
佃「「艮石0赤色断
灰褐普通　体部外商へラナデ，内耐旨頭による抑圧後方部局溝南側覆土　5％

227土師器壷［12潮
隼「「‰蜜
にぷい橙 後方郵相南側覆土巨％

228士帥器ここと・互E－
㈱「つ　石英載
橙
普通腐票若霊昌還票羞文響謡誌霊農芸ミ昌後方部細摘覆土i20％PM9

229土師器一二鮭・雲貰－
佃上屋詔詭塩物
橙
普中線舶滴へラ磨き湖へラげ
後方部周溝北側覆土5％

230土師器慈雲芝－
（時回石墨毒篭．
にぷい赤褐
普通巨繚部外商へラ削り誹かラげ
後方部局溝東側覆土5％

23ヱ土師器台付聾［16．4］
郎「巨掛紆豪
黒褐
普通i体部外面パケ自調整S字状日経前方部脚側覆土！

2（％PL建

232土師器台付婆［15．2〕
聖上「‰蜜
灰褐
鍼庫縮緬パケ昌調整S榔線後方部周溝軸覆土i

5％

233土師器台付餐［14．1〕
廟「禄錯窓
灰黄褐
普通i体部外商パケ欄整S字状口緑前方部服醐可

5％

23∠皇土師器台付聾－
帥「つ　石英蘭
浅黄橙
普中…舶瀾ノ＼ケ自調整S字状口緑後方部周港南胴土i

5％

235土師器襲「」0．両
船上i諾邁志
灰黄褐
普中獅パケ昌調整 後方部柵醐可

5％

236子帥器襲［23潮
（5さ9十極鷺許
にぷい黄橙
鍼極瀾傭及び野的面パケ昌調整前方部柵醐可

5％

237土師器饗－
㈲序禄錯窓
灰黄褐
普通i休部外商パケ自調整湖面へラげくびれ部層藩北側覆土i

30％

238
靂
土師器
‡
牽
ll

（9も郎極　右要語つ
橙
［

普通！体部外面へラ削り湖面へラナデ　　　ぎ前方錮溝西側覆土晶％
∠．JUl工川1叛けil　渾已il　　　i　　　！！　　こ環専　ノ怖　　！　　　　　［！怜離外聞へフ削り，閥へフげ　　　i前方郵周構西側覆土！1件鉱！ふ）′）
239弥生土器壷
つ榔恒］姦警姦悪露‥妄巨ぷい橙序壇欝漂畿二鮒加条）の縄文を羽状に施文i後方礪丘覆土

10％

240弥生土器壷
斗4可湖石英㈲雲母恒い黄橙序盛胴部附加条二種胸＝条）欄文施文底部腑信濃警麗

5％

241弥生土器壷
つ可桓石芸壷篭e　恒い黄橙匝通
胴部附加条二種（附加1条）の縄文施文　底部布目痕　後方部周溝東側覆土5％

242弥生土器壷
巨車8］諾晶　恒い黄橙　通胴部附加条の縄文施文底部木葉痕　！後方部脚側義士

5％

243弥生士器壷斗可周石英㈲雲母巨ぷ可普通胴部下端無文舶木組　　！後方部周溝東側覆土5％

244弥生土器壷
斗2・1車2石英儲　巨ぷい橙i普通
胴部附加条…一球附加1条）の縄文施文　底部木葉痕　後方部層溝北側覆土5％

TP178土師器（台付）婆
斗2e5車石英㈲雲母巨ぷい橙！普通体部内瀾ノけ自調整S字状口緑カ！後方部北側墳丘覆土

TP179土師器☆箋芝
つ㈲「翠選対　着日普通体部撚糸文削服の摘赤彩　　　桓朋西側覆土中

TP180弥生士器壷
斗頼「
石英・長石・雲母　　　橙　　　普通口唇部縄文の抑圧　口縁部無文　隆帯部縄文の押庄前方部周溝西側覆土中

TP181弥！「上器広口壷
斗5・2）「石英㈲雲母恒い黄可普通語部漂孟宗震二品票蔑邁議禁書後方部北側墳丘覆土

TP183弥生土器′てことプ雲芝
つ可－
石英・長石せ雲母　にぷい橙　普通隆帯部指頭による押圧頚部纏櫛歯による縦区前方部層藩西側覆土中画，区画内に格子目文

TP184弥生士器壷
つ船上石英㈲雲母巨ぷい橙恒欝望豊妄議賢胴部附加条二種！後方部周溝・細覆土中i

iTP185弥！上士器こ士こご覧E
つ梱「石英㈲雲母巨尋普通墨翳認諾詣孟孟詣内に横走文　後方部局溝東側覆土

TP186弥生土器てこ圭プ窯E
つ船上石英登載巨‖普通師路櫛歯による縦走文・波状文　　桓吾闊溝西側覆土中i

iTP187弥′主‡上器壷
つ廟「石英儲儲車泌可普通隆帯部下端刺突文　　　　　庫部翻墳丘覆土

TP188祐′「上器壷
つ可－石英瀞雲母巨ぷい橙i普通酎磯杉文　　　　　 i後方都南側墳丘覆土

TP190弥生土器こゴここL宝E
つ幽「石英∵掛雲母巨ぷい黄車道鮒3本櫛歯による綻区画誹画内に船日南諾禦警覧土

TP191！
弥生土器壷
つ幽「石英載　巨ぶ減普通
頚部上下の横走文間利発文　　　　　　　　　前方部局溝西側覆土中

TP192i
弥生土器壷
斗紺「
石英も長石も雲母　　浅黄橙　　普通莞霊霊完刺突文胴部附加条二穫胸冒欄　くびれ醐酎摘覆土

TP196i
弥生土器壷
恒「石英㈲雲母巨尋普通胴部附賂－一機附加条）の縄文を湖に施文恒れ部脚倒覆土

TP200！
弥生土器こjここナ互E
恒「石英儲0雲母巨ぷい黄可普通i底部木葉痕　　　　　 i後方綱溝北側覆土
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二の沢B遺跡（古墳群ラ

番号　　　 審　 軽
幅 吼径つ 厚さ　 重量

材　 質 特　 徴　　 ！ 出 土 位 置
備　 考

D P隷　 紡錘車　 巨 92 ・5　 巨 1 日 独幻
土

夕摘 指げ 断錮 巻き状　　　 巨 びれ部層溝南側覆土中
閥％

Q 42 巨 イフ形石可　 掴 2el 巨 9 巨 9
チャート 縦長剥片に諸 右側縁に剥離調整　 ！ 後方部墳丘下

PL 5ユ

Q 墟　 原石　 巨 02 9　 巨 5 巨 ・2 i
i 璃璃

i 後方部娠 下
久慈川産未掲載

Q 舶　 糾　 巨 07 23　 巨 可　 視
チャート

上部からの打撃による剥離　　 ！ 周鯛 土中
PL 51

M 22 巨 明鉄製品 巨 細 0・6　 巨 6 巨 86）
鉄

断面方形 敦の茎部の可鵬 あり　　 極 方部局溝南側覆土中

M 2 巨 船 製品 巨 pl 302　 巨 1 日 386）
鉄

碩 部に孔有り古銭か誹 らかの裏金具か ！後方吾摘 清南側覆土中

′　　　　′ノ　．．′！‥′．こ・．　∴　－　′　　－．∴、－

にコ　　　　　　ふ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

墳丘！　 規　 酎m） 長＋

i施設
周　　　　清　くm） i

i新旧開票（竃淵／繍餉巨可離博引霊 上幅巨幅深さ！　 遺物滅入も含む）

車 9序方後方形N郡車可臓巨車可m 極
－
1．リ十
10。3
席 0。18～
0．84 土師乳　弥生土器，土製紡錘車，銑鉄

SI17・23－→本跡→
SI27，SKl14・142，SEl

日豊　 前方後方形Nu19の一中可 捕巨2可可完
18．0 －
2．8′～
8。5
1．7㌦
6ユ
0雷巨師器牒恵鼠納陶乳眠 鉄鎌 本跡－サSI24

3 厚訂　 円形 膵中可 つ …「 「
－
笠守㌫ 0・訂　 師器湖生土器

車 日日方形］N骨可服 ！つ つ つ
－
豊津濫 0浸紬 眩土器片誹生土断一牒石

SI25一斗本跡
6粍畠前方後方形N－銅 棒車やo巨2中 2・0 14．8 ユ9。0 －

2．2～
5ヰ6
1。7㌦
3．0
00綜　 師器誹生土乳土製紡錘車 SI33034435　か

本跡→SI32

ノ

′　　　こ

．　て　　．　　′、．）′、　　　ノ　　　ノ　∴　　　′、・一　　．・ノ

重複関係　第19号住居跡の南東部を掘り込んでいる。＿）

－　　　　　　　‥　．　∴－r′く∴　ン　‘ノ　　　ノ、　宜日吉／ノ．∴′′し　′、′．、・け′ノ。ノ、ノノノ　r一㌦、l、、′　‾

がっているし〕長径方向はN－3．10－Wである㍉　底面は皿状である。

澤蓋　4層からなる。レンズ状に堆積していることからタ　然堆積と考えられる。

土層解説

ユ　黒　色　炭化粒子少量芦　ロームブロックや焼土粒子微量　　　3　黒　色　ロームブロックや炭化粒子少量，焼土粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック。炭化粒子少量，焼土粒子微量　　　4　明褐色．ロームブロックか炭化粒子少量，焼土粒子微量

．　　　　　　′　　　　　　′　　　′－　1　′　　－．　　　　　　　′ノ　′　－．　　　　ノ　　　バ

所農　本跡はタ　遺構の形態と出土土器等から古墳時代前期の埋設遺構と考えられる。

②i

A
－30．8m

こ＼、、／〆

⑳

㍗
略
守
読
け
‰

、

．

1

　

　

よ

母

′

』≡≡≡≡豊≡≡≡≡』

∴　′，　　　　　　　1．、．、、

第9号土塊出土遺物観察表（第25廉那
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第117号土坑（第255図）

位置　調査区の中央部，BlOh2区。標高30．4mの平坦部に位置している。

重複関係　第13号住居跡の西部を掘り込んでいる。

規模と形状　長径0・6m，短径0．25mの楕円形で，確認面からの深さは44cmで，壁は外傾して立ち上がっている。

長径方向はN－180－Wである。底面は平坦である。

覆土　明確ではないが，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況　土師器片21点，礫11点のほか，撹乱等により混入したとみられる弥生土器片5点が出土してい

る。遺物は非常に小形の土坑に埋め戻したような状況で，しかも出土する高杯はすべて破潰したような状況で

ある。261と262の土師器高杯は覆土中層から横位の状態で出土している。

所見　時期は，出土土器等から5世紀前葉から中葉にかけての時期と考えられる。当遺跡で5世紀段階に位置

付けられる遺構は本跡のみである。

、・tア

′

第255図　第117号土坑・出土遺物実測図

－　294　－
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二の沢B遺跡（古墳群）

′　　　　　　　．′ノ　′、　　　　′、

番号
針可醜
口径器高底径胎　　土色　調焼成 手　　法　　の　　特　　徴 出土位置備　考

260
土師可高杯

－（2．9）…石英e長石にぷい橙普通杯部内ヰ外面へラ磨き 覆土中層5％

26ユふ－
（9．9）
…
石英・長石・
赤色粒子浅黄橙普通胴部外面へラ削　後へラ磨凱　内面指ナデOへラ削り覆土中層15％

262 司…
（9．6）
－
石英・長石e礫にぷい橙普通
脚部外面へラ削り後へラ磨き，内面指ナデ
裾部外面へラナデ，内面ナデ 覆土中層40％

263
土可高年

－（7潮－
石英・長石も
雲母・赤色粒子
にぷい褐普通脚部外面へラ削り後へラ磨き，内面指ナデ 覆土中層30％

264 …抱5）－
石英や長石・

雲母e赤色粒子
にぷい橙普通脚部外面へラ削り後へラ磨きき　内面へラナデ 覆土中層30％

265 －絡部…石英・長石橙普通脚部外商へラ磨勘　内面へラナデ 覆土中層20％

266 －（7．9）－石英や長石にぷい赤褐普通脚部外面へラ磨きタ　内面へラナデ 覆土中層15％

267
土師器巨
［19．4］（3潮
－
石英・長石・
赤色粒子にぷい橙普通ロ線部内の外面横ナデ 覆土中層5％

番号
繍「…幅厚さ！重量l材質i　　　　　 特　徴 出土位置備考

Q45
磨石目40
11。8
，2巨鵬e5　安可全面麿の痕跡有り

覆土中層

Q46
磨石！900
5．8
4e2巨弧目安蛸斗㍍肺を除いて磨りの痕跡有り

覆土中層

4　平安時代の遺構と遺物

今回の調査で確認された平安時代の遺構は芦　竪穴住居跡Ⅲ軒である。これらの遺構は調査区中央部から南部

にかけて位置している。以下　それぞれの遺構の特徴と出土した遺物について，記述していく。

は）竪穴住居跡

∴　言＼ノ　′、ニ　ー　　ンー′′、、二で′

位置　調査区の中央部　B酌拍区。標高30。7mの平坦部に位置している。

規模と形状　長軸3。90mタ　推定短軸3。7mの方形と考えられる。壁は高さ8cmでタ　外傾して立ち上がっている。

主軸方向はN－200－Wである。

床　ほぼ平坦である。竃の前方部に硬化面が見られる。

磯　北西壁中央部やや北欝　に付設されている。焚口部から煙道部まで鼠摘cm　袖部幅鑓cmで　壁外への掘り

込みは60cmほどである。袖部は削平されているが，砂質粘土で構築されていたと考えられる。火床面は床面を

7cmほど掘りくぼめ，火熱を受け赤変硬化している。煙道は火床部から緩やかに外傾して立ち上がっている。

竃土層解説

1　明赤褐色　ローム粒子中量芦　焼土粒子少量，炭化粒子微量　6　暗赤褐色　焼士粒子多量，炭化粒子中量，ローム粒子少量
2　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子e炭化粒子少亀砂粒微量　7　にぷい赤褐色　粘土粒子・焼土粒子中量，ローム粒子も炭化粒子少量
3　暗赤褐色　ローム粒子0焼土粒子中量夕粘土粒子少鼠炭化粒子微量　8　赤　黒　色　炭化粒子中量，焼土粒子少量，ロームブロック微量
4　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ロ｝ム粒子を炭化粒子8粘土粒子微量　9　にぷい赤褐色　ローム粒子中亀焼土ブロックや炭化粒子も粘土粒子微量
5　暗赤灰色　炭化粒子中鼠ローム粒子・焼土粒子・砂粒少鼠粘土粒子微量

穫羞　5層からなる。層厚が薄らトレンチヤーによる撹乱が多いためタ　堆積状況は不明である。

色
色
色

褐

説
褐
灰
窯

解層

1

2

3

土

ローム粒子・炭化粒子中量，焼土粒子少量　4　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
炭化粒子少量ブ　ロームブロックも焼土粒子微量　5　黒　褐　色　ローム粒子中量夕　炭化粒子少量夕　焼土粒子微量
ローム粒子少量，焼土粒子や炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片10点，須恵器細片2点．礫5点が出Ii二している。遺物は竃内から出土している。4・

5の土師器椀は竃内から出土している。

所見　時期は，出土十器等から10世紀前葉と考えられる、、
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第256図　第3号住居跡・出土遺物実測図

第3号住居跡出土遺物観察表（第256図）

0　　　　　　　　　　　　　　2m

トー　－一一I　1－」

0　　　　　　　　　　　　　　1m

l　　　　；　　　l

0　　　　　　　　　　　　　10cm

l　　　；　　　」

番号種　別器種口径器高底径 胎　　土 色　調焼成 手　　法　　の　　特　　徴 出土位置備　考

4 土師器椀［11．2］（3．9）－
石英・長石∴
雲母・赤色粒子にぷい橙普通体部下端へラ削り，内面へラ磨き 竜内底面 10％

5 土師器椀［13．0］（3．8）－
石英・長石・
雲母・赤色粒子
にぷい橙普通二次被熱　内・外面磨滅 竃内底面 10％

第4号住居跡（第257図）

位置　調査区の中央部，B8e3区。標高31．0mの平坦部に位置している。

規模と形状　長軸3・5m，短軸2・85mの長方形である。壁は高さ30cmで，外傾して立ち上がっている。主軸方向

はN－30。－Wである。

床　ほぼ平坦である0竃の前方部に硬化面が見られる。壁溝が北東壁下と南東壁下中央の一部，南西壁下を巡

っている。上幅12～16cm，下幅6～10cm，深さ5～10cmで，断面形は皿状である。

竃　北西壁中央部に付設されている。焚口部から煙道部まで120cm，袖部幅115cmで，壁外への掘り込みは40。m

ほどである0袖部は床面と同じ高さの地山南の上にローム混じりの粘土で構築されている。火床面は床面と同

じ高さの地山面をそのまま使用して，火熱を受け，赤変硬化している。煙道は火床部から急な傾斜で立ち上が

－　296　－



二の沢B遺跡（古墳群）

っている。

竃土層解説

1にぷい赤褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
2　極暗赤褐色　炭化粒子中量，焼土粒子・粘土粒子少量，ローム粒子微量
3　にぷい赤褐色　焼土粒子・粘土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量

4　暗赤褐色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
5　暗赤褐色　粘土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量，焼土ブロック微量
6　暗赤褐色　粘土粒子中量，炭化粒子少量，焼土ブロック微量
7　にぷい赤褐色　ローム粒子・粘土粒子中量，焼土ブロック少量，炭化粒子微量
8　暗赤褐色　焼土ブロック・炭化粒子少量

9

10

11

12

13

14

15

16

にぷい赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
褐　　　色

褐　　　色

灰　褐　色

褐　灰　色

褐　　　色

灰　褐　色

灰　褐　色

ロ

ロ

ーム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
ームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
粘土ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
粘土ブロック中量，ローム粒子少量
焼土粒子・粘土ブロック少量

粘土ブロック中量，ロームブロック少量，焼土粒子微量
粘土ブロック多量，ロームブロック・焼土粒子少量

ピット　5か所。Plは南東壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

P2～4は南西壁際に位置しているが，性格は不明である。深さはPlが22cm，P2～4が10～18cmである。

貯蔵穴　東コーナー部に付設されている。長径80cm，短径70cmの楕円形で，深さは別cmである。

貯蔵穴土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子微量
2　黒　褐　色　ローム粒子微量
3　暗　褐　色　ローム粒子微量
4　褐　　　色　ローム粒子少量
5　灰　褐　色　ローム粒子微量

6　褐　　　色　ローム粒子中量

7　褐　　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
8　にぷい褐色　ローム粒子中量
9　褐　　　色　ローム粒子中量

覆土　3層からなる。トレンチヤーによる撹乱が激しいが，ほぼレンズ状に堆積していることから，自然堆積

と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック少量
2　極暗褐色　ローム粒子少量

第257図　第4号住居跡実測図

3　黒　褐　色　ローム粒子少量
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遺物出土状況　土師器片229点，須恵器片12点，礫12点，刀子1点のほか，撹乱等により混入したとみられる

弥生土器片1点が出土している。遺物は竃内や竃前方部，貯蔵穴内や貯蔵穴周辺から出土している。6の土師

器杯は北コーナー部の床面から，12の円面硯は貯蔵穴内から出土している。

所見　時期は，出土土器等（須恵器の供膳具がみられない）から10世紀前葉と考えられる。

丹

田口∩　 寅

／

第258図　第4号住居跡出土遺物実測図

第4号住居跡出土遺物観察表（第258図）

l

二二二二二
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0 10cm

！　　　；　　　！

番号種　別器種口径器高底径 胎　　土 色　調焼成 手　　法　　の　　特　　徴 出土位置 備　考

6 土師器皿［13．2］2．3 6．7
石英・長石・

雲母・赤色粒子
橙 普通底部多方向のヘラ削り　内面黒色処理

北コーナー部
床面
40％

7 土師器襲［12ふ］（6．3）－
石英・長石・

雲母・赤色粒子
にぷい橙普通口縁部内・外面横ナデ　休部外面へラ削り，内面へラナデ患内底面10％

8 土師器襲［18．5］（6．2）－石英・長石・雲母 橙
普通
口緑部内・外面横ナデ　体部内・外面へラナデ
外面煤付着

南東部床面10％

9 土師器璽［12．8］（7．7）－
石英・長石・雲母褐灰 普通口縁部内・外面横ナデ　体部内・外面へラナデ

北コーナー部
床面
10％

10須恵器甑［26．0］（12．1）－
石英・長石 黄灰 普通体部外面横ナデ痕強い 磁束袖部内10％

11須恵器甑 －
（1，0）
－
石英・長石・雲母灰 普通3孔式のブリッジ　孔へラ切り 北西部獲土中5％

12須恵器円面硯－（2．1）－ 長石
貫灰普通陸部回転へラ削り　窓へラ切り　自然軸付着 貯蔵穴覆土下層10％PL46

番号器種 長　さ 幅 厚さ重　量材質 特　　徴 出土位置 備考

M3 刀子 （7．5） 1．7 0．6 （13．3）鉄背関有り 南東部床面

第5号住居跡（第259図）

位置　調査区の中央部，ClOb3区。標高30．0mの平坦部に位置している。

規模と形状　長軸3．03m，短軸2．73mの長方形である。壁は高さ7cmで，外傾して立ち上がっている。主軸方

向はN－70。－Eである。

床　ほぼ平坦である。中央部に硬化面が見られる。壁溝は全周している。上幅12～14cm，下幅4～8cm，深さ
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二の沢B遺跡（古墳群）

5～8cmで，断面形は皿状である。

竜　北東壁中央部に付設されている。焚口部から煙道部まで85cm，袖部幅73cmで，壁外への掘り込みは50cmほ

どである。袖部は削平されているが，砂質粘土で構築されていたと考えられる。火床面は床面を8cmほど掘り

くぼめ，火熱を受け，赤変硬化している。煙道は火床部から緩やかに外傾して立ち上がっている。

竃土層解説
1黒　褐　色　焼土粒子・粘土ブロック少量　　　　　　　　4　にぷい赤褐色　焼土ブロック少量

2　褐　灰　色　粘土ブロック多量，焼土粒子・鹿沼パミス少量　5　にぷい赤褐色　粘土ブロック多量，焼土粒子少量
3　暗赤褐色　焼土ブロック・鹿沼パミス少量

ピット　1か所。Plは南東壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

深さは21cmである。

覆土　5層からなる。層厚が薄く，トレンチヤーによる撹乱が多く見られるが，ほぼレンズ状に堆積している

ことから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1黒　褐　色　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量

2　暗赤褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　黒　　　色　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量

4　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子・粘土粒子微量
5　にぷい赤褐色　粘土粒子多量，ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片4点，須恵器片1点，礫1点のほか，撹乱等により混入したとみられる弥生土器片1

点が出土している。遺物は竃内から出土している。13の土師器杯は南部壁際床面から出土している。

所見　時期は，出土土器等から10世紀前葉と考えられる。

④　lI

第259図　第5号住居跡・出土遺物実測図

第5号住居跡出土遺物観察表（第259図）
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番号種　別器種口径器高底径 胎　　土 色調焼成 手　　法　　の　　特　　徴 出土位置 備考

13 土師器椀［13．0］（5．6）－
石英・長石・雲母橙普通休部外面横ナデ痕強い，内面へラ磨き 南部壁際床面10％
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第6号住居跡（第260図）

位置　調査区の中央部，C9iO区。標高30．2mの平坦部に位置している。

規模と形状　長軸2．75m，短軸2．60mの方形である。壁は高さ25cmで，外傾して立ち上がっている。主軸方向

はN－16。－Wである。

床　ほぼ平坦である。竃前方部を中心に硬化面が見られる。

竃　北西壁中央部に付設されている。焚口部から煙道部まで132cm，袖部幅85cmで，壁外への掘り込みは70cm

ほどである。袖部は削平されているが，シルト石を芯材として砂質粘土で構築されていたと考えられる。火床

面は床面と同じ高さの地山面をそのまま使用して，火熱を受け，赤変硬化している。煙道は火床部から緩やか

に外傾して立ち上がっている。

寵土層解説
1暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

2　赤灰色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土ブロック微量
3　褐　　色　ローム粒子多量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

ピット　8か所。Pl～4は配置から主柱穴の可能性が考えられるが，主柱穴にしては小規模である。P5は

南東壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。P6～8の性格は不明で

ある。深さはPl～4が9～11cm，P5が46cm，P6～8が9～13cmである。

覆土　9層からなる。トレンチヤーによる撹乱が多いが，各層にロームブロックや焼土粒子，炭化粒子が見ら

れることから人為堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色
2　暗褐色
3　褐　　色

4　暗褐色
5　明褐色

④

ロームブロック少量，焼⊥粒子微量

ロームブロック少量

ロームブロック少量

ロームブロック少量，焼土粒子微量

ローム粒子多量

一二一

第260図　第6号住居跡実測図

6　明褐色　ロームブロック中量
7　褐　　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

8　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
9　暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
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二の沢B遺跡（古墳群）

遣物出土状況　土師器片120点，須恵器片23点，石製支脚1点，礫24点のほか，撹乱等により混入したとみら

れる弥生土器片18点が出土している。遺物は遺構全体から出土している。14の「在田君」と墨書された土師器

高台付杯は北西部の床面から正位の状態で，15の土師器高台付杯は北東部の床面から逆位の状態で，19の須恵

器杯は北西部の床面から逆位の状態で，21の「在田君」と墨書された須恵器杯は中央部西寄りの床面から正位

の状態で，22の「在」と墨書された須恵器杯は竃前方部の床面から出土している。

所見　時期は，出土土器等から9世紀後葉と考えられる。それぞれの墨書土器の字体は同一と思われる。

〒≡‡≡∃‾‡召

屈≡≡巨≡〕議

・∴

／

亡＝］三冠25

第261図　第6号住居跡出土遺物実測図（1）
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第　号住居跡出土遺物観察表　第罰の罰図）

番 号 種　 別 器 種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土 位置 備　 考

14 士 帥器 高 台 付埠 15．4 4 ．4 6．8 石英 の長石 ・雲 母 にぷ い黄橙 普 通
体 部 下端 強 い 回転 ナ デ　 底部 回 転へ ラ削 り後 ナデ
内 面 黒色 処 理 北 西 部床 面

95％　 体 部 墨書
「在 日 君」 Pは 6

15 土 師器 高 台付 杯 11．6 5．1 6．0
右 重 ・長 有 ・
雲 母 や赤 色 粒子 に ぷい橙 普 通 底 部 回転 へ ラ削 り後 ナデ　 内面 黒色 処理

竃 内 か ら

北 東 部床 面
90％　 体部
墨 痕　 PL 46

16 土師 器 襲 ［20。1］ 34．3 7。9
石 英 6長 石 の

雲 母 ・礫
橙 普 通 体 部外 面 へ ラ削 り，内 面 へ ラナ デ　 ノ底部 木葉 痕

竃 内 か ら

北 西部 床 面
30％

ユ7 士 帥 器 聾 ［21。7〕 （10．1） － 有 華 ・長 有 ・圭母 橙 普通 体 部外 面 へ ラ削 り，内 面 へ ラナ デ 中央部 床 面 10％

18 土 師 器 聾 ［18潮 （3。5 ） －
石 英 ・長 石 ゆ

雲 母 や赤 色粒 子
黄 灰 普通 日録 部 内 の外 面横 ナデ 中 央部 床 面 5 ％

19 須 恵 器 咋 13．4 J．丁 6．6
石 英 8 長 石 を
雲 母 ぜ針 状鉱 物

にぷ い黄 橙 普通 底部 回転 へ ラ切 り後 ナ デブ　へ ラ記 号　 体 部煤 付着 北 西部 床 面 1伸 りりPL 再

20 須 恵器 林 13．4 4．9 6せ5
石英 ・長 石 ・
雲 母 ・針 状鉱 物

にぷ い黄 橙 普通 底部 回 転 へ ラ切 り後 ナ デ　 体部 煤 付着 北 西部 床面 100％ Pu 6

21 須 恵器 杯 9．3 3．4 5．9
長石 ・雲 母 ・
礫 e 針 状鉱 物

灰 オ リーブ 普通 底部 回 転へ ラ切 り後 ナ デ， ヘ ラ記号 西部 床 面
1榊 ％　 休 部墨 書
「在 団君 」P M 6

22 須 恵器 杯 13．5 4。8 ［6。5］ 石英 e 長 石 ・礫 灰 普通 底 部 回転 へ ラ削 り後 ナ デ ．竃内 底面
60 ％　 体 部 墨 書
「在 田」P は 6

23 須恵 器 ま不 13．5 は 5） …
石英 ・長石 e
礫 e 針状 鉱 物 灰 普 通 ［巨 体都 債 ナ デ 竃内 底面 40 ％

24 須恵 器 高 台付 圭不 13の4 5逮 7逮
石英 ・長 右 ・
雲 母 ・礫 ・針 状鉱 物 灰 褐 普 通 口 8 体部 横 ナ デ　 高台 粘 り付 け後 ナデ 北西 部床 面 9　％ P L 蟻

25 須恵 器 高 台付 杯 …
（1．5） ［7，2］ 有 英 ・長 石 ・轢 黄 灰 普 通 高 台 貼 り付 け後 ナ デ 北東 部 覆土 中 5 ％

26 須 恵 器 蓋 ［17．6］ （2．9） －
石 英 ・長 石 0
礫 や針 状 鉱 物 灰 普 通 天 井部 回 転 ／＼ラ削 り 中央 部床 面 20％

27 須 恵 器 婆 ［19潮 28．0 12。6 石 英 も長 石 き礫 灰 白 普 通 日 も体 都 債 ナ デ　 体 部 下端 へ ラ削 り　 外 面煤 付 着 東 部床 面 70％ PL 46

2 8 須 恵 器 婆 － く10．4） － 雲母 。礫 多 淡 黄 普通 頸 ・体 部 横 ナデ ，外 面 及 び頚 部 内面 自然 粕付 着 西 部床 面 10％

網 i 柄 「齢 ㈲ 巨… 強 「郎 巨摘 材 質 i　　　 特　 徴　　　　　 巨 溺 置 備考
Q 2　 支卿　 乱9日　 7pO　　 505 日690e6） 硬質砂岩 ＿廃 疾あり　　　　　　　　 ！ 竃内緬
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二の沢B遺跡（古墳群）

第9号住居跡（第263図）

位置　調査区の南部，D9a9区。標高30．0mの平坦部に位置している。

規模と形状　長軸2．95m，短軸2．7mの方形である。壁は高さ10cmで，外傾して立ち上がっている。主軸方向は

N－310－Wである。

床　ほぼ平坦である。竃の前方部を中心に硬化面が見られる。炭化材が床面に貼りつくように確認されている。

竃　北西壁中央部に付設されている。焚口部から煙道部まで102cm，袖部幅100cmで，壁外への掘り込みは50cm

ほどである。袖部は床面と同じ高さの地山面の上に，ローム混じりの粘土で構築されている。火床面は床面と

ほぼ同じ高さの地山面をそのまま使用して，火熱を受け，赤変硬化している。煙道は火床部から急な傾斜で立

ち上がっている。

埴土層解説
1　褐　灰　色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
2　にぷい橙色　粘土ブロック多量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
3　にぷい赤褐色　粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量
4　暗赤褐色　焼土ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量
5　にぷい赤褐色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化物・粘土粒子微量
6　暗赤褐色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化物・粘土粒子微量

7　灰　褐　色　粘土ブロック多量，焼土ブロック少量
8　暗赤褐色　焼土粒子多量，粘土ブロック微量
9　黒　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック・粘土ブロック少量
10　極暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック少量
11暗赤灰色　焼土ブロック・炭化粒子少量

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

暗赤褐色　焼土ブロック・炭化粒子少量
赤　灰　色　ローム粒子中量，炭化粒子・粘土粒子少量，焼土粒子微量
褐　灰　色　粘土ブロック中量，焼土粒子少量
黒　褐　色　焼土粒子・粘土ブロック少量

灰　褐　色　ローム混じり粘土中量，焼土ブロック・炭化材少量
異

に

に

灰

窯

褐　色　ローム混じり粘土少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ぷい褐色　ローム混じり粘土極めて多量，焼土粒子・炭化粒子微量
ぷい褐色　ローム混じり粘土多量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
褐　色　ローム混じり粘土中量，焼土粒子・炭化粒子少量
褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・ローム混じり粘土少鼠炭化粒子微量

ピット　7か所。Pl～4は配置と規模から主柱穴と考えられる。P5は南東壁際の中央部に位置しているこ
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とから，出入口施設に伴うピットと考えられる。P6・7の性格は不明である。深さはPl～4が13～22cm，

P5が24cm，P6・7が13、20cmである。

覆土　8層からなる。トレンチヤーによる撹乱が見られるが，ほぼレンズ状に堆積していることから，自然堆

積と考えられる。

土層解説

1黒　　　色　炭化粒子中量，焼土粒子少量，ロームブロック微量　5　褐　　　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量
2　黒　褐　色　焼土粒子少量，ロームブロック・炭化材微量　　6　明　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　黒　　　色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量　7　黒　褐　色　炭化粒子中量，ロームブロック・焼土粒子微量
4　黒　褐　色　炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量　8　黒　　　色　炭化粒子中量，ローム粒子・焼土ブロック少量

遺物出土状況　土師器片106点，須恵器片28点，磨石1点，石製紡錘車1点，喝璃原石1点，刀子1点，不明

鉄製品1点が出土している。M4の刀子は中央部の床面から，Q7の「幡田郷戸主君子部大侶力麻呂」とヘラ

書きされた石製紡錘車は南部の床面から，39の須恵器短頸壷は南部の床面から横位の状態で，32の「平」とヘ

ラ書きされた須恵器杯は竃前方部から逆位の状態で出土している。
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第264図　第9号住居跡出土遺物実測図（1）
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二の沢B遺跡（古墳群）

所見　炭化材が床面に貼り付くように確認されていることから，焼失住居と考えられる。時期は，出土土器等

から9世紀中葉と考えられる。

□二ロ。7

∴l「∴

督　M5

¢一喝

軒の
二「

由一窃M4

第265図　第9号住居跡出土遺物実測図（2）

第9号住居跡出土遣物観察表（第264・265図）

0　　　　　　　　　　　　10cm

l　1－・l l

番号種　別器種口径器高底径胎　　土色　調焼成 手　　法　　の　　特　　徴 出土位置備　考

30須恵器高台付杯［14カ］（5．1）
－石英・長石・雲母にぷい橙普通底部回転へラ削り後ナデ，ヘラ記号　内面重ね焼き痕璃束袖部内30％

31土師器粟19．0（32．3）－
石英・長石・

雲母・赤色粒子
にぷい赤褐普通休部外面へラ磨き，内面へラナデ 蔵内覆土下層75％PL46

32須恵器杯14．1 5．4 7．4
石英・長石・

礫・針状鉱物
褐灰普通底部回転へラ削り後ナデ 竃前方部床面100％　刻書

「乎」PI46

33須恵器杯［14．6］5．2［7．6］
長石・雲母・
礫・針状鉱物
暗灰黄普通底部回転へラ切り後ナデ　へラ記号 奄内覆土下層45％

34須恵器杯［14．4］4．2［7．8］石英・長石・雲母黄灰普通ロ縁都内・外面横ナデ 中央部床面20％

35須恵器杯［10．0］3．6［6．0］
石英・長石・
雲母・針状鉱物オリーブ灰普通休部外面傷の痕跡　底部回転へラ切り　内面タール付着北東部覆土中15％

36須恵器杯 （2．4）［6．2］石英・長石灰赤普通体部外面傷の痕跡　底部回転へラ切り　内面タール付着北部床面10％

37須恵器盤16．4 3．7 9．0
石英・長石・
礫多・針状鉱物黄灰普通底部回転へラ削り後ナデ 南部床面95％PI47

38須恵器蓋13．2 2．7－長石・礫・針状鉱物灰普通天井部回転へラ削り後ナデ 東部床面60％PI47

39須恵器短頸壷6．1 7．5 6．1石英・長石・礫黄灰普通底部一一方向のヘラ削り　頚部外面及び内部下端粕付着南部床面100％PL47

番号器種長さ（径）幅（孔径）厚さ重　量材　質 特　　徴 出土位置 備　考

Q6 磨石 17．7 12．2 4．0 1087．2安山岩4両磨りの痕跡有り 南都床面

Q7 紡錘車4．1 4．1 1．8 （37．8）粘板岩上面にヘラ状の記号あり　側面に刻番 南部床面
刻畜「幡田郷戸主君子部

大偶力麻呂」PL50

Q8 原石 5．5 4．0 3．0 71．0 璃堪 中央部床面 久慈川産末掲載

M4 鉄鍍 （8．8） 0．7 0．5 （2．8）鉄長頸片刃 中央部床而

M5 刀子 （4．9） 1．4 0．4 （5．5）鉄刃部片　鋒部欠損 中央部床面

第12号住居跡（第266図）

位置　調査区の中央部，BlOg5区。標高30．3mの平坦部に位置している。

規模と形状　長軸2・80m，短軸2・53mの長方形である。壁は高さ12cmで，外傾して立ち上がっている。主軸方

向はN－390－Wである。

床　ほぼ平坦である0竜前方部に硬化面が見られる。壁溝は仝周している。上幅10～20cm，下幅6～10cm，深
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さ4cmで，断面形は　状である。溝の中に径が5～18cmの円形や楕円形をし，深さ7～28cmほどの小ピット群

が16か所見られ，壁柱穴の可能性が考えられる。炭化材が床面に貼り付くように確認されている。

竃　北西壁中央部やや北寄りに付設されている。焚口部から煙道部まで153cm，袖部幅104cmで，壁外への掘り

込みは73cmほどである。袖部は床面と同じ高さの地山面の上に砂質粘土構築されている。火床面は床面を8cm

ほど掘りくぼめ，火熱を受け，赤変硬化している。煙道は火床部から緩やかに外傾して立ち上がっている。

寵土層解説

1灰　褐　色　焼土ブロック少量，炭化粒子微量
2　黒　褐　色　焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量

3　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
4　灰　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
5　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
6　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
7　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
8　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

9　黒　褐　色　粘土粒子中量，焼土粒子少量
10　褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量
11にぷい赤褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

第266図　第12号住居跡実測図

12　黒　褐　色

13　極暗赤褐色
14　褐　灰　色
15　灰　褐　色
16　黒　褐　色
17　灰　褐　色
18　褐　灰　色
19　黒　褐　色

粘土粒子中量，焼土粒子少量

ローム粒子中量，焼土粒子少量
焼土粒子・粘土粒子少量

粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
粘土粒子少量
粘土ブロック中量，焼土粒子少量
粘土ブロック多量，焼土ブロック少量
粘土ブロック・赤色粒子少量

20　明　褐　色　ローム粒子多量，赤色粒子少量
21褐　灰　色　粘土ブロック多量
22　灰　褐　色　粘土ブロック中量，焼土粒子少量
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二の沢B遺跡（古墳群）

ピット　26か所（その中の16か所は床面の項で述べた壁際のピット群）。Pl～4は配置と規模から主柱穴と

考えられる。P5は南東壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。P

6・7とP8・9はP5を挟んで対になって位置していることから，これらのピットも出入口施設に関連する

ピットの可能性が考えられる。PlOは屋外に位置しているが，壁からの距離と規模から判断して，本跡に伴う

ものと考えられる。深さはPl～4が13～36cm，P5～9が18～38cm，PlOが23cmである。

覆土　5層からなる。トレンチヤーによる撹乱が見られるが，ブロック状の堆積を示し，ロームブロックや焼

士粒子，炭化粒子を多く含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土眉解説

1黒　　色　炭化粒子中量，粘土粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量　4　黒　褐　色　炭化粒子中量，ロームブロック少量，焼土粒子微量
2　黒　褐　色　炭化粒子中量，ロームブロック・焼土粒子微量　5　黒　褐　色　粘土粒子少量，焼土拉微量
3　黒　　　色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片30点，土製紡錘車1点，礫2点のほか，撹乱等により混入したとみられる弥生土器片

4点が出土している。遺物は中央部や竃内から出土している。46の土師器杯は竃内から，DPlの土製紡錘車

は中央部の床面から出土している。

所見　炭化材が床面に貼り付くように確認されていることから焼失住居と考えられる。時期は，出土土器等か

ら10世紀前葉と考えられる。
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第267図　第12号住居跡出土遣物実測図

第12号住居跡出土遺物観察表（第267図）

－㊧－
くこⅡフ脚
0　　　　　　　　　　　10cm

L　　　呈　　　［

番号種　別器種口径器高底径 胎　　土 色　調焼成 手　　法　　の　　特　　徴 出土位置備　考

46土師器土不12．6 4．8 6．0石英・長石・雲母浅黄橙普通体部下端へラ削り，内面へラ磨き　底部一方向のヘラ削り薗火床面95％PI47

47土師器杯［13．4］4．7 7．8石英・長石・雲母浅黄橙普通体部内面へラ磨き　底部回転へラ切り 竃前方部床面50％

48 土師器杯［13．0］（2，9）
石英・長石・

雲母・礫
にぷい橙普通休部内面へラ磨き 竃内題土中10％

49 土師器襲［20．4］（4．0） 石英・長石・雲母明赤禍普通ロ縁部内・外面横ナデ 北東部覆土中5％

50 土師器襲 （10．7）［8．6］石英・長石・雲母にぷい橙普通休部外面へラ削り 中央部床面10％

番号器　種長さ（径）幅（孔径）厚さ重　益材質 特　　徴 出土位置 備考

DPl 紡錘車 6．6 0．7 1．7 （60．5）土表面ナデ断面逆台形 中央部床面85％PL50

ー　307　一



第14号住居跡（第268図）

位置　調査区の中央部，B9i7区。標高30．5mの平坦部に位置している。

規模と形状　長軸2．97m，短軸2．88mの方形である。壁は高さ10cmで，外傾して立ち上がっている。主軸方向

はN－860－Eである。

床　ほぼ平坦である。中央部に硬化面が見られる。壁溝は西壁下と南壁下を巡っている。上幅10～14cm，下幅

6～10cm，深さ5cmで，断面形は状である。

竃　東壁中央部の南寄りに付設されている。焚口部から煙道部まで80cm，袖部幅64cmで，壁外への掘り込みは

43cmほどである。袖部は削平されているが，ローム混じりの粘土で構築されていたと考えられる。火床面は床

面を8cmほど掘りくぼめ，火熱を受け，赤変硬化している。煙道は火床部から緩やかに外傾して立ち上がって

いる。

埴土屑解説
1　灰　赤　色　焼土粒子少量

2　にぷい赤褐色　粘土粒子・焼土粒子中量，炭化粒子少量
3　赤　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック少量
4　赤　黒　色　焼土粒子中量，ローム粒子少量

5　赤　褐　色　焼土ブロック・粘土粒子少量

6　赤　褐　色　焼土粒子・粘土粒子少量，炭化粒子微量
7　暗赤褐色　焼土ブロック中量，炭化粒子微量
8　暗赤褐色　炭化粒子少量，焼土ブロック微量

ピット　1か所。Plは南壁際中央部の西寄りに位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられ

る。深さは20cmである。

覆土　4層からなる。層厚が薄く，トレンチヤーによる撹乱が多いため，堆積状況は不明である。

土層解説
1褐　　　色　ローム粒子多量，炭化粒子・鹿沼パミス微量　　3　黒　褐　色　焼土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量
2　黒　褐　色　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量　　　4　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子・粘土粒子微量

遺物出土状況　土師器片34点，敲石1点，喝塙の原石1点，管状土錘1点，鎌1点，不明鉄製品1点のほか，

撹乱等により混入したとみられる弥生土器片13点が出土している。遺物は竃内や北部から出土している。57の

土師器杯やM8の鎌は竃内から出土している。

所見　時期は，出土土器等から10世紀前葉と考えられる。

第268図　第14号住居跡実測図
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二の沢B遺跡（古墳群）

⑥

曇．1

第269回　第14号住居跡出土遺物実測図

第14号住居跡出土遣物観察表（第269図）

l。
M7

0　　　　　　　　　　10cm

トー　；　＿二］

番号 種　 別 器種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土位置 備　 考

57 土師器 椀 13．8 5．6 5．6 石英・長石・雲母 浅黄橙 普通
体都下端へラ削り，内面へラ磨き底部一方向のヘラ削り
内面黒色処理

竃火床面 95％PL47

58 土師器 椀 ［12．2］ 5．4 6．0 石英・長石・雲母 にぷい黄橙 普通 休部下端へラ削り，内面へラ磨き 竃火床面 10％

番号 器　 徒 長さ（径） 幅 （孔径） 厚さ 重　 畳 材　 質 特　　 徴 出土位置 備　 考

DP 4 管状土錘 3．5 0．4 1．4 5，6 土 外面丁寧なナデ 奄北西側床面 100％PL50

Q 18 磨石 5．3 3．4 8．7 229．4 安山岩 側面に磨りの痕跡あり　 上下端部に敲打痕あり 竃火床部覆土下層

Q 19 原石 3．2 2．6 1．2 9．9 瑠璃 中央部床面 久慈川産未掲載

M 7 不明鉄製品 （13．1） 0．7 0．7 （13．3） 鉄 断面円形怨の可能性あり 南西部覆土中

M 8 鎌 （4．2） 3．5 0．2 （6．7） 鉄 刃部片刃部先端欠損 竃火床面

第20号住居跡（第270図）

位置　調査区の南部，DlOdl区。標高29．9mの平坦部に位置している。

規模と形状　長軸2．5m，短軸2．47mの方形である。壁は高さ5cmで，外傾して立ち上がっている。主軸方向は

N－210－Eである。

床　ほぼ平坦である。竃の前方部に硬化面が見られる。

竜　北東壁中央部に付設されている。焚口部から煙道部まで70cm，袖部幅68cmで，壁外への掘り込みは40cmほ

どである。袖部は削平されているが，ローム混じりの粘土で構築されていたと考えられる。火床面は床面とほ

ぼ同じ高さの地山面をそのまま使用して，火熱を受け，赤変硬化している。煙道は火床部から緩やかに外傾し

て立ち上がっている。

寵土層解説
1黒褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量，粘土粒子微量2　暗褐色　焼土粒子多量，粘土粒子中量，炭化粒子少量，ローム粒子微量

ピット　2か所。Plは南西壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

P2の性格は不明である。深さはPl・2とも14cmである。

Pl土層解説
1褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量　　　　　2　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
P2土眉解説
1暗褐色　炭化粒子中量，ロームブロック少量，焼土粒子微量　2　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
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貯蔵穴　2か所。貯蔵穴1は東コーナー部に，貯蔵穴2は西コーナー部に付設されている。貯蔵穴1は長径54

cm，短径48cmの不整楕円形で，深さは14cmである。貯蔵穴2は長軸78cm，短軸74cmの不整方形で，深さは10cm

である。

貯蔵穴1土眉解説
1　黒褐色　炭化材少量，ロームブロック・焼土粒子微量
貯蔵穴2土層解説
1　暗褐色　炭化粒子中量，ロームブロック・焼土粒子微量
2　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量

2　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック微量

3　暗褐色　ローム粒子多量，炭化粒子中量

覆土　単一層である。層厚が薄く，トレンチヤーによる撹乱が多いため，堆積状況は不明である。

土層解説

1黒　色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片32点，須恵器片4点のほか，撹乱等により混入したとみられる弥生土器片5点が出土

している。遺物は竃内と貯蔵穴内から出土している。86の土師器肇は竃内から，83の土師器高台付杯と87の須

恵器甑は貯蔵穴1内から出土している。

所見　時期は，出土土器等から10世紀前葉と考えられる。
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第270図　第20号住居跡・出土遺物実測図
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二の沢B遺跡（古墳群）

第那園　第割号住居跡出土遺物実測図

第2号住居跡出土遺物観察表　第2開き野図）

∵
』　　　姦

番号 種　 別 器　 軽 ［二］径 器 高 底 径 胎　　 土 色　 調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土 位 置 備　 考

7 9 土 師 器 椀 ［1 4融 5．8 8。0 石英 ・雲母 にぷ い黄 橙 普通 体部 下 端へ ラ 削 り， 内面 へ ラ磨 き　 底 部W一方 向の ヘ ラ削 り 竃 内火 床面 2 0 ％

8 0 土 師 器
i 椀

［1 5部 5．3 ［7．6］
長石 ・雲母 e
赤 色粒 子

巨 ぷ い橙 ！普通
体 部 下端 回 転 へ ラ削 り， 内 面へ ラ磨 き 竃 内火 床面

巨 ％

8 1 土 師 器 杯
…
（4詔 ［5潮

長 有 ・実母 ・
赤 色粒 子

橙 普 通 体 部 下端 回 転へ ラ削 り， 内面 へ ラ磨 き　 底 部静 止 糸切 り 竃 内火 床面 10％

82 土 師器 杯
－
（1．6） 6．0

艮 有 ・実 相 ・
赤 色粒 子

橙 普 通 底 部 ”一方 向 のヘ ラ削 り 竃 内火床 面 1 0％

8 3 土 師器 高 台付 杯 ［15．6］ （5。5）
－
石英 ・長有 ・雲 母 黄 灰 普 通 内 面 へ ラ磨 き　 ノ底部 回 転 へ ラ切 り　 内面 黒色 処 理 貯蔵 穴底 面 6 0％

8 4 土 師器 高 台付 杯
－
（2．7） 粗 6］

石 英 ・長 石 ・
窯塞た㌧赤色 粒子

に ぷい 黄橙 普 通 休 部 ロ タロ ナデ 寵 内 火床 面 5 ％

8 5 土 師器 婆 ［16湖 （4．7ラ … 石 英 ・長 石 ・雲母 に ぷい 黄橙 普 通 体 部外 面 へ ラ削 り 貯 蔵 穴底 面 1 0％

8 6 須恵 器 襲 ー （9．6） 9。4 石 英 ・長 石 ・雲 母 灰 オ リー ブ 普 通 体部 外 面 へ ラ削 り　 被 熟 に よ り磨 滅 竃 内 火床 面 20 ％

8 7 須 恵 器 甑
－
（1 0潮 12．7

石 英 ・長 石 ・
雲 母 e 赤 色粒 子

灰 普通 休部 外 面 へ ラ削 り　 ブ リッジ へ ラ切 り　 2 孔 式 貯 蔵穴 底 面 20 ％

第錮考健腰掛　第2花園）

位置　調査区の中央部芦　C鼠Of8区。標高29。9mの平坦部に位置している。

重複関係　南部が第2号周溝墓の周溝を掘り込んでいる。、

規模と形状　長軸2．85111，短軸2．7nlの方形である。壁は高さ6cnlで，外傾して立ち上がっている。主軸方向は

N－300－Wである。、

床　ほぼ平坦である。竃前方部に硬化面が見られる。

磯　北西壁中央部のやや西寄りに付設されている。焚口部から煙道部まで症cm　袖部幅54cmで，壁外への掘り

込みは40cl11ほどである。袖部は削平されているが，砂質粘土で構築されていたと考えられる。火床面は床面を

2cmほど掘りくぼめタ火熱を受けタ赤変硬化している。煙道は火床部から緩やかに外傾して立ち上がっている。

電土層解説

1赤　褐　色　焼土粒子多量，炭化粒子少量　　　　　　　　　3　暗赤褐色　焼土ブロック中鼠炭化粒子の粘土粒子少量，ローム粒子微量
2　橙　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・粘土粒子少量　　　4　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子を粘土粒子少量

ぽッ匪　3か所。Plは南東壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。
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P2・3は東コーナー部と南コーナー部に位置し，規模から主柱穴の可能性が考えられるが，性格は不明であ

る。深さはPlが32cm，P2・3が40～46cmである。

覆土　2層からなる。層厚が薄いが，ほぼレンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1灰褐　色　炭化粒子少量・ローム粒子・焼土粒子微量　　2　灰　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片20点，須恵器片1点が出土している。竃内から竃前方部にかけてと南コーナー部から

出土している。103の土師器高台付杯は正位の状態で，104の土師器杯と108の須恵器高台付杯は南コーナー部

から逆位の状態で出土している。

所見　時期は，出土土器等から10世紀前葉から中葉と考えられる。

A3。2m
l

、≠苛単二2

∈亘云「∈±親
第272回　第24号住居跡・出土遺物実測図
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二の沢B遺跡（古墳群）

第24号住居跡出土遺物観察表（第272図）

番号 種　 別 器　 種 口径 器 高 底径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出 土位 置 備　 考

103 土 師器 高 台付 杯 13．6 5．9 8．0 石 英 ・長 石 ・雲 母 にぷ い 赤褐 普 通 休 部 下端 へ ラ削 り後 へ ラ磨 き，内 面 へ ラ磨 き 南 部床 面 80％ PL 4 7

1〔H 土 師器 」m ［10．0］ 3．1 5．6 長 石 ・雲母 にぷ い赤 褐 普通 底 部 回転 へ ラ切 り後 へ ラ削 り　 内 面煤 付 着 南 部床 面 40％

10 5 土師 器 杯 － （1．6） 6．9
石英 ・長石 ・
雲母 ・赤色 粒 子

橙 普通 内面 へ ラ磨 き　 底 部回転 へ ラ切 り後 へ ラ削 り　 内面 黒色 処理 奄 覆土 中 層 10％

10 6 土 師 器 杯 【11．0］ 3．3 ［6 月］
石英 ・長石 ・
雲 母 ・赤色 粒 子 明赤 褐 普通 ロ ・体 部構 ナ デ 中 央部 床面 5 ％

10 7 土 師 器 聾 ［19．0］ （22．6） － 石 英 ・長 石 浅黄 橙 普 通 休 部外 面 へ ラ削 り，内 面横 ナデ 北西 部 床面 60 ％ P L 4 8

1 08 須 恵器 高 台 付杯 （3．2 ） ［7．4 ］ 長 石 ・雲 母 褐 灰 普 通 体 都桟 ナデ 南 部 床面 5 ％

第27号住居跡（第273図）

位置　調査区の中央部，C9i4区に位置している。

重複関係　本跡は第1号周溝墓の周溝の覆土を掘り込んで確認されている。

規模と形状　壁は削平されているが，推定長軸4．03m，短軸3．66mの方形と考えられる。主軸方向はN－380－

Wである。

床　ほぼ平坦である。硬化面は確認されなかった。

④

＼一－　＿－　－－－　－

可　可

第273図　第27号住居跡実測図
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竜　北西壁中央部に付設されている。焚口部から煙道部まで116cm，両袖部幅134cInで，壁外への掘り込みは50

cmほどであると考えられる。袖部は削平されているが，チャート質の自然石を芯材とし，砂質粘土構築されて

いたと考えられる。火床面は床面と同じ高さで，火熱を受け，赤変硬化している。煙道は火床部から緩やかに

外傾して立ち上がっている。

培土層解説
1暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量　　　　　　　5　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化材・粘土粒子少量
2　暗赤褐色　ローム粒子・焼土ブロック少量，炭化粒子微量　6　極暗赤褐色　焼土ブロック・炭化粒子少量
3　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量　7　黒　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック少量
4　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量　8　黒　褐　色　焼土粒子少量，炭化粒子微量

覆土　3層からなる。ほぼレンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土眉解説

1　黒　褐　色　ローム粒子・砂粒少量
2　黒　褐　色　ローム粒子・砂粒少量，炭化粒子微量

3　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量（竜の土層）

遣物出土状況　土師器片256点，須恵器片23点，礫3点（内1点は支脚に利用したとみられる自然石）のほか，

撹乱等により混入したとみられる弥生土器8点が出土している。遺物は竃内や北部から中央部にかけて投棄し

たような状況で出土している。115の土師器賓はつぶれた状態で，127の須恵器杯は斜位の状態で，それぞれ竃

内から出土している。

所見　時期は，出土土器等から9世紀前葉と考えられる。
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115第274図　第27号住居跡出土遺物実測図（1）
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二の沢B遺跡（古墳群）
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第275回　第27号住居跡出土遺物実測図（2）
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第276図　第27号住居跡出土遺物実測図（3）

第27号住居跡出土遺物観察表（第274～276図）

、、＼
＼‾＼

0　　　　　　　　10cm

l‥＿＿＋　．」

番号種　別 器　憩 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　　法　　 の　　特　　徴 出土位置 備　考

112 土師器高台付土不－ （1．0） 7．0
石英・長石・

雲母・赤色粒子
灰黄褐 普通内面へラ磨き　内面黒色処理 東部床面 5％

113 土師器 整 19．0 （18．1）－ 長石・雲母
にぷい赤褐普通休部外面へラ削り，内面へラナデ 北部覆土上層40％

114 土師器 寮 ［19．6】（26．7）－
石英・長石・
雲母・赤色粒子

にぷい赤褐普通休部外面へラ削り，内面へラナデ 中央部床面 40％PI48

115 土師器 襲 13．6 （17．8）－ 石英・長石・礫 にぷい橙 普通体部外面へラ削り，内面へラナデ
北西部床面 70％PI48

116 土師器 嚢 ［19．2］（14．7）－
石英・長石・
雲母・礫・赤色粒子

明赤褐 普通休部外面へラ削り，内面へラナデ 北東部床面 20％

117 土師器 襲 ［15．5］（14．5）－
石英・長石・
雲母・赤色粒子

にぷい橙 普通体部外面へラ削り，内面へラナデ 北東部床面 20％

118 土師器 嚢 ［別．8］（8．8） －
石英・長石・雲母 にぷい褐 普通体部外面へラ削り，内面へラナデ 南部床面 10％

119 土師器 襲 19，0 （15．4）－
石英・長石・

雲母・赤色粒子
にぷい橙 普通休部外面へラ削り，内面へラナデ 北部覆土下層20％

120 土師器 襲 ［17．8］（6．7） －
石英・長石・雲母 灰褐 普通体部内・外面へラナデ 北部床面 10％

121 土師器 嚢 ［18．0］（5．3） －
石英・長石・雲母 明赤禍 普通休部外面へラ削り，内面ナデ 北部床面 5％

122 土師器 要 12．0 （8．4） －
石英・長石・
雲母・赤色粒子

橙 普通体部外面へラ削り，内面へラナデ 南部覆土下層10％

123 土師器 聾 ［13．9］（7．5） －
石英・長石・雲母・
礫・赤色粒子

橙 普通体部内・外面へラナデ 北部床面 5％

124 土師器 賓 ［17，0］（5．9） － 石英・長石・雲母 橙 普通
体部内・外面へラナデ 北都床面 5％

125 土師器 襲 （4．2）抵2］石英・長石・雲母にぷい黄橙普通休部外面下端へラ削り，内面へラナデ 北部覆土中層 5％

126 土師器 要 －
（1．0） 7．0 石英・長石・雲母 にぷい褐 普通底部木葉痕 覆土中 5％

127 須恵器 杯 ［13．0］4．2 ［7．2］石英・長石・針状鉱物 黄灰 普通体郎下端へラ削り　底部回転へラ切り後ナデ　へラ記号 北西部床面 40％

128 須恵器 杯 ［14．8］4．8 ［9．3］長石・礫・針状鉱物 灰 普通体郎下端へラ削り　底部回転へラ削り後ナデ 中央部覆土上層30％

129 須恵器 杯 ［13．6］（3．4） －
長石・雲母・

礫・赤色粒子
にぷい褐 普通口・休部横ナデ 南西部覆土中層10％

130 須恵器 杯 － は4） 6．6
長石・雲母・針状鉱物にぷい褐 普通底部回転へラ切り後ナデ 北西部覆土下層30％

131 須恵器 杯 － （2．5） 7．0 長石・礫
暗灰黄 普通底部回転へラ切り後ナデ　へラ記号 北西部床面 20％

132 須恵器 杯 － （2．4）［6．5］ 長石・礫 灰 普通底部回転へラ切り後へラ削り 北部覆土上層 10％
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二の沢B遺跡（古墳群）

番 号 種　 別 器　 種 口径 器 高 底 径 胎　　 土 色 調 焼 成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土 位 置 備　 考

13 3 須 恵 器 高 台付 杯 － （1．4 ） 長 石 ・礫 灰 普通 底 部 回転 へ ラ削 り後 ナ デ 中央 部床 面 2 0％

13 4 須 恵 器 襲 ［3 6．0］ （5．0） － 長石 ・礫 灰 普通 口絵 郡 内 ・外 面横 ナデ 西部 覆 土上 層 5 ％

13 5 須 恵 器 襲 － （9．5） － 石英 ・長石 褐灰 普通 休部 外 面縦 位 の平 行 叩 き， 内面 指 頭 に よる押 庄　 外 面 自然 紬付 着 東部 覆 土下 層 5 ％

1 3 6 須 恵器 嚢 （2．4） － 石英 ・長石 灰 普通 休部 外 面縦 位 の平 行 叩 き 淫 土 中

1 3 7 須 恵器 襲
－
（5．3）

－
石英 ・長 石 灰 普通 体部 外 面縦 位 の平 行 叩 き 中央 部 覆土 中層

1 38 須恵 器 水 瓶 （8．1）
－
石英 ・長 石 褐灰 普通 体 部 横 ナ デ　 外面 自然粕 付着 北 西部 床 面

2 0％ P 13 9 と
同一 個体 か

1 39 須恵 器 水 瓶 ？ （1．6） 1 0．0 石英 ・長 石 褐 灰 普 通 貼 り付 け高 台　 内 面 自然 軸付 着 北 西部 床 面
5 ％ P 13 8 と

同一 個体 か

第32号住居跡（第277図）

位置　調査区の南部，ElOg6区に位置している。

重複関係　第6号周溝墓の周溝の覆土を掘り込んでいる。

規模と形状　壁は削平されているが，推定長軸2．8m，短軸2．37mの長方形と考えられる。主軸方向はN－

930－Eである。

床　ほぼ平坦である。硬化面が確認されなかった。

竜　東壁中央部に付設されている。焚口部から煙道部まで90cm，袖部幅48cmで，壁外への掘り込みは60cmほど

であると考えられる。袖部は削平されているが，砂質粘土で構築されていたと考えられる。火床面は床面と同

じ高さで，火熱を受け，赤変硬化している。煙道は火床部から績やかに外傾して立ち上がっている。

遺物出土状況　土師器片20点，礫1点，釘1点，土製支脚1点のほか，撹乱等により混入したとみられる弥生

土器片1点が出土している。遺物は竃内及びその前方部と北西コーナー部から出土している。146の土師器高

台付杯は北西コーナー部から逆位の状態で，143の土師器杯は竃前方部から正位の状態で出土している。

所見　時期は，出土土器等から10世紀前葉と考えられるが，内面黒色処理された杯の割合が高いので若干古い

様相を示している。

150

⊥二二ここ二三二′一‾1
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第277図　第32号住居跡・出土遺物実測図
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第278図　第32号住居跡出土遺物実測図

第32号住居跡出土遣物観察表（第277・278図）

番号 種　 別 器 種 口 径 器高 底径 胎　　 土 色 調 焼 成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出 土位 ．毘 備　 考

143 土 師器 杯 12．8 4．3 4．5 石英 ・長石 ・雲母 に ぷい 黄橙 普通
休 部 下端 へ ラ削 り，内 面へ ラ磨 き， 内面

黒 色 処理
南 東 部床 面 80％

14 4 土 師器 杯 ［13．0］ 2．8 5．8 石英 ・長石 にぷ い 褐 普通
休 部 下端 へ ラ削 り，内 面へ ラ磨 き， 内面

黒 色 処理
南 東部 床 面 60％

14 5 土 師器 椀 ［15カ］ （5．5 ） 石英 ・雲母 にぷ い 黄橙 普通 体 郡 内面 へ ラ磨 き　 内面 黒 色処 理 南 東 部覆 土 下層 15％

14 6 土 師器 高 台付 杯 14 ．1 4．7 －
石 英 ・長石 ・雲母 ・礫

・針 状 鉱物
にぷ い褐 普 通 休 部 内面 へ ラ磨 き　 底 部 回転 へ ラ削 り 北西 部 床面 90 ％

14 7 土師 器 高 台付 杯 ［15．6］ （6．3）
－ 長石 ・雲母 ・礫 にぷ い橙 普 通 体 部下 端 へ ラ削 り， 内面 へ ラ磨 き 竃 底 面 50 ％

14 8 須 恵 器 高 杯 （4．4） － 石 英 ・長 石 ・雲 母 にぷ い責 橙 普 通 杯部 外 面積 ナ デ 南 西部 覆土 下 層
40 ％ 外 面 刻酋 「傭 」

内面 墨 書「□□ 」P L4 8
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二の沢B遺跡（古墳群）

番 号 種　 別 器 種 L」径 器高 底径 胎　　 土 色調 焼 成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土 位置 備　 考

14 9 土 師器 高 台 付杯 － （1．3） － 長石 ・雲 母 ・赤 色粒 子 灰黄 褐 普 通 休 部 内面 へ ラ磨 き　 底 部 へ ラ記号 北西 部床 面 10 ％

15 0 土 師器 鉢 ［2 1．0］ （1 3．2）
－

石 英 ・長石 ・雲母 に ぷい 褐 普通 休 部 内面 へ ラ磨 き 南東 部 覆土 下層 10 ％

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　 徴 出 土位 置 備　 考

Q 3 6 砥石 14．2 3．8 2．1 1 19．2 凝 灰 岩 砥 面 3 両 北 西部 床 面 P L 5 1

Q 5 2 支脚 2 5．2 14．2 9．0 2 7 48 ．8 凝 灰岩 被 熱痕 あ り 竃底 面 P L 5 1

M l O 釘 （5．0） 0 ．8 0．7 （5．2） 鉄 脚 部先 端 欠損　 頭部 先 端敲 打痕 あ り 南 東 部覆 土 中層

表5　二の沢B遺跡住居跡一覧表

番号 位置 主軸方向 平面形

規模 （m ）

長軸　 ×　 短軸

（径）　 （径）

壁高

（cm ）
床面 壁　 溝

内　　 部　　 施　　 設

覆土 主　 な　 出　 土　 遺　 物 時　 期
備　 考

（旧→新）主柱
穴
出入

＝

ピッ
ト
炉・
竃
貯蔵
穴

1 A 9 h2 N －32 0－W 方形 5．0 ×4．72 27 平坦 － 4 1 1 炉1 1 人為 土師器（器台 ・台付寮），弥生土器（壷）
4 世紀

前半

2 B 9 b5 N －330ww 長方形 5．62 ×4 ．80 13 平坦 － 不明 喝璃原石，不明鉄製品 古墳時代

3 B 9 dl N －20。－W ［方形］ ′3．90 × ［3．70 ］ 8 平坦 － 竃1 不明 土師器（椀）
10世紀

前葉

4 B 8 e3 N w30。OW 長方形 3．5×2．85 30 平坦
北西コー

ナー～東側
1 4 竃1 1 自然

土師器（皿 ・賓），須恵器（甑 ・円面硯），

刀子

10世紀

前葉

5 C lOb3 N －700－E 長方形 3．03 ×2．73 7 平坦 仝周 1 竃1 自然 土師器（椀）
10世紀

前葉

6 C 9 iO N －160－W 方形 2．75×2．60 25 平坦 － 4 1 3 竃1 人為
土師器（高台付杯 ・婆），須恵器（杯 ・高

台付杯 ・蓋 ・賓），不明石製品

9 世紀

後菓

7 B 9 g3 N －240MW 杯整長方形］ ［4．42］ × ［4劇 6 平坦 － 4 1 1 炉1 不明 弥生土器（壷），炉石
弥生時代

後期複葉

9 D 9 a9 N －310－W 方形 2．95 ×2．7 10 平坦 全周 4 1 2 竃1 自然
土師器（杯 ・婆），須恵器（杯 ・盤 ・蓋 ・

短頸壷），石製紡錘車，刀子

9 世紀

中葉

10 B 9j2 N －50 0－E 長方形 4．51×3．75 15 平坦 － 4 20 不明
土師器（小形聾），弥生土器（壷），磨石

4 世紀代
本跡－→

SK 3 ・11

11 B 8 iO N J OO－W 方形 4．9 1×4．60 2 1 平坦 － 4 1 28 炉1 人為
弥生土器（壷 ・片 口鉢），磨石，石鉄，

不明鉄製品

弥生時代

後期後薬

12 B lOg5 N －39。⇔W 長方形 2．80 ×2．53 12 平坦 ほぼ仝周 4 1 21 竃1 人為 土師器（杯 ・嚢），土製紡錘車
10世紀

前葉

13 B lOh2 N －440－W 八角形 5．28 × ［5．27］ 6 平坦 － 4 1 8 炉1 人為
弥生土器（壷），土師器（高年 ・婆），炉石，

磨石，土製紡錘車

弥生時代

後期後葉

本跡→

SK l17

14 B 9 i7 N －860－E 方形 2．97 ×2．88 10 平坦 西南部 1 竃1 不明 土師器（椀），管状土錘，鉄鎌
10世紀

前葉

15 B 9 j7 N －330－W 方形 4．45×4．30 15 平坦 仝周 4 1 1 炉1 人為
弥生土器（壷），土師器（意 ・甑），土製紡

錘車，炉石

弥生時代

後期後葉

16 C 9 a4 N －240－W 方形 ［3．82］× ［3．48］ 12 平坦 － 4 1 炉1 自然 弥生土器（壷），土製紡錘車，石錘
弥生時代

後期後柔

本跡・→

S K 12

17 C 9 C2 N －166－W ［長方形］ 6．56 × （4．17） 16 平坦 － 2 炉1 自然
土師器（高杯 ・器台 ・嚢 ・壷），不明鉄

製品

4 世紀

前半

本跡→

T M l

18 C 8 d8 N －40 。－W 方形 4．45×4．45 10 平坦 － 4 1 4 炉1 自然 弥生土器（意 ・高杯），炉石
弥生時代

後期複葉

本跡→

SK lO

19 C 8 a3 N －270－W 彷・長方形］ 3．88× （2．33） 14 平坦 ［全周］ 1 1 人為 土師器（壷 ・賓）
4 世紀

後半

本跡→

SK 9

20 D lOdl N －2 10－E 方形 2 ．5 ×2．47 5 平坦 － 1 1 竃1 2 不明 土師器（杯 ・襲 ・椀），須恵器（甑）
10 世紀

前葉

21 D lO蔦 N －350－E 八角形 4．85 ×4 ．64 7 平坦 － 4 1 5 炉1 自然 弥生土器片，炉石
弥生時代

後期複葉

22 D 9 g O N －310－W ［方形］ ［4．8］ × ［4．5］ 平坦
－ 4 1 炉1 弥生土器（壷），不明石製品

弥生時代

後期後妻

23 C 9 良 N －450－E 楕円形 6．13 ×5．36 15 平坦 － 4 1 8 炉1 自然 弥生土器（高年 ・壷 ・広口意），炉石
弥生時代

後期複葉

本跡→

T M l
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番号 位置 主軸方向 平面形

規模 （m ）

長軸　 ×　 短軸

（径）　 （径）

壁高

Ccm ）
床面 壁溝

内　　 部　　 施　　 設

覆土 主　 な　 出　 土　 遣　 物 時　 期
備　 考

（旧→新）主柱
穴
出入

＝

ピッ

ト
炉・
竃
貯蔵
穴

24 C lOf8 N －300mW 方形 2．85×2．7 6 平坦 1 2 竃 1 自然
土師器（杯 ・高台付杯 ・襲），須恵

器（高台付杯）

10世紀

前葉～中葉
T M 2 →
本跡

25 D llg2 N m450WW 長方形 3 ．7×3．18 5 平坦 全周 4 1 3 炉 1 不明
弥生時代

後期複葉

本跡→

T M 5

26 D 8 a9 N －650－E 八角形 5．37 ×4．98 14 平坦 4 1 31 炉 1 自 ・人 弥生土器（広口壷），磨石，炉石
弥生時代

後期後東

27 C 9 i4 N m38 0－W ［方形］ ［4．03］ × ［3．66］ 平坦 竃1 自然
土師器（高台付杯 ・聾），須恵器

（杯 ・高台付杯 ・賓 ・水瓶）
9 世紀前葉 T M l →

本跡

28 D lOfO N －110－W 不整方形 4．06×3．81 20 平坦 3 6 炉 1 不明 縄文土器片
縄文時代早期

末葉～前期初頭

本跡→

SK 84 ・86

29 D 9 C2 N m4g ㌧E ［楕円形］ ［4．8］× ［3．8］ 平坦 13 2 縄文時代
本跡→

S K 57

30 D 9 d2 N u430－W ［円形］ ［4．37］× ［4．16］ 平坦 11 13 縄文時代

31 A 8 b7 N w160ルW ［方形］ ［4．55］× ［4．3］ 10 平坦 4 1 不明 弥生土器（広口壷）
弥生時代

後期後薬

本跡→

SK 139

32 E lOg 6 N －93㌧E ［長方形］ ［2．8］× ［2．37］ 不明 平坦 竃1
土師器（杯 ・高台付杯 ・鉢 ・椀），

石製支脚，砥石，釘
10世紀前葉

T M 6 …少

本跡

33 E lOd6 N －6 0－W ［方形］ ［5．94］× ［5．41］ 15 平坦 炉1 人為 土師器（器台 ・壷 ・婆） 3 世紀末葉
SI35－→

本跡→T M 6

34 E lOe3 N ”220－W ［隅丸方形］ 4．40 × ［4．25］ 14 平坦 ［仝周］ 2 炉1 人為 弥生土器（小形広口壷）
弥生時代

後期後柔

本跡→

T M 6

35 E lOd6 N －490－E ［隅丸長方形］ ［5．4］ × ［3．28〕 平坦 ［全周］ 11 2 縄文土器（探鉢）
縄文時代早期

末葉～前期初頭

本跡→

T M 6・SI33

5　中世の遺構と遺物

今回の調査で確認された中世の遺構は，地下式墳2基である。これらの遺構は，調査区の中央部に位置して

いる。以下，それぞれの遺構の特徴について，記述していく。

（1）地下式墳

第瑠号地帯式壌（SK21）（第279図）

位置　調査区の中央部，B8e9区。標高30。7mの平坦部に位置している。主軸方向はN－770－Eである。

竪坑　西壁中央部に位置し，上面は長径工22m，短径1。Omの楕円形をしていて，確認面からの深さは0。8mであ

る。底面は主室の底面より40cmほど高く，主室に向かって緩やかに傾斜している。

童室　平面形は長軸2。54m，短軸2．0mの隅丸長方形で，確認面から底面までの深さは工2mである。天井部は

完全に崩落している。底面は平坦で，壁はほぼ直立して，あるいは内傾して立ち上がっている。

覆土　7層からなる。第2　e　5層はロームブロックを主体とした天井部の崩落層である。第6・7層が竪坑か

ら主室に向かって流れ込んだ後，天井中央部の第5層が崩落し，その後，第3・4層が流れ込んだと考えられ

る。そして，その後に，壁際天井部の第2層が崩落したと考えられる。

土層解説

1黒　色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土粒子・鹿沼パミス微量　5　明褐色　ロームブロック・炭化粒子中量，焼土粒子微量
2　褐　色　ロームブロック多量，炭化粒子中量，焼土粒子・礫微量　　6　黒　色　炭化粒子多量，ロームブロック少量，焼土粒子微量
3　黒褐色　炭化粒子多量，粘土ブロック中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量　7　黒　色　ローム粒子・炭化粒子中量，粘土ブロック少量，焼土粒子微量
4　黒　色　炭化粒子中量，ロームブロック・焼土粒子微量
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二の沢B遺跡（古墳群）

遣物出藍状況　遣物は出土しなかった。

新風　本跡は，出土遺物がないため，時期を決定することは難しいが，遺構の形態から中世と判断した。

第279図　第1号地下式墳（SK21）実測図

0　　　　　　　2m

』一一・ニー一一‥二一一一一＿一一「虻二二二二二』

第2号地謡式堵（SK141）（第280図）

位置　調査区の中央乱ClOg3区。標高29。5mの平坦部に位置している。主軸方向はN－110－Wである。

竪坑　北東コーナー部に位置し，上面は長径工16恥短径0．9mの楕円形をしていて，確認面からの深さは0。5m

である。底面は主室の底面より40cmほど高く，主室に向かって緩やかに傾斜している。

童宜　平面形は長軸3・66m，短軸2・2mの隅丸長方形で，確認面から底面までの深さは0。9mである。天井部は

完全に崩落している。底面は皿状で，壁はほぼ直立して，あるいは緩やかに外傾して立ち上がっている。

心

第2＄の図　第2号地下式墳（SK141）実測図
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覆土17層からなる。第10つ1層はロームブロックを主体とした天井部の崩落層である。第9・13～17層

は竪坑から主室に向かって流れ込むような堆積である。

土層解説
1黒　　色　ローム粒子・赤色粒子微量
2　黒　　色　ローム粒子少量，赤色粒子微量

3　黒褐色　ロームブロック・赤色粒子微量
4　黒　　色　赤色粒子少量，ロームブロック微量
5　黒　　色　赤色粒子少量，ローム粒子微量
6　黒　　色　ローム粒子・赤色粒子微量
7　極暗褐色　ロームブロック・赤色粒子微量
8　黒　　色　ロームブロック・赤色粒子微量

9　黒　　色　ロームブロック・赤色粒子微量

10　極暗褐色　ロームブロック中量，赤色粒子微量
11極暗褐色　ロームブロック中量，赤色粒子微量
12　暗褐色　ロームブロック少量，赤色粒子微量

13　極暗褐色　赤色粒子少量，ロームブロック微量
14　黒　　色　ローム粒子微量

15　黒褐色　ロームブロック・赤色粒子微量
16　褐灰色　ロームブロック中量，赤色粒子微量
17　暗褐色　ロームブロック少量，赤色粒子微量

遺物出土状況　遺物は出土しなかった。

所凰　本跡は，出土遺物がないため，時期を決定することは難しいが，遺構の形態から中世と判断した○

6　その他の遺構と遺物

今回の調査で時期不明の土坑100基，溝2条，井戸跡2基を確認した。これら遺構については，管状土錘が

12点出土した土坑については解説をし，それ以外については実測図と一覧表に示すことにする。また，遺構に

伴わない主な遺物については，本項で一括して実測図と観察表を掲載する。

（1）土坑

第掴2号羞坑（第281図）

位置　調査区の中央部，C9e2区。標高30。7m平坦部に位置している。

重複関係　第1号周溝墓の周溝の北西部を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸3．87m，短軸1．48mの長方形で，深さは32cmである。長軸方向はN－710－Eである。底面は平

坦で，壁は高さ32cmで，外傾して立ち上がっている。確認面には砂と粘土混じりの礫がつき固められたように

硬化している。

e　㊥

第28領国　第142号土坑・出土遺物実測図
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二の沢B遺跡（古墳群）

尊皇　3層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。この土坑がほぼ埋まった後

に，砂と粘土混じりの礫をつき固めたと考えられる。

土層解説
1　黒褐色　礫多量，粘土ブロック中量，ローム粒子・砂少量　　3　黒　色　ローム粒子微量
2　黒　色　ローム粒子微量

遣物出立状況　土師器細片12点，管状土錘11点，鴫塙の原石1点，不明鉄製品1点のほか，撹乱等により混入

したとみられる弥生土器片3点が出土している。管状土錘は東部から8点，中央部から西部にかけて3点が覆

土中層から出土している。

新風　時期は，出土土器が細片なので不明であるが，重複関係から古墳時代前期以降である。

第142号土坑出土遺物観察表（第281図）

番 号 器　 種 長 さ （径 ） 幅 （孔 径 ） 厚 さ 重 量 材 質 特　　 徴 出 土 位 置 備　 考

D P 9 管 状 土 錘 3 ．2 0 ．4 1 ．9 1 0 ．6 土 外 面 ナ デ 東 部 覆 土 下 層 10 0 ％ P L 5 0

D P lO 管 状 土 錘 2 ．8 0 ．5 2 ．0 1 1 ．3 土 外 面 ナ デ 東 部 覆 土 下 層 10 0 ％ P L 5 0

D P ll 管 状 土 錘 2 ．9 0 ．4 1 ．8 7 ．6 土 外 面 ナ デ 東 部 覆 土 下 層 10 0 ％ P L 5 0

D P 12 管 状 土 錘 2 ．8 0 ．4 2 ．0 1 1 ．6 土 外 面 ナ デ 東 部 覆 土 下 層 10 0 ％ P L 50

D P 1 3 管 状 土 錘 3 ．6 0 ．4 1 ．6 1 1 ．3 土 外 面 ナ デ 東 部 覆 土 下 層 10 0 ％ P L 50

D P 1 4 管 状 土 錘 3 ．3 0 ．4 1。7 1 0 ぉ4 土 外 面 丁 寧 な ナ デ 東 部 覆 土 中 層 10 0 ％ P L 50

D P 1 5 管 状 土 錘 3 ．1 0 ．3 1．5 7 ．4 土 外 面 ナ デ 西 部 覆 土 下 層 10 0 ％ P L 50

D P 1 6 管 状 土 錘 3 ．0 0 ．4 1．8 8 ．9 土 外 面 ナ デ 西 部 覆 土 下 層 1 0 0 ％ P L 50

D P 1 7 管 状 土 錘 4 ．1 0 ．4 1．4 6 ．5 土 外 面 丁 寧 な ナ デ 東 部 覆 土 中 層 1 0 0 ％ P L 50

D P 1 8 管 状 士 錘 3 ．7 0 ．4 1 ．3 5 ．5 土 外 面 ナ デ　 側 面 に 紐 状 の も の で 縛 っ た 擦 痕 有 り 東 部 覆 土 下 層 1 0 0 ％ P L 5 0

D P 1 9 管 状 土 錘 3 ．5 0 ．4 1 ．4 6 ．6 土 外 面 ナ デ　 側 面 に 紐 状 の も の で 縛 っ た 擦 痕 有 り 西 部 底 面 1 0 0 ％ P L 5 0

M 12 不 明 鉄 製 品 （4 ．0 ） 0 ．4 0 ．3 （0 ．9 ） 鉄 断 面 長 方 形 東 部 覆 土 上 層 1 0 0 ％

表6　二の沢B遺跡土坑一覧表

番号 位置
長径方向

（長軸方向）
平面形

規模 （m ）

長径 ×短径
深さ （cm ） 壁面 底面 覆土 主　 な　 出　 土　 遺　 物

備　 考

（時期 ・新→旧）

1 B 9h4 N …220　－W 楕円形 0．92 ×0．78 20 外傾 皿状 自然

2 B 9g5 N －450　－E 楕円形 0．96 ×0．90 18 外傾 皿状 自然

3 B 甥2 N －45。…W 長方形 2．28 ×0．94 5 外傾 平坦 自然 SIlO→本跡

4 B 8hO N …770　°－E 長方形 2．52 ×0 ．78 10 外傾 平坦 人為 弥生土器片

5 B 8gO － 円形 0．88 ×0．88 16 外傾 平坦 人為 焼けた礫

6 B8i9 N …3lO　u…W 楕円形 1．45 ×1．28 30 外傾 平坦 人為 焼けた礫

7 B 8h 6 N －81。－W 楕円形 2．21 ×　仕 60 ］ 3 1 外傾 凸凹 自然 礫 本跡→SK 8

8 B8h6 － ［円形］ 1．60 × ［1．55］ 20 外傾 平坦 自然 焼けた礫 SK 7 →本跡

9 C 8a3 N －310　－W 楕円形 0．76×0．58 20 緩斜 皿状 自然 土師器（壷）
古墳時代前期の
埋設遺構S I19→本跡

10 C8d7 －
円形 1．12×1．11 16 外傾 平坦 自然 弥生土器（壷）

弥生時代後期複葉
S I18→本跡

11 B 8j2 －
円形 0．86×0．82 50 外傾 皿状 不明 弥生土器片，土師器片 SIlO一→本跡

12 B 9j4 N －320　－W 長方形 2．18×0．98 42 外傾 平坦 人為 SI16→本跡

13 A 9g4 N －200　－W 長方形 1．59×0．76 9 外傾 平坦 不明

14 Å均2 N …170　…W 楕円形 1．0 ×0．8 21 緩斜 皿状 自然

15 A 8jl N －120　－W 楕円形 1．02 ×0．69 17 外傾 平坦 自然

16 A 均3 N …250　…E 楕円形
l
0．98×0．8 21 外傾 平坦 自然

17 D 8e8 N r 鮒。…E 楕円形 0．97 ×0．88 20 緩斜 jm 状 自然
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番号 位置
長径方向

（長軸方向）
平面形

規模 （m ）

長径 ×短径
深さ （cm ） 壁面 底面 覆土 主　 な　 出　 土　 遺　 物

備　 考

（時期 ・新→旧）

18 D 9e2 N －34。－W 不整楕円形 2．58 ×1．4 78 外傾 皿状 自然 縄文時代 （陥 し穴）
底面に小 ピット有 り

19 B 8i6 N －200　－W 楕円形 0．95 ×0．72 17 外傾 平坦 自然

20 B 8d7 N －300　－E 不整楕円形 2．41×1．86 98 外傾 皿状 人為

21 B 8e9 N － 770　－E 隅丸長方形 2 ．86 ×2．17 120 内傾 平坦 自然 礫 第 1 号地下式壊中世

22 B 9j3 N －8 10　－E 不整楕円形 1．65 ×1．28 22 緩斜 皿状 自然

23 B 9f7 N － 150　－W 楕円形 0．97 ×0．55 10 外傾 皿状 自然

24 B9f7 N …360　…E 楕円形 1．48 ×0．96 22 外傾 皿状 人為

25 B 9g8 － 円形 0．84 ×0．82 10 外傾 皿状 人為

26 C 9a3 N －290　－W 楕円形 1．25 ×1．03 12 外傾 平坦 自然

27 B9g6 N － 2 0＋u－W 楕円形 1．05 ×0．9 20 緩斜 皿状 自然 土師器片

28 D lOb7 N …850　－E 楕円形 2．05×0．97 29 緩斜 平坦 人為

29 C 9a2 N …200　－－W 楕円形 1．3 ×0．86 20 緩斜 平坦 自然

30 B 9e6 N －25。－W 楕円形 0．67×0．54 16 外傾 平坦 自然

31 B 9f6 N －76。－E 楕円形 0．76 ×0．58 28 外傾 平坦 人為

32 C 9a2 N －430　…W 楕 円形 0．98 ×0．81 22 緩斜 平坦 自然

33 B 9斑 N …230　－W ［楕円形］ （1．58） ×0．79 16 緩斜 平坦 人為

34 B 9f3 － 円形 ［0．88］×0．85 11 外傾 平坦 自然

35 B 9f2 N …190＋m－W 楕円形 1．86 ×0．8 16 外傾 平坦 人為

36 B9g2 N …2 10　－W 楕円形 1．42×0．84 2 1 外傾 平坦 人為

37 B 9gl N － 120　－W 隅丸長方形 1．83×1．07 20 外傾 凸凹 人為

38 B 9gl N … 5 0　…W 楕円形 1．63 ×1．03 11 外傾 平坦 人為

39 B 9gl N － 5 0＋M－W 隅丸長方形 1．73 ×0．95 11 外傾 平坦 人為 弥生土器片

40 C 9al － 円形 1．02 ×0．96 24 緩斜 平坦 自然

4 1 B9i2 N …150　…E 不定形 2．72 ×1．84 45 緩斜 皿状 人為

42 B 9i4 N －23。－W 楕円形 1．42 ×1．14 19 緩斜 平坦 自然

43 B 9i3 N － 5 0 ・－W 楕円形 1．5 ×1．2 18 外傾 平坦 自然

44 B 9i3 N －390　－E 楕円形 1．45 ×0．8 10 外傾 平坦 自然

45 B 9i2 N －300　－W 楕円形 0．74 ×0．61 18 外傾 平坦 自然

46 B 9il N －380　－E 不整長方形 3．12 ×1．68 107 外傾 凸凹 自然

4 7 B 均9 N …700 “…E 不定形 3．30 ×2．5 46 緩斜 皿状 人為 本跡→SE 2

48 B 8i8 N － 6 0　－E 不定形 2．63 ×1．10 22 外傾 平坦 人為 本跡→S K 71

49 C8j8 N －370　－E 楕円形 2．75 ×1．45 26 外傾 平坦 人為

50 C 8b8 N …280　…E 楕円形 1．47 ×1．20 19 外傾 平坦 人為

51 B 8i8 － 円形 1．0 ×0．95 17 外傾 平坦 人為

52 B 8i7 N －180　…E 楕円形 1．32×0．58 13 外傾 平坦 不明

53 B 8fO － 円形 0．65×0．61 13 外傾 平坦 人為

54 C 9al
－

円形 1．2 ×1．15 32 緩斜 平坦 自然

55 B 8g7 N …55。－W 不整楕円形 2．6 ×0．7 15 外傾 平坦 人為

56 B 8h 8 N －640　－W

N －88。－E

不整楕円形 1．75 ×0．95 26 外傾 平坦 人為

57 D 9C2 円形 0．72 ×0．71 18 外傾 平坦 自然

58 B 8i7 楕円形 0．92 ×0．75 13 外傾 平坦 自然

60 B8h6 N －800　－E 楕円形 0．84 ×0．65 10 外傾 平坦 人や

61 B 8h5 N －520　－W 楕円形 0．70 ×0．62 10 緩斜 平坦 人為

62 B 8h5 N －32。 －W 楕円形 1．11×0．96 40 外傾 平坦 人為

63 B 8h4 － ［円形］ 0．98 × ［0．90］ 11 外傾 平坦 自然

64 B 8h4 N …800 ・－E 楕円形 0．95×0．49 16 外傾 平坦 自然
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二の沢B遺跡（古墳群）

番号 位 置
長 径方 向

（長 軸方 向 ）
平 面形

規 模 （m ）

長径 ×短径
深 さ （cm ） 壁画 底 面 覆 土 主　 な　 出　 土　 遺　 物

備　 考

（時期 ・新→ 旧 ）

65 B 8 h 4 N －3 1。 … E 楕 円形 1．2 9 ×0．7 1 1 1 外 傾 平 坦 自然

66 B 8 h 4 N －1 5。 －W 楕 円形 1．2 9 ×1．1 13 外 傾 平 坦 人為

67 B 8 h 4 N －4 2 0　一一W 楕 円形 1．0 8×0．8 0 15 垂 直 平 坦 自然

68 B 8 h 3 N …1 7 0　…W ［楕 円形 ］ ［1．1 1］ ×0．6 3 1 5 外 傾 平 坦 自然

69 B 8 i3 － 円形 1．1 ×1．0 9 1 9 外 傾 平坦 自然

70 B 8 j4 －
円形 1．0 1 ×1．0 2 1 外 傾 平坦 自然

71 B 8 i8 － 円 形 1．3 1 ×1．2 0 2 6 外傾 平坦 自然 SK 4 8－す本跡

72 B 8 j7 N － 5 0　－ E 楕 円形 1．0×0．6 8 14 緩斜 平 坦 自然

73 C 8 a 8 N －3 3 0　－ E 楕 円形 1．4 8 ×1．0 5 12 外 傾 平 坦 人 為

74 C 8 a 7 N －2 5 0　－W 楕 円形 0．6 5 ×0．5 7 2 0 緩 斜 皿 状 自然

75 C 7 a 7 N －4 1 0　－ E 楕 円形 0．7 8×0．6 6 2 0 外 傾 平 坦 人為

76 C 8 b 8 N －6 6 0　－W 楕 円形 1．6 ×1．3 7 19 緩 斜 皿 状 自然

77 C 8 a 8 N －48 0　－W 不 整楕 円形 1．34 ×0．8 3 2 2 緩 斜 平坦 自然

78 C 8 a 9 N － 9 0　… W 不整 楕 円形 2．2 8 ×1．2 9 2 5 緩 斜 平坦 人為

79 C 8 aO N … 8 0　－ W 楕 円 形 0．9 ×0．5 1 1 5 外傾 平坦 自然

80 D lO d 2 N －8 9。 － E 不整 楕 円形 4．52 ×乙4 9 0 外傾 平 坦 人 為 弥生 土 器（壷） 弥 生 時代 後期 後 菓

81 D l Oc 4 N －5 4 0　－W 不 整 楕 円形 2．5 0 ×2．0 7 42 外 傾 平 坦 人 為

82 D 9 h O － 円形 0．9 8 ×0．9 3 18 緩 斜 平 坦 自然 弥 生 土器 片 ，須 恵 器片 ，礫

83 D l（根 － 円形 1．0 2 ×0．96 2 1 緩 斜 平 坦 自然

84 D 9 j8 － 円形 0．9 8×0．97 18 外 傾 平 坦 自然

85 D 9 i8 －
円形 0．9×0．9 2 4 外 傾 平 坦 自然 礫

86 D 9 i6 N －90 0　…W 楕 円形 1．4 5×1．2 1 4 0 緩 斜 平坦 人為 焼 け た礫

87 D 9 j6 N － 7 0　一一W 楕 円 形 1．4 1×1．2 7 2 0 緩 斜 平坦 自然

88 E 9 a 2 N －7 0　－ E 不整 楕 円形 0．8 7 ×0．2 7 3 5
内 傾 ・
外傾

平 坦 人 為

89 E 8 a 6 N …3 0。 －W 不整 楕 円形 1．0 3 ×0．7 9 23 外傾 平 坦 自然

90 E 9 a 5 － 円形 0．9 5 ×0．8 7 79 外傾 平 坦 人 為 礫

91 B 8 j6 － 円形 0．8 8 ×0．8 5 15 緩 斜 平 坦 不 明

92 B 8 i5 N …2 0。 －W 楕 円形 0．9 0 ×0．76 2 0 外 傾 平 坦 人為

93 C 8 b 6 N －9 0 0　…W 楕 円形 2．3 ×1．8 3 13 外 傾 平 坦 人為

94 C 8 b 6 N … 7 0　－W 隅 丸長 方 形 2．7 7×1．15 2 1 外 傾 平 坦 人為

95 C 8 b 7 N －12 0　～ W 楕 円 形 2．14 ×1．0 5 1 8 外 傾 平 坦 人為

96 C 8 b 6 N － 15 0　－ E 楕 円 形 2．4 5×1．6 2 2 4 外 傾 平坦 自然

97 C 8 C 5 － 円 形 1．16 ×1．1 2 2 0 外傾 平坦 自然

98 C 8 C 6 N －1 7 0　…W 楕 円形 0．9 8 ×0．8 4 1 5 緩斜 皿状 自然 弥生 土 器片 ，礫

99 C 8 d 6 － 円 形 1．0 0 ×0．9 8 13 緩斜 皿 状 自然

10 0 E 9 a 5 N －7 1。 －W 不 整 楕 円形 0．5 9 ×0．54 20 外 傾 皿 状 自然

弥 生 土器 片

弥生 土 器片

焼 け た礫

10 1 D 9 j4 N －7 8 0　… E 不 整 円形 0．7 7 ×0．70 9 外 傾 ．平 坦 不 明

10 2 D 8 iO N …8 1。 一一W 不 整楕 円 形 2．1 2 ×1．78 7 外 傾 平 坦 人為

10 3 D 8 j9 N －2 5 0　－W ［不 整楕 円 形］ （1．1 9） ×1．0 5 19 緩 斜 平 坦 自然

10 5 D 9 C2 N 一 一W 楕 円形 0 ．9 7×0．8 6 3 5 緩 斜 皿状 自然

106 A 8 b 8 N －7 9 0　－ E 長 方 形 1．4 5 ×0．6 3 3 5 垂 直 平坦 人為

10 7 A 8 b O N …7 5。＋一…E 楕 円 形 2．0 0 ×0．7 1 7 緩斜 凸 凹 人為

10 8 D 9 e 6

N …㍉　 一一 E

円 形 0．7 3 ×0．7 1 9 緩斜 皿状 自然

10 9 D 9 e 6 円形 0．7 7 ×0．7 1 8 緩斜 皿 状 自然

11 0 C l O h 9 楕 円形 1．3 3 ×1．1 9 9 外 傾 平 坦 人 為

11 1 C l Oh O － 楕 円形 1．2 3 ×1．1 1 3 6 緩 斜 皿 状 人 為
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番号 位置
長径方向

（長軸方向）
平面形

規模 （m ）

長径×短径
深さ （cm ） 壁面 底面 覆土 主　 な　 出　 土　 遺　 物

備　 考

（時期 ・新→旧）

112 D 8 j5 N －240　－W ［楕円形］ 0．81 × （0．3 ） 22 外傾 平坦 不明

113 C 8 d6 －
円形 1．11 ×1．09 20 緩斜 平坦 人為

114 C 9 jl N …250＋“…W 不定形 3．97 ×2．15 102 緩斜 皿状 自然 縄文土器片，弥生土器（壷），土師器片 T M l →本跡

115 D 8 e7 N －370　－W 不整楕円形 2．75×2．4 106 外傾 平坦 自然 弥生土器（片口壷 ・壷），土師器藩 台 ・壷） 弥生時代後期復業

116 C 8 d5 N －210　－W 楕円形 0．95 ×0．91 2 1 緩斜 平坦 自然

117 B lOh2 N －180　－W 楕円形 0．6×0．25 44 外傾 平坦 人為 土師器（高年），礫
5 世紀前葉～
中葉SI13→本跡

118 B 8 i3 N －220　－E 楕円形 0．59 ×0．52 27 外傾 凸凹 不明

119 C 8 C4 － 円形 1．13 ×1．08 26 緩斜 平坦 自然

120 C 8 b5 N －110　－…W 楕円形 1．36×0．97 19 緩斜 平坦 自然

121 C 8 a4 N －820 ”…W 楕円形 0．69×0．61 13 外傾 平坦 自然

122 C 8 a8 N …200　－W 不整楕円形 2．17× 1．15 15 緩斜 平坦 人為 礫

123 C 8 C7 －
円形 0．76 ×0．7 13 緩斜 平坦 自然

124 C 8 g6 N －20。＋－…W 不整円形 2 ．36 ×2．27 27 緩斜 平坦 自然 弥生土器（壷） 弥生時代後期複葉

125 C 8 C9 N …160 ・…W 楕円形 0．91×0．85 14 緩斜 平坦 人為

126 C 9bO N …270　－W 楕円形 1．19 ×1．10 14 ．外傾 平坦 人為

127 C 8 b9 N …300　－W 楕 円形 0．74 ×0．63 16 緩斜 皿状 自然

128 C 9 aO N － 7 0　…E 楕 円形 1．20 ×0．72 8 緩斜 平坦 自然

129 C 8 b9 N … 700　－E 長方形 1．15 ×0．98 10 緩斜 平坦 人為

130 B 9 h2 N …350　…E 隅丸長方形 1．06 ×0．55 12 外傾 平坦 自然

131 B 9 h2 － 円形 0．70 ×0．64 14 外傾 平坦 自然

133 B 9 h3 N －40。－E 楕円形 0．77 ×0．57 11 外傾 平坦 自然

134 B lOi5 － 円形 1．13 ×1．10 27 緩斜 平坦 自然

135 C lOh3 N － 8 0　－W 楕円形 1．48 ×1．24 15 緩斜 平坦 人為

136 B lOi4 N －280　－E 楕円形 1．14×0．88 14 緩斜 平坦 人為

137 A 9 d3 N －42。－W 楕円形 1．34 ×1．1 94 外傾 平坦 人為 SD 2 →本跡

138 B 8 C2 N －410　…W 楕円形 1．66× 1．42 27 外傾 平坦 人為

139 A 8 b7 N － 3 0　－E 長方形 1．65×0．77 18 外傾 平坦 自然 弥生土器（壷），管玉
弥生時代後期後発の
土墳墓　 SI31→本跡

140 D 9 d4 N －600　－E 楕円形 0．85×0．67 20 外傾 平坦 不明

14 1 C lOg3 N －110　…W 不定形 3．87×2．17 90 緩斜 皿状 自然 第2 号地下式境 中世

142 C 9 e2 N －710＋一一E 長方形 3．87×1．48 32 外傾 平坦 不明

143 A 9 bO N －78 0　－E 楕円形 1．85×0．62 10 緩斜 平坦 人為

145 C 8 bO － 円形 0．95 ×0．9 15 外傾 平坦 人為

151 A 8 aO N … 750　－E 長方形 1．52×0．6 67 外傾 平坦 不明

（2）溝

表7　二の沢B遺跡溝跡一覧表

番号 位　 置 方　 向 形　 状

規　　　 模 （m ）

壁面 底面 覆土 主 な出土遺物 時期
備　 考

（旧→新）
確認長 上　 幅 下　 幅 深　 さ

1 A 8 hl～B 8 d5～A 8 hO N …360　－」Ⅳ

N －500　－E

「く」の字状 （6 1．1） 0．45～0．80 0．22 ～0．52 0．25 外傾 平坦 自然 不明

2 A 8 d8～A 8 gO～A 9 a2

N －470　－W

N －420　－E

N …470　…W

「コ」の字状 （封．5） 0．8 ～1．6 0．48 ～1．04 0．42 外傾 平坦 自然 土師器（嚢） 不明 本跡→SK 137
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二の沢B遺跡（古墳群）

第1号溝土層解説
1　黒褐色　ロームブロック少量
2　黒褐色　ローム粒子中量

A3，．0m

‾電7‾

旦3。．8m
「ここノ‾‾

第282図　第1号溝跡実測図

第2号溝土眉解説
A－A

l　黒

2　黒

3　黒

B－B

l　黒

2　黒

E－E

l　暗

2　異

褐色
褐色
褐色

褐色
褐色

褐色
褐色

ロームブロック・炭化粒子微量

ローム粒子少量，炭化粒子微量
ロームブロック・炭化粒子微量

ロームブロック・炭化粒子微量

ローム粒子少量，炭化粒子微量

ローム粒子少量
ローム粒子微量

A3。．8m
2

‾‾竜忘歪γ
旦

ヽ」　／

『：≡∃

3　黒褐色　ロームブロック少量

旦

「盲妄r
0　　　　　　　　　　　　　　2m

ト　－1－・十－　」

4　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
5　褐　　色　ロームブロック少量

3　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
4　褐　　色　ロームブロック少量

3　暗褐色　ロームブロック少量

C

軍医喜好■、

＼言一　‾

第283図　第2号溝跡・出土遺物実測図

第2号溝跡出土遺物観察表（238図）

ヽノ

丑。2。9配瀞一三

2m

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿　」

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

i　　　　；　　　！

番号種　別器種口径器高底径 胎　　土 色調焼成 手　　法　　の　　特　　徴 出土位置 備　考

273 土師器壷［12．2］（2．0）－
石英・長石・雲母
赤色粒子
にぷい赤褐普通ロ緑部内・外面横ナデ SD2覆土中 5％

TP239弥生土器盃 －は0）－石英・長石・雲母 橙 普通頚部無文　胴部附加粂一種（附加1条）の縄文 SD2覆土

番号器　種 長さ（径）幅（孔径）厚　さ 重　量 材　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

M24 鉄鍍 （3．7） 0．7 0．6 （2．7） 鉄 茎部片　断面方形 SD2覆土中

M25 鉄鍍 （2．8） 0．7 0．7 （1．3） 鉄 茎都片　断面方形 SD2覆土中

（3）井戸跡

表8　二の沢B遺跡（古墳群）井戸跡一覧表

番 号 位　 置
長 径 方向

（長 軸 方向 ）
平面 形

規模 （m ）

長 径 ×短 径
深 さ （cm ） 壁 面 底面 覆 土 主 な 出土 遺物 備　 考

（時 期 ・新 → 旧）

1 C 9 e 2 －
円形 1．3 ×1，3 75 外傾 凹凸 自然 T M l→ 本 跡

2 B 8 j 9 －
円形 1．13 ×1，12 180 、 垂 直 不 明 周囲 に ピ ッ ト2 有 り

㌍／
第284図　第1号井戸跡実測図

A3。血

「∈芽　＼J　　2m
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第1号井戸跡土層解説
1　黒　　色　ローム粒子微量
2　黒　　色　ロームブロック・礫少量
第2号井戸跡Pl土層解説
1　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子微量

第285図　第2号井戸跡実測図

（4）遺構外出土遺物

∴　」r

五十：

3　明黄褐色　ロームブロック・礫中量

3　褐　　色　ローム粒子中量

「
l

l

l

B
－　　1

－毎「
2　3

第286図　遺構外出土遺物実測図（1）
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二の沢B遺跡（古墳群）
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第287図　遺構外出土遣物実測図（2）
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第288図　遺構外出土遺物実測図（3）
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二の沢B遺跡（古墳群）

遺構外出土遣物観察表（第286～288図）

番 号 種　 別 器　 種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼 成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土 位置 備　 考

274 縄 文土 器 深 鉢 －
（4 ．4） 4 ．8 石 英 ・長 石 ・雲 母 橙 普通 胴 部 無文

T M 6 周 溝
覆 土 上層

5 ％

275 縄 文土 器 注 目土 器 －
（6．3）

－
長 石 ・雲 母 ・
赤色 粒子

にぷ い橙 普通 外 面 へ ラナ デ
T M l 周 溝

覆 土 上層
5 ％

276 弥 生土 器 高 杯 ［13．6］ （2．6） － 長 石 ・赤 色粒 子 にぷ い橙 普通
口唇部 キザ ミ目　 口縁 部 3 本 櫛歯 によ る山形 文 ・
横 走 文施 文

表 土 中 5 ％

277 弥 生土 器 広 口壷 ［10．4］ 17．1 6．0 石 英 ・長 石 ・雲 母 にぷ い褐 普通
口 唇部 お よび ロ縁 部 下端縄 文 に よる押庄　 胴 部附加 条

一種 （附加 1 条）の縄 文 S 施文　 羽状 構成　 底 部木 葉痕
表 土 中 70％ PL4 9

2 78 弥生 土 器 広 口壷 ［16．0］ （22湖 長 石 ・雲母 ・礫 浅黄 橙 普 通
口唇 部 及び ロ線部 隆帯 キザ ミ目口縁 部 4 本 櫛歯 による
縦 区画 ，区 画内 に波状 文施 文 ，上下 を波状 文 ・横走 文
施文　 胴 部 附加条 2 種 （附 加1条）の縄 文施文　 羽状構 成

衷土 中 20％ PL4 9

2 79 弥生 土 器 壷 － （4．2） 6．5 長石 ・雲母 ・礫 に ぷい 褐 普 通
胴 部附 加条 二 種（附 加 1 条）の縄 文 施文　 羽状 構 成

底部 布 目痕
表土 中 10％

280 弥生 土 器 壷 － （2．5） 7．2 長 石 ・雲 母 灰 褐 普 通 胴部 附 加条 の 縄文 施 文 1 底 部木 葉 痕 表土 中 5 ％

28 1 弥生 土器 ーニまこご互E －
（2．8） ［7．0］ 石 英 ・長 石 灰 褐 普 通 胴部 附 加条 二 種（附加 1 条）の縄 文 施文　 底 部 布 目痕 表土 中 5 ％

282 弥 生 土器 壷 － （4．5） 「8．8」 石英 ・長石 ・雲母 褐 灰 普 通 胴部 附 加条 一種 （附加 1 条）の縄 文 施文　 底 部 木葉 痕 表 土 中 5 ％

283 土 師 器 高杯 － （2．6） － 石英 ・長石 ・雲母 明赤 褐 普 通 杯 部 内 両へ ラ磨 き　 内 ・外面 赤 彩 表 土 中 5 ％

284 土 師 器 高杯
－
（3．8）

－
石 英 ・長 石 橙 普 通 脚 部 外面 へ ラ磨 き， 内面 指 ナデ　 脚 部側 面 3 孔 表 土 中 10 ％

285 土 師器 台付 嚢 ［16カ］ （4 ．6） － 石英 ・長 石 淡 黄 普通 体 部 外面 パ ケ 目調 整 ，内 面へ ラナ デ 表 土 中 5 ％

286 土 師器 台付 襲 ［16．0］ （4 ．5） － 石英 ・長 石 にぷ い橙 普通 休 部外 面 パ ケ 目調 整， 内 面へ ラナデ 表 土 中 5 ％

287 土 師器 壷 ［16．6］ （2．9）
－
石 英 ・長 石 ・雲 母 橙 普通 頚 部 外 面パ ケ 目調 整 表 土 中 5 ％

288 土 師器 杯 ［13．9］ 5．4 7．0 石英 ・長石 にぷ い橙 普 通 体 部 内面 へ ラ磨 き 表 土 中 5 ％

289 土 師器 皿 ［14．9］ （2．3 ） － 長石 ・雲 母 にぷ い橙 普 通 口 ・体 部 横 ナ デ
T M 6 周 溝
覆 土上 層

5 ％ 体 部 内
面 墨書 「［コ」

290 土 師器 皿 －
（1．1） 4．6 石英 ・長 石 浅黄 橙 普 通 底 部 回転 糸 切 り後 ナ デ

T M 6 周 溝

覆 土上 層
30％

29 1 土師 器 高 台付 杯
－
（2．0） ［7．0］

石英 ・長石 ・
赤 色粒 子

淡黄 普 通 底 部 回転 糸切 り後 ナ デ
T M 6 周 溝
覆 土上 層 10％

292 須 恵 器 甑 － （4．7） ［12．4］ 長石 ・赤色 粒 子 に ぷい 褐 普 通 体 部外 面 へ ラ削 り 孔部 へ ラ切 り　 多孔式
T M 6 周 溝
覆土 上 層 5 ％

293 須 恵 器 甑 －
（6．3） ［16．2〕

石 英 ・長 石 ・
雲母 ・赤 色 粒子 にぷ い 褐 普 通

体 部外 面 へ ラ削 り，内 面へ ラナ デ 孔 部 へ ラ切 り
多孔 式 （5 孔 か） 表土 中 5 ％

294 須 恵 器 高 台付 杯
－
（3．0） ［7。6］ 石 英 ・長石 ・針 状 鉱物 にぷ い 褐 普 通 体部 横 ナ デ　 底 部 回転 へ ラ切 り後 ナ デ 表土 中 10％

295 須 恵 器 高 台付 杯 一 （2．7） ［8．0］
礫 ・赤色 粒 子 ・
針状 鉱 物

灰 黄 普 通 体部 横 ナデ　 底部 回転 へ ラ切 り後 ナデ　 底 部 へ ラ記 号 表 土 中 10 ％

296 須 恵器 高 台付 杯 － （2．6） 8．8 長 石 ・針 状 鉱物 灰 普 通 休部 横 ナ デ　 底部 回転 へ ラ削 り後 ナ デ 表 土 中 20 ％

297 須 恵器 高 台付 杯
－
（2．0） ［4．0］ 長石 ・針 状 鉱物 黄 灰 普 通 底部 回 転へ ラ削 り後 ナ デ 表 土 中 10 ％

298 須 恵器 長頚 瓶 ？ （3 ．3） ［5．6］ 長 石 黄灰 普通 底 部 回 転へ ラ削 り
T M l 周溝
覆 土 上層 10 ％

299 灰 粕陶 器 椀 （1．6） ［8．2］ 長 石 灰 白 良好 底 部 回 転へ ラ削 り
T M 2 周溝
覆 土 上層

10 ％

300 土 師 質土 器 小 皿 －
（1．4） ［4．6］ 長石 ・雲母 にぷ い橙 普通 底 部 回 転糸 切 り 表 土 中 10 ％

301 土 師 質土 器 内 耳 鍋 －
（2潮

－
長石 ・雲母 橙 普通 口縁 部 内 ・外面 横 ナ デ　 耳部 ナ デ 表 土 中 5 ％

PL 50

T P 2 4 0 縄文 土 器 深 鉢 － （5．3 ）
繊 維 ・石 英 ・長 石 ・

雲母 ・赤色 粒 子
橙 普通 口唇部 絡条 体圧 痕文 施文　 口緑部 内 ・外 面条 痕文 施文

T M 2 周溝
覆 土 上層

T P2 4 1 縄文 土 器 深 鉢 －
（6．6 ） 繊 維 ・石 英 ・長 石 橙 普 通

胴 部 内 ・外 面条 痕 文施 文　 外 面単 節 RL の縄 文 施文
羽 状 構成

T M 2 周 溝
覆 土 上層

T P2 4 2 縄 文 土 器 深 鉢
－
（4．4 ）

繊 維 ・石 英 ・長 石 ・
に ぷ い橙 普 通

目線 部 内 ・外 面 条 痕文 を地文 と し，外 面 単節 LR の T M 6 周 溝
雲母 ・赤色 粒 子 縄 文 の押 庄 覆 土上 層

T P24 3 縄 文 土器 深鉢 （7．7）
繊 維 ・石 英 ・長 石 ・

雲母 ・赤色 粒子
橙 普 通 胴 部単 節 RL の縄 文 施 文　 羽状 構 成　 内 南条 痕 文

T M 6 周 溝
覆 土上 層

T P2 44 縄 文 土器 深鉢 （4．2）
石 英 ・長 石 ・雲 母 ・
赤 色 粒子 ・礫

に ぷ い赤褐 普 通 胴 部変 形 爪形 文 ・押 引 刺突 文 施文 表土 中

T P 24 5 縄 文 土器 深鉢 （5。8） 石英 ・長石 ・雲母 明赤 褐 普 通 胴 部単 節R L の縄 文 施 文 表土 中

T P 24 6 縄 文 土器 深鉢 （2．8） 長 石 ・雲 母 にぷ い橙 普 通
口縁 部 沈線 が 沿 う 隆帯 に よる 区画 内 に単 節L R の

縄 文施 文
表土 中

T P 24 9 縄 文土 器 深 鉢 （4 ．1） 長 石 ・雲 母 明 褐 普 通 胴 部沈 線 に よる 区画 内 に刺 突列 点 文施 文 表土 中

T P 250 弥 生土 器 鉢 （3 の 長 石 ・雲 母 にぷ い褐 普 通
口緑 部 撚糸 文 の 地文 を沈 線 で 区画 し， 区 画内 を磨 り
消 す

表土 中

T P25 1 弥 生土 器 鉢

l

（2．5） 長 石 ・雲 母 黒 褐 普 通 ロ綾 部縄 文の 地文 を沈 線で 区画 し， 区画 内を磨 り消 す 表土 中 PL 50

T P 2 5 2 弥 生土 器 鉢 （3．1）
－ 長 石 橙 普通 ロ綾 部縄 文の 地文 を沈 線で 区画 し， 区画 内を磨 り消 す 表 土 中

TP254と同一個体？

PL 50

T P 2 5 3 弥生 土 器 鉢 （1．5）

l

長石 ・雲母 　 明褐 普通 口縁 部縄文 の 地文 を沈線 で 区画 し， 区画内 を磨 り消 す 表 土 中 PL 50

T P 2 5 4 弥生 土 器 鉢 （4．0）
長 石 ・雲母 ・

赤色 粒子
橙 普通 体 部 縄 文の 地 文 を洗練 で 区 画 し， 区画 内 を磨 り消 す 表 土 中

TP252と同一個体？
PL5 0

T P 2 5 5 弥生 土 器 鉢 （2．2 ）
長 石 ・雲母 ・
赤 色粒 子

橙 普通 体 部撚 糸文 の地 文 を沈線 で 区画 し，区 画内 を磨 り消 す 表 土 中 P L50

T P 2 5 6 弥 生 土 器 鉢 （1．9 ） 長石 ・雲 母 橙 普通 体 部撚 糸文 の地 文 を沈線 で区 画 し，区 画内 を磨 り消 す 表 土 中
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番号 種　 別 器種 口径 器高 底径 胎　　 土 色　 調 焼成 手　　 法　　 の　　 特　　 徴 出土位置 備考

T P257 弥生土器 鉢
－
（2．4 ）

－
長石 ・雲母 橙 普通 休部撚糸文の地文を沈線で区画 し，区画内を磨 り消す 表土中 PL 50

T P258 弥生土器 鉢
－
（1．7）

－ 長石 ・雲母 にぷい褐 普通 体部縄文の地文を沈線で区画 し，区画内を磨 り消す 表土中

T P259 弥生土器 鉢 … （2．8） － 石英 ・長石 ・雲母 にぷい褐 普通 体部縄文の地文を沈線で区画 し，区画内を磨 り消す 表土中 PL50

T P260 弥生土器 鉢 － （2．9） － 長石 ・雲母 にぷい橙 普通 休部縄文の地文を沈線で区画 し，区画内を磨 り消す 外面赤彩 表土中 P L50

T P261 弥生土器 鉢 － （2．9） － 長石 ・雲母 橙 普通 体部縄文の地文を沈線で区画 し，区画内を磨 り消す 表土中 P L50

T P 262 弥生土器 鉢 － （2．0） － 長石 ・雲母 ・礫 にぷい橙 普通 体部縄文の地文を沈線で区画し，区画内を磨 り消す 外面赤彩 表土 中 P L50

T P 263 弥生土器 鉢 － （1．4）
－

長石 ・雲母 にぷい褐 普通 休部縄文の地文 を沈線で区画し，区画内を磨 り消す 表土中

T P 264 弥！主士器 恵宣E －
（1．6）

－
長石 ・雲母 にぷい橙 普通 口唇部縄文の押庄　 口縁部4 本櫛歯 による波状文 表土中

T P265 弥生土器 二土こご互E －
（5．1）

－ 長石 ・雲母 ・礫 にぷい橙 普通
口唇部縄文の押庄　 口綾部 ・隆帯部 ・頚部附加条一種

（附加 1 条）の縄文施文
表土中

T P266 弥生土器 ＝士ご買E －
（3．6）

－ 長石 ・雲母 にぷい橙 普通 口唇部キザ ミ目　 口縁部無文　 隆帯部指頭による押庄 表土中

T P267 弥生土器 恵笠E －
（3．0）

－ 長石 ・雲母 にぷい橙 普通 口唇部 キザ ミ目　 口緑部附加条 1 種（附加 1 条）の縄文に貼痛 表土中

T P268 弥生土器 壷 － （3．9） － 長石 ・雲母 にぷい橙 普通 隆帯部縄文の押庄　 頚部稜杉文施文 表土中

T P269 弥生土器 “こ土ご笠E － （3．8） － 長石 ・雲母 にぷい橙 普通
頚部4 本櫛歯による横走文，縦区画内に綾杉文施文　 胴部附加条

の縄文施文
表土中

T P270 弥生土器 一こことご宝E － （3．3）
－

長石 ・雲母 にぷい橙 普通
隆帯部縄文の押庄　 頸部 5 本櫛歯による縦区画，区画内に格子

目文施文
表土中

T P 271 弥生土器 士互E －
（2．3）

－
長石 ・雲母 にぷい橙 普通 頚部 4 本櫛歯による縦区画，区画内に波状文 ・縦位の連弧文施文 表土 中

T P 272 弥生土器 意
－
（4 ．6）

－
石英 ・長石 ・雲母 にぷい橙 普通

隆帯部指頭による押圧　 頚部 3 本櫛歯による縦区画，区画内に
横走文施文 表土中

T P273 弥生土器 づこご竺E －
（3．4 ）

－
長石 にぷい橙 普通

頚部 7 本櫛歯による縦区画，区画内を波状文，下端下向 きの連

弧紋文施文
表土中

T P275 弥′トト器 二土ご∃王 －
（2月）

－ 石英 ・長石 ・雲母 にぷい褐 普通
頚部 4 本櫛歯による縦区画，胴部 との境横走文 ・2 個 1 組の
円形浮文　 胴部附加条二種（附加 1 条）の縄文施文

表土中

T P276 弥生土器 てこヒナ箋芝 － （2．6 ） － 長石 ・雲母 橙 普通 頚部無文　 帯下端刺突文　 胴部附加条一種（附加 1 条）の縄文施文 衷土中

T P278 須恵器 襲 － （3．5） － か長石 ・針状鉱物 灰黄 普通 頸部内 ・外面横ナデ　 外面へラ記号 「＋」 表土中

番号 器　 種 長さ （径） 幅 （孔径） 厚 さ 重　 量 材　 質 特　　 徴 出土位置 備　 考

D P2 1 紡錘車 （5．1） 0．7 1．3 （15．2） 土 断面逆台形状 表土中 40％

D P22 管状土錘 3．1 0．5 1．8 9．7 土 外面丁寧なナデ 表土中 100％ PL 50

Q 48 彫器 3．8 2．3 0．7 4．7 チャー ト 剥片の二両面 を調整 表土中 PL 51

Q 49 槍先形尖頭器 3．4 1．3 0．6 2．6 チャー ト 縦長剥片の二両面 を調整 表土中 PL5 1

Q 50 石鉱 2 ．9 2．6 0．4 1．9 チャー ト 両面押庄剥離，基部の決 りは浅い 表土中 PL5 1

Q 51 石鉄 2 ．0 1．7 0．3 0．6 チャー ト 両面押庄剥離，基部の挟 りは深い 衷土中 P L51

M 26 不明鉄製品 2．2 （2．1） 1．5 （4．0） 鉄 断面環状 表土中
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第289図　二の沢B遺跡（古墳群）遺構全体図
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第4節　ま　　と　　め

今回の調査によって確認した遺構は，縄文時代の竪穴住愚跡射軋　士坑（陥し穴）1基，弥生時代の竪穴住

居跡13軒，土坑5基（内墓墳主基），古墳時代の竪穴住居跡6軒，土坑2基，周溝墓5基（前方後方形3軋

円形1基，方形1基），平安時代の竪穴住居跡H軒，中世の地下式墳2基，時期不明の土坑132基，溝2条，井

戸跡2基である。

ここでは，各時代ごとに主な遺構と遺物について概要を述べ，まとめとしたい。

1　旧石器時代

今回の調査によって出土した旧石器時代の遺物はQllとQ42のナイフ形石器，Q48の彫器とQ49の槍先形尖

頭器である。Qnのナイフ形石器は信州産の黒曜石と考えられる。出土地点周辺の精査を行ったが，何ら発見

することはできなかった。周辺遺跡で旧石器時代の遺物は，水戸市のニガサワ遺跡1）から彫刻刀形石器，十万

原遺跡2）からスクレイパー0着核を剥片の台石が出土している。

2　縄文時代

今回の調査によって縄文時代の竪穴住居跡4軒（内出土土器から早期末葉から前期初頭の時期が2軒），士

坑（陥し穴）1基を確認した。同時期の住居跡は隣接する二の沢A遺跡，取手市の甚五郎崎遺跡3），守谷市の

今城遺跡4㌔　鹿鴫市の伏見遺跡5j等で確認されている。遺物は，条痕文系の土器や羽状縄文の繊維土器のほか，

表面で採取されている中期の加曾利E式土器，後期の称名寺式土器がある。

3　弥生時代

今回の調査によって弥生時代の竪穴住居跡13軒，士坑5基（内土墳墓1基を含む）を確認した。時期は出土

土器から後期後葉に位置付けられる。

竪穴住居跡は，南部に4軒，中央部に8軒の二つのグループのほか，離れて北部に1軒確認されている。中央

部のグループはさらに第18023e26号住居跡と第7elle13e15816号住居跡の二つのグループに分けられ，

この3・4軒で一つの共同体を構成していると考えられる。平面形は，長方形3軒，方形4軒，隅丸方形2軒，

八角形3軒，楕円形1軒とバラエティーに富んでいる。規模は，20～30r産が5軒，20扉未満が8軒で，平均は

19。5扉と小形である。炉は10軒の住居跡で確認され，その内の7軒の住居跡で炉石が確認されている。茨城県

北部から渦沼川流域においては，当期の炉跡に炉石が据えられている割合が高いことが指摘されており6），当

遺跡も同様な状況である。第80号士坑の覆土中層と表面で採取されている土器片に中期中葉に位置付けられる

土器片がみられる。この土器片は，時期的にはひたちなか市の洛遺跡を標識名とする格式土器7）の時期ではあ

るが，文様構成は，福島県いわき市の龍門寺遺跡を標識名とする龍門寺式土器鋸や栃木県宇都宮市の野沢遺跡

を標識名とする野沢式土器鋸にも類似していると感じられる。この土器の出土例としては，隣接する水戸市の

こガサワ遺臥　那珂郡那珂町の森戸遺跡10ノ，同郡瓜連町の瓜連城跡11jや久慈郡金砂郷町の長者屋敷遺跡12）等が

ある。第139号士坑は後期後葉の土墳墓で，威信財として緑色凝灰岩製の管玉が出土している。この時期の茨

城県内での墓制は土器柁墓が多く，土墳墓はほとんど見られず，東茨城郡大洗町長峯遺跡の第1号土壌13）が比

較的似ていると思われる。

4　古墳時代

今回の調査によって古墳時代の竪穴住居跡6軒，周溝墓5基（前方後方形3基の円形1基の方形1基），土坑

2基を確認した。当遺跡の南南東5～6kmの地点に前方後方墳の安土星古墳14ノが位置し，時期は4世紀前半と
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考えられている。

当遺跡の前方後方形の遺構を，3基とも墳丘全長で35mと同規模あるいはそれ以下であること，出土土器が

比較的古いことから，前方後方墳ではなく，前方後方形周溝墓と捉えた15）。この前方後方形周溝墓については，

第1号周溝墓一小形丸底相が出土していること

第2号周溝墓一有段目縁壷の体部が下膨れであることや頚部に円形浮文が見られること

第6号周溝墓－S字状口縁台付嚢に赤塚編年のB類16）がみられること，体部上端に網目状撚糸文が見られ

装飾性のある壷がみられることや有段目縁壷の目線部が外反すること

等の出土遺物の特徴（各周溝墓出土の遺物の特徴の詳細についてはそれぞれの住居跡の項目を参照されたい）

から，第6号周溝墓→第2号周溝墓→第1号周溝墓といった一応の変遷が考えられるであろう17）。ただし第1

号周溝墓と第2号周溝墓との時期差はほとんどなく同時期とも考えられる。この前方後方形周溝墓である第6

号周溝墓が，先行あるいは中核とし，その後に周囲に前方後方形周溝墓，円形周溝墓や方形周溝墓が展開する

といった群構成を示していると考えている18）。これらの周溝墓に伴う集落は隣接する二の沢A遺跡が考えられ

る。二の沢A遺跡からは古墳時代前期と考えられる住居跡が65軒確認されている。前期でも前半に位置付けら

れる住居跡が29軒確認され，この時期の集落が周湛墓に伴うものと思われる。この中で第5657・89号住居跡

が古い様相を示し，第6号周溝墓に比較的近い時期と思われる。二の沢A遺跡からは，古墳や周溝墓からの出

土事例の多い有段目縁壷やパレス壷的様相を示す壷が出土している。特に第89号住居跡からはこの有段目緑壷

やパレス壷的様相を示す壷が出土し，遺物量も豊富であること，規模が48扉と大形であることから首長の居住

跡の可能性が考えられる。前期前半に位置付けられる住居跡の中で，第10・92号住居跡が次のことから首長の

居住跡と考えられる。第10号住居跡は規模が50m2と大形で，しかも遺物量が豊富である。第92号住居跡は規模

が60m2と大形である。遺物量は少ないが，覆土が薄く堆積状況は明確ではないが，覆土中に炭化粒子が多量に

含んでいることから，焼失住居の可能性が考えられ，住居廃棄時に遺物を持ち去ったためと考えられることに

よる。遺跡全体の出土遺物の胎土を観察すると在地で作られたものと思われる。周溝墓出土の土器も在地で作

られたと考えられ，器種も高杯・器台・有段目緑壷・襲等で，何ら集落出土の土器との違いは見られない。た

だし第6号周溝墓出土のP228の壷は搬入された可能性が高いと思われる。

5　平安時代

今回の調査によって平安時代の竪穴住居跡11軒を確認した。出土遺物から大きく3期に区分し，若干の検討

を加えたい。

・平安1期

本期に当たる住居跡は，第27号住居跡で，9世紀前葉のものである。この住居跡は調査区の中央部の第1号

周溝墓の周港内から確認されている。主軸方向はN－380－Wで，平面形は方形で，規模は14。7m2ほどで小形

である。

遺物は土師器の高台付杯・襲，須恵器の杯・高台付杯・嚢・水瓶である。実測可能な土器での比率を見ると，

土師器：須恵器＝15：13で，やや土師器の比率が高い。

・平安2期

本期に当たる住居跡は，第6・9号住居跡で，9世紀中葉から後葉のものである。これらの住居跡は調査区

の中央部で，隣接する位置で確認されている。主軸方向はN－160～310－Wの狭い範囲にあり，規則性が感じ

られる。平面形は方形で，規模は7～8r産で，前期に比べさらに小形である。

遣物は土師器の高台付杯e嚢，須恵器の杯e高台付杯・嚢・蓋e盤・小形短頸壷，鉄鉱・刀子，石製紡錘車
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である。実測可能な土器での比率を見ると，土師器：須恵器＝1：4で，須恵器の比率が極めて高い。特筆さ

れる遺物として，墨書土器が第6号住居跡から「在田君」2例，「在」1例，第9号住居跡から「平」のヘラ

書き1例が出土している。第9号住居跡からは，この他に「幡田郷戸主君子部太侶力麻呂」と刻苦された石製

紡錘車や須恵器の短頸壷が出土している。この紡錘車の釈文中の幡田郷は現在のひたちなか市那珂湊周辺に比

定され，当遺跡周辺は古代において入野郷に比定されていた。水戸市の台渡里廃寺跡の出土瓦にこの幡田郷に

相当すると思われる「幡」とヘラ書きのある文字瓦がみられる19）。この釈文中の「君子部」と直接関係はない

と思われるが，八・九世紀の多珂郡の大領・少領の姓が「君子部」である20）。また，鹿の子C遺跡の第80号住居

跡から「公子部」と表記された漆紙文書も出土している21）。当遺跡出土の紡錘車の釈文に類似した文字例とし

ては，埼玉県本庄市の南大通り線内遺跡出土石製紡錘車の「武蔵国児玉郡草田郷戸主太田部身万呂」の刻苦22），

つくば市の中原遺跡出土土師器賓の「常陸国河内郡真幡郷戸主刑部歌人」の墨書23）例がある。中原遺跡は古代

河内郡菅田郷に比定され，墨書土器の釈文中の郷名とは異なり，この点当遺跡の出土例と同様である24）。この

中の「戸主」＝「戸長」＝「長」のように解釈が可能ならば，「郷戸主」＝「郷長」と捉えられよう。当遺跡

の南約10kmの地点に位置する大塚新地遺跡から「郷長」と墨書された須恵器杯25）が出土している。津野仁氏は

この遺跡を分析して郷長集落と捉えている26）。

・平安3期

本期に当たる住居跡は，第3～5・12・14・20・24・32号住居跡で，10世紀前葉のものである。これらの住

居跡は，調査区の南部・東部から北部にかけて標高31mの線に沿うような形で確認されている。第20号住居跡

を除くと主軸方向はN－200～390－WとN－700～930－Eの二つのグループに分けられ，東竃のグループがみ

られ，規則性が感じられる。平面形は方形と長方形が見られ，規模は6。2m2～14。4㌦で，平均8。6m2で，前期と

同様に小形である。

遺物は土師器の杯・高台付杯・椀・皿・嚢・鉢，須恵器の高台付杯・高杯（高盤）・聾・甑e円面硯，刀

子・鎌，管状土錘・土製紡錘車である。実測可能な土器での比率を見ると，土師器：須恵器＝33：7で，土師

器の比率が極めて高い。須恵器は賓・甑・円面硯等がわずかに残るのみである。特筆される遺物では，第4号

住居跡から須恵器の円面硯が出土している。第32号住居跡からは外面に「悌」とヘラ書きされ，内面には判読

は不明であるが2文字と考えられる墨書がなされた高杯（高盤）が出土している。

遺構には伴わないが第2号周溝墓から平安時代の土師器片e須恵器片，鋤先，鉄鎌や鉄鉱と共に緑粕陶器の

椀が出土している。この緑粕陶器の椀は猿投産の黒笹90号窯に位置付けられる。当遺跡周辺でのこの時期の緩

和陶器の出土例として，水戸市の梶内遺跡の陰刻花文椀，ひたちなか市の三反田下高井遺跡26）の椀，武田酋塙

遺跡27）の椀，長者屋敷遺跡の椀・皿，笠間市石井台遺跡28）の陰刻花文椀等がある。一般に緑粕陶器の出土して

いる遺跡は，寺院，官街関連遺跡あるいは大規模集落の場合が多い29）。鋤先や鉄鎌の年代を，古庄浩明氏の編

年30）を基に考えてみると，おおむね9世紀から10世紀に位置付けられ，土器の年代観と一致している。このよ

うな点から，当遺跡の集落の廃絶に伴って，主要な遺物をこの第2号周溝墓に投棄した可能性が考えられる31）。

6　中世

今回の調査によって中世の地下式墳2基を確認した。遺構に伴う遺物は出土しなかったが，表面で土師質土

器の内耳鍋・小皿が採取されている。
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